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 BA-01 トランザクション管理機能 

 概要 

 機能概要 

 トランザクション管理機能を提供する。 
 フレームワークでトランザクション制御を行なうため、開発者がトランザク

ションコードを実装する必要がない。 
 コミット・ロールバックはフレームワークが行なう。 

 
 対象データを単位に繰り返し起動されるビジネスロジックに対して、指定件数毎

にまとめてコミットを発行する機能を提供する。 
 開発者は、環境、あるいはジョブの特性に応じて、何件毎にコミットを行う

かを設定ファイルで指定する。 
 

 以下の３つのトランザクションモデルをフレームワークで提供する。開発者は、

ジョブに適したトランザクションモデルを選択する。 
1. チャンク別トランザクションモデル 

 チャンク単位に、トランザクションで処理する。チャンクは、指定され

た件数のデータを含むか、あるいはコントロールブレイクを単位に作成

される。 
2. 全チャンク単一トランザクションモデル 

 すべてのチャンクを単一のトランザクションで処理する。 
3. 非トランザクションモデル 

 トランザクション管理を行わない。ファイルのみを扱うジョブなどでト

ランザクション管理の必要のないジョブで選択する。 
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 概念図 

 トランザクションモデルのトランザクション範囲 
フレームワークで用意するそれぞれのトランザクションモデル毎に、以下のトラ

ンザクション範囲が設定されている。 
 

 
 

項

番 
トランザクション 
モデル 

トランザクション範囲 

1 チャンク別トランザクションモデル 各チャンクは、それぞれ別のトランザクションとして処理さ

れる。 

2 全チャンク単一トランザクションモデル 全てのチャンクは、単一のトランザクションで処理される。 

3 非トランザクションモデル なし 
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 解説 

 ジョブの種類とトランザクションモデル 
トランザクションモデルは、通常ジョブ（分割されていないジョブ）、子ジョブ

（分割ジョブで分割されたそれぞれの部分を実行するジョブ）に対して選択する。

トランザクションモデルは、データ件数、エラー時のリカバリ方法などを考慮し

て選択する。 
親ジョブ（分割ジョブで分割を行うジョブ）には対象データの処理がないため、

トランザクションモデルを選択することができない。全ての子ジョブを単一のト

ランザクションとすることはできない。 
 

項番 ジョブの種類 選択可能なトラン

ザクションモデル 
選択基準 

1 チャンク別トランザクショ

ンモデル 

通常は、このトランザクションモデルを選

択する 

2 全チャンク単一トランザク

ションモデル 

処理対象のデータ件数が少なく、１トラン

ザクションで処理しても DB などのリソース

に問題ないとき 

3 

通常ジョブ 

非トランザクションモデル ファイルアクセスのみなど、トランザクショ

ン管理が必要ないとき 

4 親ジョブ 選択不可 ― 

5 チャンク別トランザクショ

ンモデル 

通常ジョブと同じ 

6 全チャンク単一トランザク

ションモデル 

通常ジョブと同じ 

7 

分割 

ジョブ 
子ジョブ 

非トランザクションモデル 通常ジョブと同じ 
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 フレームワークによる指定件数毎のコミット 
バッチ処理では、対象データの一件毎にコミットを発行すると性能が得られない

ため、100 件、200 件等の複数件に対してまとめてコミットを発行する。 
 

 
 
フレームワークによるコミットは、チャンクを単位に行う。チャンクに含まれる

データ全体が、DBMS へコミットする単位となる。フレームワークが何件毎にま

とめてコミットを発行するかは、フレームワークの「チャンクサイズ」パラメー

タで設定する。 
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 ジョブ前処理とジョブ後処理のトランザクション 
ジョブ前処理とジョブ後処理は、チャンクを処理するトランザクションとは独立

して処理される。 
 複数のジョブ前処理、ジョブ後処理を指定した場合には、単一のトランザク

ションで処理される。 
 分割ジョブである場合には、親ジョブと子ジョブのどちらに対しても、ジョ

ブ前処理とジョブ後処理が指定できる。 
 非トランザクションモデルのジョブ前処理、ジョブ後処理においてデータベ

ースアクセスを行う際には、アプリケーション開発者がトランザクション設

定を行うこと。 
 ジョブ前処理、ジョブ後処理についての詳細は、『BD-01 ビジネスロジック

実行機能』を参照のこと。 
 

 全チャンク単一トランザクションモデルでの先頭チャンク前処理と最終チャンク

後処理のトランザクション 
 先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理のどちらも、全てのチャンクを処

理するトランザクションの中で実行される。 
 先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理についての詳細は、『BD-01 ビジ

ネスロジック実行機能』を参照のこと。 
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 ジョブ前処理／ジョブ後処理と、先頭チャンク前処理／最終チャンク後処理のト

ランザクションモデルとの関係 
ジョブ前処理／ジョブ後処理は、ジョブの種類、トランザクションモデルに関わ

らず、すべてのジョブに対して設定できる。 
先頭チャンク前処理／最終チャンク後処理は、全チャンク単一トランザクション

モデルである場合のみ設定できる。トランザクションモデルが指定できない親ジ

ョブ、およびチャンク別トランザクションモデルのジョブに対しては設定できな

い。 
 

設定可能な前／後処理 項

番 
ジョブの種類 選択可能なトラン

ザクションモデル 
ジョブ前処理、

ジョブ後処理 
先頭チャンク前処

理、最終チャンク

後処理 

1 チャンク別トランザクショ

ンモデル 

○ × 

2 全チャンク単一トランザ

クションモデル 

○ ○ 

3 

通常ジョブ 

非トランザクションモデ

ル 

○ 

（データベースアク

セスがない処理） 

× 

4 親ジョブ 選択不可 ○ × 

5 チャンク別トランザクショ

ンモデル 

○ × 

6 全チャンク単一トランザ

クションモデル 

○ ○ 

7 

分割 

ジョブ 
子ジョブ 

非トランザクションモデ

ル 

○ 

（データベースアク

セスがない処理） 

× 
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 ジョブ前処理／ジョブ後処理と、先頭チャンク前処理／最終チャンク後処理のト

ランザクションの違い 
ジョブ前処理／ジョブ後処理をジョブに対して複数の処理を指定した場合には、

ジョブ前処理／ジョブ後処理はそれぞれ単一のトランザクションで処理される。 
先頭チャンク前処理／最終チャンク後処理は、対象データに対する処理と同一の

トランザクションで処理される。 
 

項番 処理の種類 データ処理のトランザ

クションとの関係 
複数処理を指定した場合のトラン

ザクション 

1 ジョブ前処理

／ジョブ後処

理 

チャンクを処理するトランザク

ションとは別のトランザクション

ジョブ前処理、ジョブ後処理でそれぞれ一

つのトランザクション 

2 先頭チャンク

前処理／最終

チャンク後処

理 

チャンクを処理するトランザク

ションと同一のトランザクション

複数の処理を指定しても、チャンクを処理

するトランザクションと同一のトランザクショ

ン 
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 フレームワーク Bean 定義ファイル、ジョブ Bean 定義ファイルの構造 
ジョブでどのビジネスロジックを使うのか等のジョブを定義するための情報はジ

ョブ Bean に設定する。ジョブ Bean のための Java クラスは、フレームワークで用

意されている。 
フレームワーク Bean 定義ファイルでは、ジョブに依存しない部分があらかじめ定

義されている。個別のジョブを定義する際には、トランザクションモデルに対応

したトランザクションモデル別 Bean 定義ファイル雛形をジョブ Bean 定義ファイ

ルに import し、ジョブ固有の情報を設定する。 
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 共通処理のトランザクション 

共通処理（ビジネスロジックから呼び出す処理）を呼び出し元とは別のトランザ

クションで処理したい場合には、共通処理に対するトランザクション設定を

SpringAOP で行う。 
SpringAOP で設定できるトランザクションの詳細は、コーディングポイントを参

照のこと。 
 

 ファイル等の非トランザクションリソースの扱い 
フレームワークでは、ファイル出力などのトランザクショナルでないリソースに

対しては、トランザクション処理は行わない。 
 ファイル出力でトランザクション的な処理を行いたい場合には、一時ファイ

ルに書き出してから適切なタイミングで実際のファイルに移動する、あるい

は DB などのトランザクショナルなリソースに出力し、処理の最後でファイ

ルに落とすなどの処理を業務アプリケーションで行う。 
 

 分散トランザクション 
フレームワークでは分散トランザクションには対応しない。 

 
 エラー処理の実装方針（エラー時のロールバックの扱い） 

フレームワークでは原則として複数件の処理対象データに対してまとめてコミッ

トを発行する。そのため、エラー等でロールバックするとそれまで正常に処理し

たデータであっても、同じトランザクションで処理されているものも一緒にロー

ルバックされる。 
したがって、業務アプリケーションではデータベースへの更新処理を行う前にエ

ラーデータをチェックし、業務アプリケーションのロジックではロールバックの

必要がないようにすること。 
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 セーブポイントの利用 
チャンク別トランザクションモデルでは、セーブポイントを利用することができ

る。セーブポイントを利用するためには、ジョブ Bean 定義ファイルでセーブポイ

ント利用フラグを設定する。 
セーブポイントを利用するジョブでは、以下のようにエラー時のロールバック範

囲が最小となるようにトランザクション処理が行われる。 
 

トランザクション処理 項

番 
ビジネスロジック

のリターンコード 
セーブポイントを利用し

ない場合 
セーブポイントを利用する

場合 

1 NORMAL_CONTINUE ビジネスロジックの入力データが

チャンクの最後のデータである場

合には、コミットする。 

チャンクの最後のデータではな

い場合には、何もしない。 

ビジネスロジックの入力データがチ

ャンクの最後のデータである場合に

は、コミットする。 

チャンクの最後のデータではない場

合には、保持していたセーブポイン

トをリリースし、新たにセーブポイント

を作成する。 

2 NORMAL_END トランザクションをコミットする。 トランザクションをコミットする。 

3 ERRROR_CONTINUE ビジネスロジックの入力データが

チャンクの最後のデータである場

合には、コミットする。 

チャンクの最後のデータではな

い場合には、何もしない。 

（NORMAL_CONTINUE の場合と

同じ） 

ビジネスロジックの入力データがチ

ャンクの最後のデータである場合に

は、保持していたセーブポイントま

でロールバックした後、コミットする。

チャンクの最後のデータではない場

合には、保持していたセーブポイン

トまでロールバックする。 

4 ERROR_END トランザクションをロールバックす

る。 

保持していたセーブポイントまでロ

ールバックし、トランザクションをコミ

ットする。 

セーブポイントを利用する場合には、ERROR_CONTINUE がリターンされたビジネス

ロジック入力データに対する処理がトランザクション範囲に入らないようにセーブポ

イントが使用される。NORMAL_CONTINUE がリターンされるたびにセーブポイント

が 更 新 さ れ 、 ERROR_CONTINUE が リ タ ー ン さ れ た 場 合 に は 、 前 回

NORMAL_CONTINUE がリターンされたポイントまでトランザクションをロールバッ

クする。 
セーブポイントが利用できるのは、チャンク別トランザクションモデルだけである。

全チャンク単一トランザクションモデルでは、ジョブ全体を一つのトランザクション

として処理するモデルであり、セーブポイントを使って一部のデータだけを更新する

処理はそぐわないためサポートされない。また、複数のジョブ前処理／ジョブ後処理

を設定している場合も同様に、単一のトランザクションで処理が行われるため、サポ

ートされない。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 トランザクションの種類（『CA-01 トランザクション管理機能』の再掲） 
トランザクションには、以下のような種類が存在するが、TERASOLUNA-Batch で

は基本的には“PROPAGATION_REQUIRED”を使用する。必要があれば各自検討

し変更すること。 

トランザクション 概要 

PROPAGATION_REQUIRED 現在のトランザクションをサポートし、トランザクションが存

在しなければ新しいトランザクションを作成する。TERASOLUNA-

Batch で標準的に使用する。 

PROPAGATION_SUPPORTS 現在のトランザクションをサポートし、トランザクションが存

在しなければ非トランザクション的に実行する。 

PROPAGATION_MANDATORY 現在のトランザクションをサポートし、トランザクションが存

在しなければ例外を送出する。 

PROPAGATION_REQUIRES_N

EW 

新しいトランザクションを作成し、現在のトランザクションが

存在すればそれを一時停止する。 

PROPAGATION_NOT_SUPPOR

TED 

非トランザクション的に実行し、現在のトランザクションが存

在すればそれを一時停止する。 

PROPAGATION_NEVER 非トランザクション的に実行し、トランザクションが存在すれ

ば例外を送出する。 

PROPAGATION_NESTED 現在のトランザクションが存在すればネストされたトランザク

ションの内部で実行し、存在しなければ PROPAGATION_REQUIRED

と同様に動作する。 

 
Spring では、その他にも独立性レベルやタイムアウト、読取専用などの定義情報

の設定が可能である。詳細は、SpringAPI を参照のこと。 
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 トランザクションマネージャとトランザクションプロキシファクトリ 
ト ラ ン ザ ク シ ョ ン マ ネ ー ジ ャ に は 、 Spring が 提 供 す る

DatasourceTransactionManager を使用する。DatasourceTransactionManager は、単一

の JDBC データソースに対してトランザクションを実行するトランザクションマ

ネージャである。トランザクションモデル別 Bean 定義ファイルでは、トランザ

クションが設定された Worker があらかじめ設定されている。 
また、フレームワーク Bean 定義ファイルには、トランザクションマネージャを

指定したファクトリクラス TransactionProxyFactoryBean が設定されている。

DatasourceTransactionManager、TransactionProxyFactoryBean の詳細については、

SpringAPI を参照のこと。 
 

 データアクセス Bean 定義ファイル（トランザクションマネージャ、トランザ

クションプロキシファクトリ設定関連部分） 
<!-- DataSourceの設定。 --> 

<bean id="dataSource" class="……">……</bean> 

 

<!-- 単一のJDBCデータソース向けのトランザクションマネージャ。 --> 

<bean id="transactionManager"  

class="org.springframework.jdbc.datasource.DataSourceTransactionManager"> 

<property name="dataSource"><ref ="dataSource" /> 

</bean> 

 

<!-- トランザクションプロキシのベース定義となる親Bean定義。 

  - 子のBean定義で属性をオーバーライドすることができる。--> 

<bean id="baseTransactionProxy" 

class="org.springframework.transaction.interceptor.TransactionProxyFactoryBean"  

abstract="true"> 

  <property name="transactionManager"><ref bean="transactionManager"/></property> 

</bean> 

Spring で提供されているファクトリクラス。

任意のクラス（target 属性で指定）に、トラン

ザクション制御コードを付加したプロキシク

ラスを生成する。  

transactionManager プロパティに

DataSourceTransactionManager を指

定する。 

プロキシ対象の Bean、およびトランザクション定義

情報の設定は、この baseTransactionProxy を親定義と

するフレームワークの Bean 定義で行われている。 
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 トランザクションモデル別 Bean 定義ファイル雛形の選択 
TERASOLUNA-Batch では、開発者がジョブ Bean を定義する際の雛形として利用

できるトランザクションモデル別 Bean 定義が用意されており、あらかじめ必要

なトランザクションが設定されている。開発者は、ジョブのトランザクションモ

デルに応じて雛形を選択して、ジョブ Bean 定義ファイルを作成する。 
フレームワークで用意している雛型には、以下のものがある。 

項

番 
トランザクションモデル別

Bean 定義ファイル名 
概要 

1 ChunkTransactionBean.xml チャンク別トランザクションモデル用の雛形 

2 SingleTransactionBean.xml 全チャンク単一トランザクションモデル用の雛形 

3 NoTransactionBean.xml 非トランザクションモデル用の雛形 

4 ChunkTransactionForRestar

tBean.xml 

チャンク別トランザクションモデル（リスタート機能有効）

用の雛形 

5 PartitionChunkTransaction

Bean.xml 

チャンク別トランザクションモデル（分割ジョブ）用の雛形

6 PartitionSingleTransactio

nBean.xml 

全チャンク単一トランザクションモデル（分割ジョブ）用の

雛形 

7 PartitionNoTransactionBea

n.xml 

非トランザクションモデル（分割ジョブ）用の雛形 

8 PartitionChunkTransaction

ForRestartBean.xml 

チャンク別トランザクションモデル（分割ジョブ）（リスター

ト機能有効）用の雛形 

9 SequentialSingleTransacti

onBean.xml 

分割ジョブにおいて、子ジョブを多重度１で逐次実行す

るための雛形 
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トランザクションモデル別 Bean 定義ファイル（チャンク別トランザクションモ

デル関連設定部分） 
<!-- ===================== マネージャ定義 ===================== --> 

<bean id="jobManager" parent="baseManager"> 

    ・・・ 

    <property name="workQueueFactory"> 

      <bean class="jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardWorkQueueFactory"> 

 <property name="queueProcessor" ref="chunkTransactionQueueProcessor" 

/> 

      </bean> 

    </property> 

    ・・・ 

</bean> 

 

<!-- ===================== キュープロセッサ定義 ===================== --> 

<bean id="chunkTransactionQueueProcessor" parent="baseQueueProcessor"> 

    <property name="worker" ref="chunkTransactionWorker" /> 

    ・・・ 

</bean> 

 

<!-- ===================== ワーカ定義 ===================== --> 

<bean id="chunkTransactionWorker"     

class="jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.TransactionalWorker"> 

   <property name="transactionManager" ref="transactionManager" /> 

   <property name="jobWorker" ref="jobWorker" /> 

        ・・・ 

</bean> 

 

トランザクションが設定された

Worker が定義されている 

 
 ジョブ Bean 定義ファイルの実装例 

<import resource="../template/chunkTransactionBean.xml"/> 

 

<!-- チャンクサイズの指定 --> 

<bean id="chunkSize" class="java.lang.Integer"> 

<constructor-arg><value>50</value></constructor-arg> 

</bean> 

 

<!-- セーブポイントを使うかどうか --> 

<bean id="useSavepoint" 

 class="org.springframework.beans.factory.config.FieldRetrievingFactoryBean">

<property name="staticField" value="java.lang.Boolean.TRUE"/> 

</bean> 

ジョブのトランザクションモデルに対応し

た、トランザクションモデル別 Bean 定義

ファイルを import する 

ジョブに適したチャンクサイズを指定する 

(チャンクサイズのデフォルト値はフレームワー

ク Bean 定義ファイルに設定されている) 

DataSourceTransactionManager を 

プロパティとして設定している

セーブポイントを使う場合には、TRUE を設定する。この Bean を登録し

なかった場合には、FALSE がデフォルト値として用いられる 
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 拡張ポイント 

 トランザクションモデル別 Bean 定義の修正 
システムの特性にあわせて、フレームワーク Bean 定義ファイルやトランザクシ

ョンモデル別 Bean 定義ファイルの定義を修正する。 
 デフォルトのチャンクサイズの修正 
 分割ジョブでのデフォルトの多重度の修正 
 Spring トランザクション設定（タイムアウト等）の修正 

 
 トランザクションモデル別 Bean 定義ファイル雛形の追加 

システムの特性に合わせて、プロジェクトでトランザクションモデル別 Bean 定義

ファイル雛形を追加する。 
 前処理／後処理が一定のパターンである場合に、それらの処理があらかじめ

設定してあるトランザクションモデル別 Bean 定義ファイル雛形を追加 
 特定の対象データを入力とするジョブが多数存在する場合には、その

Collector があらかじめ設定してあるトランザクションモデル別 Bean 定義ファ

イル雛形を追加 
 

 ビジネスロジックでのプログラマティックなトランザクション管理 
ビジネスロジック等のアプリケーションの Bean に、フレームワーク Bean 定義フ

ァイルに記述されているトランザクションマネージャを DI することで、アプリ

ケーションでプログラマティックなトランザクション制御を行うことができる。

トランザクションマネージャからは、新規トランザクションや、現在アクティブ

なトランザクションを取得することができる。取得したトランザクションを使っ

てビジネスロジックでコミット／ロールバックを行うことができる。 
ビジネスロジックでのプログラマティックなトランザクション管理を行う場合に

は、フレームワークによるトランザクション管理と不整合を起こさないように、

トランザクションモデルとして「非トランザクションモデル」を選択すること。 
ビジネスロジックでのプログラマティックなトランザクション管理は、まったく

利用しないか、あるいは、特殊なトランザクション制御フローが必要なごく一部

のジョブにのみ適用することが望ましい。特殊なトランザクション制御フローが

必要なければ、トランザクション単位とメソッドの対応をとり、ソースコードの

可読性、保守性の確保することを優先すること。 
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 関連機能 

 『BB-01 データベースアクセス機能』 
 『BD-01 ビジネスロジック実行機能』 
 『BH-01 例外ハンドリング機能』 
 『CB-01 トランザクション管理機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし。 
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 BB-01 データベースアクセス機能 

 概要 

 機能概要 

 データベースアクセスは、『CB-01 データベースアクセス機能』で提供される

DAO を用いて行う。 
 DAO インタフェースにより、JDBC API および RDBMS 製品や O/R マッピン

グツールに依存する処理をビジネスロジックから分離する。 
 DAO インタフェースのデフォルト実装として Spring ＋ iBATIS 連携機能を

利用した DAO 実装を提供する。 
 フレームワークが Spring framework の機能を使用したトランザクション制御

を行うため、ビジネスロジック実装者がコネクションオブジェクトの受け渡

しや、トランザクションを考慮した処理を実装する必要がない。 
 iBATIS の詳細な使用方法や設定方法などは、iBATIS のリファレンスを参照

すること。 
 SQL 文は、iBATIS の仕様にしたがって、設定ファイルに記述する。 

 
 データベースアクセスは、複数のビジネスロジックにまたがった JDBC バッチ更

新機能を提供する。 
 java.sql.PreparedStatement クラスの addBatch()メソッド、executeBatch()メソッ

ド に よ る 処 理 を 本 説 明 書 で は JDBC バ ッ チ 更 新 と 呼 ぶ 。

java.sql.PreparedStatement クラスの addBatch()メソッド、executeBatch()メソッ

ドによる処理については、JDK の API ドキュメントを参照のこと。 
 ビジネスロジックでは、JDBC バッチ更新を行う更新 SQL ID と、そのパラメ

ータオブジェクトを BLogicResult に登録してフレームワークにリターンする。 
 フレームワークは、BLogicResult に登録された更新 SQL ID とそのパラメータ

オブジェクトを受け取り、チャンクに含まれていた対象データに対するビジ

ネスロジックの処理が終了した後、JDBC バッチ更新を行う。 
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 概念図 

 DAO によるデータベースアクセス処理 
ビジネスロジックでは、フレームワークが提供する DAO によってデータベース

アクセスを行うことができる。 
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 複数のビジネスロジックにまたがった JDBC バッチ更新 
チャンク内の全ての処理対象データに対して、ビジネスロジックを呼び出した後、

フレームワークによって JDBC バッチ更新が行われる。 
フレームワークへ JDBC バッチ更新を依頼する場合には、BLogicResult オブジェ

クトに更新対象の SQL ID、およびパラメータオブジェクトを登録する。 
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 解説 

 「ビジネスロジック内の JDBC バッチ更新」と「ビジネスロジックをまたがった

JDBC バッチ更新」 
TERASOLUNA-Spring の DAO では、JDBC バッチ更新の機能が提供されている。

ビジネスロジック内部に閉じる JDBC バッチ更新は、TERASOLUNA-Spring の

DAO の JDBC バッチ更新機能を使って行う。 
BLogicResult に登録して行うのは、複数のビジネスロジックにまたがって JDBC
バッチ更新を行う場合である。 
「ビジネスロジック内の JDBC バッチ更新」と「ビジネスロジックをまたがった

JDBC バッチ更新」は、一つのジョブで両方を使うことができる。 
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 「ビジネスロジックをまたがった JDBC バッチ更新」の SQL 発行タイミング 
ビジネスロジックをまたがった JDBC バッチ更新では、BLogicResult に登録した

時点では SQL は発行されていないことに留意すること。ビジネスロジック内の後

続する処理や、後続のビジネスロジックが、当該 SQL の更新結果に依存するよう

な場合には「ビジネスロジックをまたがった JDBC バッチ更新」を使うことがで

きない。 
 

 「ビジネスロジックをまたがった JDBC バッチ更新」の更新結果の判定 
JDBC の API では、JDBC バッチ更新の結果は「バッチ内に含まれているそれぞれ

の更新 SQL によって更新された行数の配列」が返されることになっている。しか

し、Oracle 10g、PostgreSQL 8 では DBMS（あるいは JDBC ドライバ）の制限から、

JDBC バッチ更新を行った際の更新行数を取得することができない。 
したがって、JDBC バッチ更新を採用できる更新処理は、以下のようにそれぞれ

の更新処理の件数を判定する必要がないもの（失敗した場合には例外がスローさ

れるもの）に限ること。 
 単純な一件の INSERT 
 登録済みであることがわかっている（=空振りしない）主キーによる

UPDATE、DELETE 
「ビジネスロジックをまたがった JDBC バッチ更新」で例外が発生した場合の処

理については、『BH-01 例外ハンドリング機能』を参照のこと。 
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 データベースアクセス時の例外 
フレームワークから提供される DAO インタフェースのデフォルト実装を利用し

た場合には、データベースアクセス時に発生した例外は、Spring Framework の実

行時例外としてスローされる。 
主キー重複や、ロック獲得のタイムアウトなどの例外に対して、業務ロジックで

回復処理を行う場合には、Spring Framework の例外をキャッチする。 
以下に Spring Framework がスローするデータアクセス例外のうち、AP で回復の可

能性があるものを示す。 
 

項番 Spring 例外クラス 概要 

1 org.springframework.dao.D

ataIntegrityViolationExce

ption 

主キーが重複してしまうような SQL を発行した場合

に、スローされる例外。 

2 org.springframework.dao.C

annotAquireLockException 

“SELECT FOR UPDATE”でロックが獲得できなかっ

た場合などにスローされる例外。 

 
上記の例外クラスは、代表的な例外クラスである。詳細は Spring Framework の

API ドキュメントを参照すること。 
 
Spring Framework には、SQL 例外トランスレータという概念があり、SQL 例外を

エラーコード等に応じて別の例外に変換するための仕組みが用意されている。

SQL 例外トランスレータはデフォルトで用意されているが、拡張を行うこともで

きる。詳細は、Spring Framework の SQLExceptionTranslator インタフェースなどを

参照のこと。 
 

 SQL 文への SQL ID の埋め込み 
iBATIS の設定ファイルに記述する SQL 文には、SQL ID をコメントで埋め込むこ

とを推奨する。 
 SQL 文に、SQL ID を埋め込むことで、DBMS 付属のツール等で負荷の高い

SQL をリストアップしたときに、AP のどの部分から発行している SQL かを

特定しやすくなる。 
 

 SQL 発行ログ 
Spring＋iBATIS のデフォルトの DAO 実装を用いる場合には、iBATIS の機能によ

り SQL 発行ログを出力することができる。 
 出力内容の詳細などは、com.ibatis.common.jdbc.logging パッケージ

のクラス群の API ドキュメント、実装を参照のこと。 
 

Copyright © 2006 NTT DATA CORPORATION. 



機能名 BB-01 データベースアクセス機能 ページ 7/17  

 

 リソースのキャッシュ 
コネクションプーリング、各種キャッシュ機能は、フレームワークがライブラリ

を使うことで提供する。 
 コネクションプーリングは、Jakarta Commons DBCP を利用する。 
 PreparedStatement のキャッシュは、DBCP の機能を利用する。 
 マスタ類の検索結果のキャッシュは、iBATIS の機能を利用する。 

 
 データベースコネクション数 

通常ジョブでは、データベースコネクションは Collector で使われるもの、および

Worker で使われるもの、の 2 本が利用される。 
また、分割ジョブでは親ジョブの Collector で使われるもの、および子ジョブの

Collector、Worker で使われるものがあるため、以下の本数分のコネクションが利

用される。 
分割ジョブでのコネクション数： 

1 [親ジョブの Collector]＋（ 2 [子ジョブの Collector、Worker]×多重度） 
 
なお、通常ジョブの場合であっても、分割ジョブの場合であっても、ファイルア

クセスのみなどでデータベースアクセスを行わないジョブである場合には、コネ

クションは利用されない。 
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 データアクセス Bean 定義ファイル、ジョブ Bean 定義ファイルの構造 
データアクセス Bean 定義ファイルには、フレームワークの DAO が設定されてい

る。 
ジョブ Bean 定義ファイルには、ビジネスロジックで必要な DAO をプロパティに

定義し、フレームワークの DAO をセットすること。 

Bean

driverClassName
url
userName
password
poolPreparedStatement

<<Bean >>
dataSource

configLocation

<<Bean >>
sqlMapClient

dataSource

<<Bean >>
queryDAO

<<Bean >>
updateDAO

<<Bean >>
spDAO

sqlMapClient

 XXX Bean

<<Bean >>
JOB XXX

<<Bean >>
BLogic

blogic

queryDAO

updateDAO

必要なDAOをプロ

パティとして定義

configLocation

<<Bean >>
sqlMapClient

デフォルト

Over Write

ジョブ毎の

sqlMapClient sqlMapClient
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 データソースの Bean 定義 
データソースの設定は、データアクセス Bean 定義ファイルに定義する。 
環境に依存する DB 接続のための項目は、プロパティファイルに外だしすること 
が望ましい。プロパティファイルに外だしする場合には、 
PropertyPlaceholderConfigurerを定義する。 
 

 データアクセス Bean 定義ファイルの例 
<!-- 外だしのプロパティファイルの読込み設定。 --> 

<!-- プレースホルダ --> 

<import resource="classpath:common/PlaceHolderConfig.xml" /> 

<!-- DataSourceの設定。 --> 

<!-- 

<bean id="dataSource" class="org.springframework.jndi.JndiObjectFactoryBean"> 

   <property name="jndiName" value="TerasolunaDataSource" /> 

   <property name="resourceRef" value="false" /> 

</bean> 

--> 

<bean id="dataSource" class="org.apache.commons.dbcp.BasicDataSource"  

destroy-method="close" > 

    <property name="driverClassName" value="${jdbc.driverClassName}"/> 

    <property name="url" value="${jdbc.url}"/> 

    <property name="username" value="${jdbc.username}"/> 

    <property name="password" value="${jdbc.password}"/> 

    <property name="poolPreparedStatement" value="true"/> 

</bean> 

AP サーバの DataSource 使用時

の設定 

DBCP により PreparedStatement

をキャッシュすることができる 

 
 プロパティファイルの例（jdbc.properties） 

jdbc.driverClassName=oracle.jdbc.OracleDriver 

    

 業務ロジックの例 
    Map batchUpdateMap = new LinkedHashMap(); 

... 

    batchUpdateMap.put(“insertSeikyu”, seikyu); 

    ... 

BLogicResult result = new BLogicResult(ReturnCode.NORMAL_CONTINU, batchUpdateMap); 

    return result; 

JDBC バッチ更新の SQL とパラ

メータを登録する 

バッチ更新情報を格納するマッ

プを作成する 

BLogicResut 生成時にバッチ更新情

報を格納したマップを渡す 
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 iBATIS マッピング定義ファイル 
このファイルは、ビジネスロジックで利用する SQL 文と、その SQL の実行結果

を JavaBean にマッピングするための定義を設定する。ジョブ単位にファイルを作

成することが望ましい。SQL の詳細な記述方法に関しては、iBATIS のリファレン

スを参照のこと。 
 Select 文の実行例 

 Select 文の実行には、<select>要素を使用する。 
 resultClass 属性に SQL の結果を格納するクラスを指定する。結果が複数

の場合は、指定したクラスの配列が返却される。 
<select id="getUser" 

          resultClass="jp.terasoluna.･･････.service.bean.UserBean"> 

    /* ID=getUser FILE=login-sql.xml */ 

    SELECT ID, NAME, AGE, BIRTH FROM USERLIST WHERE ID = #ID# 

</select> 

 Insert、Update、Delete 文の実行 
 Insert 文の実行には、<insert>要素を使用する。 

SQL 文に SQL ID を埋め込

むことを推奨する。 

 Update 文の実行には、<update>要素を使用する。 
 Delete 文の実行には、<delete>要素を使用する。 
 parameterClass 属性に、登録するデータを保持しているクラスを指定する。

parameterClass 属性に指定したクラス内のプロパティ名の前後に「#」を

記述した部分に、値が設定された SQL が実行させる。 
<insert id="insert_User" 

  parameterClass="jp.terasoluna.･･････.service.bean.UserBean"> 

    INSERT INTO USERLIST (ID, NAME, AGE, BIRTH ) VALUES ( 

    #id#, #name#, #age#, #birth#) 

</insert> 

 Procedure 文の実行 
 Procedure 文の実行には、< procedure>要素を使用する。 
 基本的な使用方法は、他の要素と同様だが、<select>要素より、属性が少

なくなっている。 
 値の設定、結果の取得は他の要素と異なり、parameterMap 属性、および

<parameterMap>要素を使用する。 
<sqlMap namespace="user"> 

    <parameterMap id="UserBean" class="java.util.HashMap"> 

        <parameter property="inputId" jdbcType="NUMBER"  

                   javaType="java.lang.String" mode="IN"/> 

        <parameter property="name" jdbcType="VARCHAR"  

                   javaType="java.lang.String" mode="OUT"/> 

    </parameterMap> 

    <procedure id="selectUserName" parameterMap="user.UserBean"> 

       {call SELECTUSERNAME(?,?)} 

    </procedure> 
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 iBATIS 設定ファイル 
iBATIS 設定ファイルには、iBATIS マッピング定義ファイルの場所の指定のみ記

述する。データソース、トランザクション管理は、Spring との連携機能を利用し

て行うため、本ファイルでその設定はしないこと。 
 <sqlMap>要素は複数記述することができるため、iBATIS マッピング定義ファ

イルを分割した際は、複数記述すること。 
<sqlMapConfig> 

  <sqlMap resource="sqlMap.xml"/> 

  <sqlMap resource="registerSqlMap.xml"/> 

</sqlMapConfig> 
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 SqlMapClientFactoryBean の Bean 定義 
Spring で iBATIS を使用する場合、SqlMapClientFactoryBean を使用して iBATIS 設

定ファイルの Bean 定義を DAO に設定する必要がある。SqlMapClientFactoryBean
は、iBATIS のデータアクセス時に利用されるメインのクラス「SqlMapClient」を

管理する役割を持つ。 
同期型でジョブを起動する場合には、iBATIS 設定ファイルはジョブ毎に定義する

ことが出来る。iBATIS 設定ファイルをジョブ毎に設定することで、当該ジョブに

必要な SQL のみを読み込むことができる。 
 dataAccessContext-batch.xml（SqlMapClientFactoryBean の Bean 定義） 
<bean id="sqlMapClient" 

 class="org.springframework.orm.ibatis.SqlMapClientFactoryBean"> 

<property name="dataSource" ref="dataSource" /> 

<property name="configLocation" ref="sqlMapConfigFileName"/> 

</bean> 

 
 DefaultValueBean.xml の設定（iBATIS 設定ファイル名のデフォルト設定） 

DefaultValueBean.xml には、iBATIS 設定ファイルのデフォルト定義が設定さ

れている。ジョブ Bean 定義に sqlMapConfigFileName の Bean 定義が無い場合

はデフォルト定義が参照される。 
<bean id="sqlMapConfigFileName" class="java.lang.String"> 

<constructor-arg> 

<value>common/sql-map-config.xml</value> 

</constructor-arg> 

</bean> 

 
 ジョブ Bean 定義の設定（iBATIS 設定ファイル名の設定） 

ジョブ毎に指定した iBATIS 設定ファイルを参照する場合には、ジョブ Bean
定義ファイルに sqlMapConfigFileName の Bean 定義を行う。非同期型でジョ

ブを起動した場合には、この設定は無視される。 
<bean id="sqlMapConfigFileName" class="java.lang.String"> 

<constructor-arg> 

<value>UC001/uc001-sql-map-config.xml</value> 

</constructor-arg> 

</bean> 
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 DAO の Bean 定義 
 DAO 実装クラスは、基本的にデータアクセス Bean 定義ファイルに定義する。

また、DAO もトランザクション設定対象の Bean である。トランザクション

の設定方法は『BA-01 トランザクション管理機能』のフレームワーク説明書

を参照のこと。 
また、Bean 定義時に DAO 実装クラスの“sqlMapClient”プロパティに

iBATIS 設定ファイルの Bean 定義を設定する必要がある。 
<bean id="sqlMapClient" 

      class="org.springframework.orm.ibatis.SqlMapClientFactoryBean"> 

  <property name="configLocation" value="WEB-INF/sqlMapConfig.xml"/> 

  <property name="dataSource"> 

    <ref bean="dataSource"/> 

  </property> 

</bean> 

<bean id="queryDAO" parent="baseTransactionProxy"> 

  <property name="target"> 

    <bean singleton="false" 

      class="jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryDAOiBatisImpl"> 

      <property name="sqlMapClient"> 

        <ref local="sqlMapClient"/> 

      </property> 

    </bean> 

  </property> 

</bean> 

TransactionProxyFactoryBean の Bean

定義を設定することで DAO に対し

てトランザクション管理を行う。 

 
 QueryDAOiBatisImpl のメソッドの戻り値の指定（『CB-01 データベースアクセス

機能』の再掲）  
 QueryDAOiBatisImpl の以下のメソッドを使用する場合は、戻り値の型と同じ

型のクラスを引数に渡す必要がある。 
これにより、ビジネスロジックでのクラスキャストエラーの発生を避けるこ

とができる（DAO が IllegalClassTypeException をスローする）。 
 executeForObject (String sqlID, Object bindParams, Class clazz) 
 executeForObjectArray(String sqlID, Object bindParams, Class clazz) 
 executeForObjectArray(String sqlID, Object bindParams, Class clazz, int 

beginIndex, int maxCount) 
UserBean bean = dao.executeForObject("getUser", null, UserBean.class);
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 UpdateDAOiBatisImpl を使用したデータ登録例（『CB-01 データベースアクセス機

能』の再掲）   
UpdateDAOiBatisImpl を使用して、データベースに情報を登録する場合の設定お

よびコーディング例を以下に記述する。Bean 定義ファイルの定義・設定方法は、

QueryDAOiBatisImpl と同様なため省略する。 
 ビジネスロジック 

Bean 定義ファイルにて設定された DAO のメソッドを使用する。 
    private UpdateDAO updateDAO = null; 

        ......Setterは省略     

    public BLogicResult execute(...) { 

        ...... 

        updateDAO.execute("insertUser", bean); 

        ...... 

    } 

設定された DAO を使用して、デー

タベースにデータを登録する。 

 
 UpdateDAOiBatisImpl を使用した複数データの登録例（ビジネスロジック内の

JDBC バッチ更新処理） 
UpdateDAOiBatisImpl を使用して、データベースに複数の情報を登録する場合の

設定およびコーディング例を以下に記述する。Bean 定義ファイルの定義・設定方

法は、QueryDAOiBatisImpl と同様なため省略する。 
詳細は UpdateDAOiBatisImpl の JavaDoc を参照のこと。 

 ビジネスロジック 
Bean 定義ファイルにて設定された DAO の addBatch()、executeBatch()メソッ

ドを使用する。 
        UserBean[] bean = map.get("userBeans"); 

        for (int i = 0; i < bean.length; i++) { 

            updateDAO.addBatch("insertUser", bean); 

        } 

        updateDAO.executeBatch(); 

        ...... 

JDBC バッチ更新により、複数データの

登録を行う。 
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 StoredProcedureDAOiBatisImpl を使用したデータ取得例（『CB-01 データベースア

クセス機能』の再掲）   
StoredProcedureDAOiBatisImpl を使用して、データベースから情報を取得する場合

の設定およびコーディング例を以下に記述する。Bean 定義ファイルの定義・設定

方法は、QueryDAOiBatisImpl と同様なため省略する。 
 ビジネスロジック 

Bean 定義ファイルにて設定された DAO のメソッドを使用する。 
    private StoredProcedureDAO spDAO = null; 

        ......Setterは省略      

    public BLogicResult execute(...) { 

        ...... 

        Map<String, String> params = new HashMap<String, String>(); 

        params.put("inputId", bean.getId()); 

        spDAO.executeForObject("selectUserName", params); 

        ...... 

    } 
設定された DAO を使用してプロシージ

ャーを実行する。 
 

 iBATIS マッピング定義ファイル 
 プロシージャーの入出力を格納するための設定を<parameterMap>要素に

て記述する。jdbcType 属性を指定すること。詳細な設定方法は、iBATIS
のリファレンスを参照のこと。 

<sqlMap namespace="user"> 

    <parameterMap id="UserBean" class="java.util.HashMap"> 

        <parameter property="inputId" jdbcType="NUMBER"  

                   javaType="java.lang.String" mode="IN"/> 

        <parameter property="name" jdbcType="VARCHAR"  

                   javaType="java.lang.String" mode="OUT"/> 

    </parameterMap> 

    <procedure id="selectUserName" parameterMap="user.UserBean"> 

       {call SELECTUSERNAME(?,?)} 

    </procedure> 

 
 実行するプロシージャー（Oracle を利用した例） 

CREATE OR REPLACE PROCEDURE SELECTUSERNAME 

(inputId IN NUMBER, name out VARCHAR2) IS 

BEGIN 

    SELECT name INTO name FROM userList WHERE id = inputId ; 

END ; 
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 拡張ポイント 

 フレーワーク DAO 実装の拡張 
フレームワークから提供されている DAO 実装はデフォルト実装であり、プロジ

ェクトにあわせて例外処理などを拡張することができる。 
たとえば、解析を容易にするため、データアクセス例外が発生した場合に、実行

した SQL ID とバインドパラメータのダンプをログに出力する、例外オブジェク

トに載せるという処理がしばしば行われる。このような処理は、フレームワーク

のデフォルト実装を拡張することで実装できる。 
 

 データベース接続パスワードの暗号化 
Spring フレームワークの PropertyPlaceholderConfigurator を拡張することで、デー

タベースへの接続パスワードを暗号化することができる。 
プロジェクトの要件に応じて、暗号の強度や秘密鍵の管理方法を検討して拡張を

行うことができる。 
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 関連機能 

 『BA-01 トランザクション管理機能』 
 『BD-01 ビジネスロジック実行機能』 
 『BE-05 処理結果ハンドリング機能』 
 『BH-01 例外ハンドリング機能』 
 『CB-01 データベースアクセス機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし。 
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 BC-01 ファイルアクセス機能 

 概要 

 機能概要 

 CSV 形式、固定長形式、可変長形式ファイルの入出力機能を提供する。 
 ファイル入力機能は順次読込のみ提供する。 

 
 ファイルアクセス機能で対象とするファイル構造は下図のとおりである。 

 ヘッダ部、トレイラ部の無いファイルについては、ヘッダ部、トレイラ部を

0 行とする。 
 データ部のデータ構造はファイル行オブジェクト（POJO）にアノテーション

を使用して定義する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘッダ行 

データ行 

…… 

…… 

トレイラ行 

…… 

データ行 

…… 
ヘッダ部 

データ部 

トレイラ部 

 
 入出力データに対するフォーマット処理を行う。 

 ファイル行オブジェクト（POJO）の定義により、項目に対するパディング

(Padding)、トリム（Trim）、文字変換（StringConverter）等が指定できる。 
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 概念図 

 ファイル入力処理の概念図（Collector から利用される場合） 
 

LOOP
[ ]
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<<framework>>
:FileQueryDAO

ファイル行オブジェクトの取得

LOOP
[ ]

:入力ファイル

ファイル入力用イテレータ取得

ヘッダ部取得

トレイラ部取得
トレイラ部取得

データ部(1行)取得

値の取得

<<framework>>
:ファイル入力用

イテレータ

ヘッダ部取得

<<application>>
:ファイル行

オブジェクト

作成

値設定

LOOP
[ ]

ファイルクローズ
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 ファイル出力処理の概念図（ビジネスロジックから利用される場合） 
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 解説 

 ファイルアクセス機能で取り扱うファイル 
  TERASOLUNA-Batch のファイルアクセス機能は CSV 形式、固定長形式、可変 
  長形式のファイル入出力機能を提供する。ファイル内の各行の項目数及び項目の 
  並び順は同一である必要がある。 
 

 CSV 形式 
  CSV 形式とは、データを「,(カンマ)」で区切ったものである。データを区切 
  る際に使用しているカンマを特に"区切り文字”と呼ぶ。CSV 形式は可変長 
  ファイルの区切り文字を「,(カンマ)」に固定したものになる。 
 

 固定長形式 
  固定長形式とは、対象データの 1 行の各項目の長さ（バイト数）が全ての行 
  で同じであるもの。対象データを区切る方法は、各項目に割り当てられてい 
  るバイト数をもとに行う。 
 

 可変長形式 
  可変長形式とは、対象データの 1 行の各項目の長さ（バイト数）が可変であ 
  る（異なる）もの。対象データは"区切り文字” を使って区切る。 
 

 ファイル行オブジェクト 
ファイル入出力を使用する場合には、ファイルのデータ部の１行分のデータに対

応するように Java Bean のクラスを作成する。作成する Java Bean のクラスを、本

フレームワークではファイル行オブジェクトと呼ぶ。 
ファイル行オブジェクトのクラスには、ファイル全体に関わる定義情報（改行文

字等）を Java アノテーションにより設定する。 
ファイル行オブジェクトのクラスが持つ属性には、ファイルの個々の項目の定義

情報（バイト長等）を Java アノテーションにより設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright © 2006 NTT DATA CORPORATION. 



機能名 BC-01 ファイルアクセス機能 ページ 5/16  

 

 ファイル全体に関わる定義情報（FileFormat アノテーション） 
ファイル全体に関わる定義情報は、ファイル行オブジェクトのクラスに対してア

ノテーション FileFormat により設定する。FileFormat アノテーションは入力ファ

イル、および出力ファイルのどちらの場合にも同じアノテーションを設定する。 
 アノテーションFileFormat設定項目 

 
論理項目名 CSV 固定長 可変長 その他項

番 物理項目名 
説明 

デフォルト

値 入 出 入 出 入 出 入 出

行区切り文字 1 

lineFeedChar 

行区切り文字(改行文字)を

設定する。 

システムデ

フォルト 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区切り文字 2 

delimiter 

「,（カンマ）」等の区切り文

字を設定する。 

「,(カンマ)」
× × × × ○ ○    

囲み文字 3 

encloseChar 

「“（ダブルクォーテーショ

ン)」等のカラムの囲み文字

を設定する。 

なし 

○ ○ × × ○ ○    

ファイルエンコー

ディング 

4 

fileEncoding 

入出力を行うファイルのエ

ンコーディングを設定する。

システムデ

フォルト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘッダ行数 5 

headerLineCount 

入力ファイルのヘッダ部に

相当する行数を設定する。

0 

○  ○   ○   ○  

トレイラ行数 6 

trailerLineCount 

入力ファイルのトレイラ部に

相当する行数を設定する。

0 

○  ○   ○   ○  

ファイル上書きフ

ラグ 

7 

overWriteFlg 

出力ファイルと同じ名前の

ファイルが存在する場合に

上書きするかどうかを設定

する。 

[true/false] （上書きする/

上書きしない） 

FALSE 

 ○  ○   ○   ○

※○の項目は必要に応じて設定可。×の項目は設定できないことを表している

（×の項目を設定した場合、実行時にエラーとなる）。無印は設定を無視する

ことを表している。 
※「行区切り文字」の"システムデフォルト"とは、 

System.getProperty(”line.separator”);で取得できる実行環境に依存した値である。 
※「ファイルエンコーディング」の"システムデフォルト"とは、 

System.getProperty(”file.encoding”);で取得できる実行環境に依存した値である。 
※「行区切り文字」、「区切り文字」でタブ、改行文字を使用する場合、Java 言語

仕様で定められているエスケープシーケンス（¥t、¥r 等）で記述すること。 
※可変長の「区切り文字」として「￥u0000」を設定することはできない。 
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 ファイル項目の定義情報 
（InputFileColumn アノテーション、OutputFileColumn アノテーション） 
ファイル項目の定義情報は、ファイル行オブジェクトのクラスが持つ属性に対し

てアノテーション InputFileColumn、OutputFileColumn により設定する。アノテー

ション InputFileColumn、OutputFileColumn は入力ファイル、および出力ファイル

のどちらの場合にも同じアノテーションを設定する。 
ひとつのファイル行オブジェクトが入力ファイル、および出力ファイルの両方で

使用される場合には、ひとつの属性に対して二つのアノテーション 
（InputFileColumn、OutputFileColum）を設定する。 
 

 InputFileColumn,OutputFileColumn の設定項目 

論理項目名 CSV 
固定

長 

可変

長 

項

番 

物理項目名 

説明 
デフォル

ト値 
入 出 入 出 入 出

カラムインデック

ス 

1 

columnIndex 

データ部の 1 行のカラムの内、何番目のデータをファ

イル行オブジェクトの属性に格納するのかを設定す

る。インデックスは「０(ゼロ)」から始まる整数。 

なし 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

フォーマット 2 

columnFormat  

BigDecimal 型、Date 型に対するフォーマットを設定す

る。 

なし 
○ ○ ○ ○ ○ ○

バイト長 3 

bytes 

各カラムに対するバイト長を設定する。 なし 
○ ○ ◎ ◎ ○ ○

パディング種別 4 

paddingType  

パディングの種別を設定する。列挙型 PaddingType か

ら値を選択する。[RIGHT/LEFT/NONE] (右寄せ/左

寄せ/パディングなし) 

NONE 

○ ○ ○ ○ ○ ○

パディング文字 5 

paddingChar 

パディングする文字を設定する(半角文字のみ設定可

能)。 

なし 
○ ○ ○ ○ ○ ○

トリム種別 6 

trimType 

トリムの種別を設定する。列挙型 TrimType から値を選

択する。[RIGHT/LEFT/NONE] (右寄せ/左寄せ/トリ

ムなし) 

NONE 

○ ○ ○ ○ ○ ○

トリム文字 7 

trimChar 

トリムする文字を設定する(半角文字のみ設定可能)。 なし 
○ ○ ○ ○ ○ ○

文字変換種別 8 

stringConverter 

String 型のカラムについて、大文字変換等を設定す

る。StringConverte インタフェースの実装クラスを指定

する。  

StringConverterToUpperCase.class (大文字に変換) / 

StringConverterToLowerCase.class(小文字に変換) / 

NullStringConverter.class(変換しない) 

NullString

Converter.

class 
○ ○ ○ ○ ○ ○

※ ◎の項目はアノテーションを設定する際の必須項目（必須項目を設定しなかった場合、

実行時にエラーとなる）。○の項目は必要に応じて設定可。 
※ パディング種別、トリム種別を指定したときには、それぞれパディング文字、

トリム文字を必ず設定すること。 
   ※ パディング種別で NONE 以外を指定したときはバイト長を必ず設定すること。 
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 データ項目定義と異なるデータを入出力した場合の例外処理 
  対象データの入力の際、アノテーションの記述と異なるデータがあった場合、 
  フレームワークは例外を発生させる。例外が発生する例としては、日付型の 
  フォーマットを設定しているところに、数値型のデータを格納しようとした 
  場合などが挙げられる。 
 

 ファイル行オブジェクトの属性について 
 ファイル行オブジェクトで使用できる属性の型は、java.lang.String、int 、

java.math.BigDecimal、java.util.Date の 4 種類とする。 
 各属性には値を操作するために可視性が public である setter/getter を用意

すること。 
  

 フォーマットについての補足 
  数値型、日付型の入出力は、フォーマットとして入力した文字列に沿ってデ 
  ータの入出力を行う。詳細については、Java Platform Standard Edition (Java  
  SE) API 仕様 を参照のこと。 

               "java.text.DecimalFormat"、"java.text.SimpleDateFormat" 
 

 ファイルの 1 行あたりのカラム数についての補足 
  ファイル入力の際、アノテーションを設定したカラム数とファイルのカラム 
  数が異なる場合、フレームワークは例外を発生させる。また、固定長ファイ 
    ル入力の際、アノテーションの bytes で設定したカラムのバイト数の合計と 
    読み取った 1 行のバイト数が異なる場合、フレームワークは例外を発生させ  
    る。 
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 ファイル入力用 DAO 
フレームワークではファイル入力用 DAO インタフェース、およびファイル入力

用イテレータインタフェースを規定し、ファイル形式に対応したそれぞれのデフ

ォルト実装を提供する。 
ファイル入力用 DAO の execute()メソッドを実行し、ファイル入力用イテレータ

を取得する。ファイルの各行は、ファイル入力用イテレータの next()メソッドで

取得する。 
 ファイル入力用インタフェース 

項番 インタフェース名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.dao.FileQueryDAO ファイル入力用 DAO インタフェース 

2 jp.terasoluna.fw.file.dao.FileLineIterato

r 

ファイル入力用イテレータインタフェース 

 
 ファイル入力用 DAO 実装クラス 

項番 クラス名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSVF

ileQueryDAO 

CSV 形式のファイル入力を行う場合に利用

する 

2 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Fixed

FileQueryDAO 

固定長形式のファイル入力を行う場合に利 

用する 

3 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Varia

bleFileQueryDAO 

可変長形式のファイル入力を行う場合に利 

用する 

4 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Plain

FileQueryDAO 

文字列データをファイルから入力する場合

に利用する 

・ ファイル入力用 DAO は、ファイル入力用イテレータを生成する。 
 

 ファイル入力用イテレータ実装クラス 
項番 クラス名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSVF

ileLineIterator 

CSV 形式のファイル入力を行う場合に利用

する 

2 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Fixed

FileLineIterator 

固定長形式のファイル入力を行う場合に利 

用する 

3 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Varia

bleFileLineIterator 

可変長形式のファイル入力を行う場合に利 

用する 

4 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Plain

FileLineIterator 

文字列データをファイルから入力する場合

に利用する 

・ ファイル入力でのデータ部の入力は、データ部の 1 行分のデータを

入出力オブジェクトに格納し、呼び出し元に返却する処理を提供す

る。 
・ ヘッダ部、トレイラ部からの入力用メソッドを提供する。 
・ 囲み・区切り文字として設定された文字が入力データの文字例にあ

ると正しく動作しない。また、囲み・区切り文字が両方とも同じ文

字を設定しても正しく動作しない。 
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 ファイル出力用 DAO 
フレームワークではファイル出力用 DAO、およびファイル出力用行ライタのイン

タフェースを規定し、ファイル形式に対応したそれぞれのデフォルト実装を提供

する。 
ファイル出力用 DAO の execute()メソッドを実行し、ファイル出力用行ライタを

取得する。ファイルの各行は、ファイル出力用行ライタの printDataLine()メソッド

で出力する。 
 

 ファイル出力用インタフェース 
項番 インタフェース名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.dao.FileUpdateDA

O 

ファイル出力用 DAO インタフェース 

2 jp.terasoluna.fw.file.dao.FileLineWriter ファイル出力用行ライタインタフェース 

 
 ファイル出力用 DAO 実装クラス 

項番 クラス名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSVF

ileUpdateDAO 

CSV 形式のファイル出力を行う場合に利用

する 

2 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Fixed

FileUpdateDAO 

固定長形式のファイル出力を行う場合に利 

用する 

3 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Varia

bleFileUpdateDAO 

可変長形式のファイル出力を行う場合に利 

用する 

4 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Plain

FileUpdateDAO 

文字列データをファイルへ出力する場合に

利用する 

・ ファイル出力用 DAO は、ファイル出力用イテレータを生成する。 
 

 ファイル出力用行ライタ実装クラス 
項番 クラス名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSVF

ileLineWriter 

CSV 形式のファイル出力を行う場合に利用

する 

2 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Fixed

FileLineWriter 

固定長形式のファイル出力を行う場合に利 

用する 

3 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Varia

bleFileLineWriter 

可変長形式のファイル出力を行う場合に利 

用する 

4 jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Plain

FileLineWriter 

文字列データをファイルへ出力する場合に

利用する 

・ ファイル出力でのデータ部の出力は、ファイル行オブジェクトに格

納された一行分のデータをファイルに書込む処理を提供する。 
・ ヘッダ部、トレイラ部への出力メソッドを提供する 
・ ファイル生成時、フォルダ名は存在するフォルダを設定する必要が

ある。 存在しないとファイルは生成されない。  
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 ファイル入力チェックについて  
Collector での対象データ取得時に、入力ファイルに対して入力チェックを行うこ

とができる。 
入力チェックについての詳細は、『BD-02 対象データ取得機能』を参照のこと。 

 
 例外処理 

ファイルアクセス時に例外が発生した場合、ファイルアクセス用の DAO からス

ローする例外クラスに、エラーが発生したファイルの情報を格納する。例外が発

生した処理に対する後処理(処理過程で生成されたファイルの削除処理など) は例

外ハンドラで実装すること。例外ハンドラの詳細については『BH-01 例外ハンド

リング機能』を参照のこと。 
ファイルアクセス時の例外クラスには、以下の２つのクラスがある。 
 

項番 例外クラス名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.dao. 
FileException 

ファイル全体に関わるエラーに対応する例外

クラス。 

以下の情報を保持する。 

・ファイル名 

2 jp.terasoluna.fw.file.dao. 
FileLineException 
（FileException のサブクラス） 

ファイルの行に関わるエラーに対応する例外

クラス。 

以下の情報を保持する。 

・ファイル名 

・エラーが発生した箇所の行番号 

・エラーが発生したカラムのカラムインデックス

（0 から開始） 

・エラーが発生したカラムのカラム名（ファイル

行オブジェクトのプロパティ名） 

 
例外クラスが保持する情報を用いて、ログ出力などを行うことができる。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 ファイル行オブジェクトの実装例 
 CSV 形式のデータをファイル行オブジェクトに格納する場合の記述例 

(getter/setter は省略） 
@FileFormat 
public class SampleFileLineObject { 
     …… 
    @InputFileColumn( 
            columnIndex = 0, 
            columnformat=”yyyy/MM/dd”) 
   private Date hiduke = null; 
 
    @InputFileColumn( 
            columnIndex = 1, 
            stringConverter = StringConverterToUpperCase.class) 
    private String shopId = null; 
 
    @InputFileColumn( 
            columnIndex = 2, 
            columnformat=”###,###,###”) 
    private BigDecimal uriage = null; 
     …… 
} 

アノテーションの FileFormat は必須 

アノテーション InputFileColumn と

パラメータの設定 

 上記のファイル行オブジェクトに下記の CSV 形式のデータを格納すると、

各属性の値は以下の通りとなる。 
“2006/07/01”,”shop01”,”1,000,000”  ← CSV形式のデータ 

 ファイル行オブジェクトに設定される値  
hiduke = Fri Jul 07 00:00:00 JST 2006 
shopId = SHOP01 

uriage = 1000000 

PlainFileQueryDAO、PlainFileUpdateDAO を利用する場合は、@FileFormat のみを 
記述したファイル行オブジェクトを使用すること。 

 
 ジョブ Bean 定義ファイルの設定例 

  <bean id="CSVFile01"      
   class="jp.terasoluna.XXX.・・・"> 
        <!-- 入力ファイルの設定 --> 
        <property name="fileDao"> 
            <ref bean=”csvFileQueryDAO” /> 
        </property> 
 

ファイル入出力用 DAO を使うクラス 

  

ファイル入出力用 DAO 実装クラス。 

参照する Bean は「FileAccessBean.xml」を参照のこと  
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 ファイル入力の実装例 
 ファイル入力処理の実装 
(1) ファイル行オブジェクトを実装する。 
(2) ファイル入力処理を行うクラスのプロパティに、FileQueryDAO 実装クラスを

設定する。 
  【ジョブ Bean 定義ファイルの設定例】 
<bean id=”blogic”  
  class=”jp.terasoluna.batch.sample.SampleLogic”> 
   <property name=”fileQueryDAO” ref=”csvFileQueryDao” /> 
</bean> 

 
 (3) ファイル入力処理を行うクラスでは、FileQueryDAO の execute()メソッドでフ

ァイル入力用イテレータを取得する。ファイル入力用イテレータ取得時に、

ファイルオープンが行われる。 
ファイル入力用イテレータの next メソッドで、ファイル行オブジェクトを取

得する。 

参照する Bean は「FileAccessBean.xml」を参照のこと  

   【実装例】 
... 
   // ファイル入力用イテレータの取得 
    FileLineIterator<SampleFileLineObject> fileLineIterator  
        = fileQueryDAO.execute(basePath + “/some_file_path/uriage.csv”, 

FileColumnSample.class); 
 
 
    try { 
 

  // ヘッダ部の読み込み 
List<String> headerData = fileLineIterator.getHeader(); 

  ... // 読み込んだヘッダ部に対する処理 
 

  while(fileLineIterator.hasNext()){ 
    // データ部の読み込み 

          SampleFileLineObject sampleFileLine 
= fileLineIterator.next(); 

       ... // 読み込んだ行に対する処理 

      } 

 

     // トレイラ部の読み込み 

     List<String> trailerData = fileLineIterator.getTrailer(); 

       ... // 読み込んだトレイラ部に対する処理 

 
    } finally { 
      // ファイルのクローズ 

    fileLineIterator.closeFile(); 
} 

... 

ファイルパスとファイル行オブジェクトクラスを引数

にして、ファイル入力用イテレータを取得する 

アノテーション FileFormt の headerLineCount で

設定した行数分のヘッダ部を取得する 

ファイル形式に関わらず、

next()メソッドを使用する 

アノテーション FileFormt の trailerLineCount

で設定した行数分のトレイラ部を取得する 

closeFile()メソッドでファイルを閉じること 

 
ヘッダ部の入力は、データ部の入力前に行う必要がある点に留意すること。 
同様にトレイラ部の入力は、データ部の入力がすべて終わった後に行う必要が

ある点に留意すること。 
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 スキップ処理 
      ファイル入力機能では入力を開始する行を指定できる。これは主に『BE-04 リ 
     スタート機能』で中断したジョブを再開する際、リスタートポイントからファ 
     イルの読み込みを再開するために利用する。 
 

   【ビジネスロジックの実装例】 
// スキップ処理 
…… 
     fileLineIterator.skip(1000); 

…… 

fileLineIterator のカレント行から 1000 行分の

データ行を読み飛ばす処理を行う 
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 ファイル出力の実装例 
 ファイル出力処理の実装（１メソッドでファイルをオープン・クローズする場

合）  
(1) ファイル行オブジェクトを実装する。 
(2) ファイル出力処理を行うクラスのプロパティに、FileUpdateDAO 実装クラスを    

設定する。 
  【ジョブ Bean 定義ファイルの設定例】 
<bean id=”blogic” 
   bean class=”jp.terasoluna.batch.sample.SampleLogic”> 
    <property name=”fileUpdateDAO” ref=”csvFileUpdateDao” /> 
</bean> 

 
(3) ファイル出力処理を行うクラスでは、FileUpdateDAO の execute メソッドでフ

ァイル出力用行ライタを取得する。ファイル出力用行ライタの取得時に、フ

ァイルがオープンされる。 
   【実装例】 
    ... 

    // ファイル出力用行ライタの取得 
    FileLineWriter< SampleFileLineObject > fileLineWriter 
        = fileUpdateDAO.execute(basePath + “/some_file_path/uriage.csv”,

 SampleFileLineObject.class); 
    ... 

 

    try { 

    // ヘッダ部の出力 
        fileLineWriter.printHeaderLine(headerString); 

    ... 

 

    while ( ... ) { 

        ... 

// データ部の出力（1行） 

fileLineWriter.printDataLine(sampleFileLineObject); 

 

        } 

 

        // トレイラ部の出力 
fileLineWriter.printTrailerLine(trailerString); 
... 

    } finally { 

        // ファイルのクローズ 

        fileLineWriter.closeFile(); 

    } 

   ... 

ファイル名とパラメータクラスを引数に、

ファイル出力用行ライタを取得する。 

ヘッダ部を出力する。 

String 型の変数を引数とする。 

トレイラ部を出力する。 

String 型の変数を引数とする。 

ファイル形式に関わらず、printDataLine メソッドで出力する。 

出力される項目には、項目定義用のアノテーションを付加しておく。 

出力が終了したら、ファイルを

クローズする。 
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ヘッダ部の出力は、データ部の出力の前に行う必要がある点に留意すること。 
同様にトレイラ部の出力は、データ部の出力がすべて終わった後に行う必要が

ある点に留意すること。 
 

 ファイル出力処理の実装（ファイル出力を行うクラスでファイルをオープンし

たまま、追記する場合）  
ファイル出力処理を行うクラスに、（File 更新用 Dao ではなく）ファイル出力用

行ライタを直接設定する。ファイル出力用行ライタのコンストラクタで、ファ

イルのパス、ファイル行オブジェクトのクラス等を指定する。 
 
【ジョブ Bean 定義ファイルの設定例】 

<bean id=”blogic” class=”testBlogic”> 
  <property name=”writer”> 
    <bean class=”jp.terasoluna.fw.file.dao.standard. 
      CSVFileLineWriter” 
      destroy-method=”closeFile”> 
        <constructor-arg index=”0”> 
          <value>uriage.csv</value> 
        </constructor-arg> 
        <constructor-arg index=”1”> 
          <value>fileColumnSample</value> 
        </constructor-arg> 
        <constructor-arg index=”2” ref=”columnFormatterMap” /> 
    </bean> 
  </property> 
</bean> bean のコンストラクタにファイル名(1 番目の引数。文字

型) 、パラメータクラス(2 番目の引数、クラス型)、テキス

ト変換処理(3 番目の引数。FileAccessBean.xml で定義され

ている Bean ”columnFormatterMap”を固定で指定) を設定す

る。 

 
 
 
 
 
 

 拡張ポイント 

 なし 
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 関連機能 

 『BD-02 対象データ取得機能』 
 『BE-04 リスタート機能』 
 『BH-01 例外ハンドリング機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし 
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 BC-02 ファイル操作機能 

 概要 

 機能概要 

 ファイル操作機能は以下の機能を提供する。 
 ファイル名変更 

変更元ファイルと変更先のファイルを指定して、ファイル名の変更を行う。 
 ファイル移動 

ファイルの移動は「ファイル名変更」を利用し、パスを変更することにより

実現する。 
 ファイルコピー  

コピー元ファイルとコピー先ファイルを指定して、ファイルのコピーを行う。 
 ファイル削除 

削除するファイルを指定して、ファイルの削除を行う。 
 ファイル結合 

指定されたファイル名のリストにあるファイルを結合する。 
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 概念図 

ファイル操作の概念図。 
 ビジネスロジックからファイル操作インタフェースを利用して、ファイル操作を

 

行なう場合 

 ビジネスロジックからファイル操作ユーティリティクラスを直接利用して、ファ

 

<<application>>
:XXXBLogic

<<framework>>
:FileControl

ファイル操作の

対象ファイル

:File<<framework>>
:FileUtility

 

イル操作を行なう場合 
 

<<application>>
:XXXBLogic

<<framework>>
:FileUtility

ファイル操作の

対象ファイル

:File
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 解説 

 FileControl 
ファイル操作の処理を提供するインタフェース。インタフェースが提供するメソ

ッドの詳細についてはフレームワークの JavaDoc を参照のこと。ここでは、

FileControl インタフェースで提供するファイル操作の代表的なメソッドを下記に

挙げる。 
 ファイル操作インタフェース 

項

番 
インタフェース名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.util.FileControl ファイル操作用のインタフェース 

 ファイル操作インタフェースで提供する代表的なメソッド 

項

番 
メソッド 概要 

1 renameFile(String scrFile, String newFile) ファイル名の変更･ファイルの

移動 

2 copyFile(String scrFile, String newFile) ファイルのコピー 

3 deleteFile(String scrFile) ファイルの削除 

4 mergeFile(List<String> fileList, String newFile) fileList にあるファイルの結合

 
 FileControlImpl 

FileControl インタフェースを実装するクラス。FileControlImpl クラスはビジネス

ロジックに DI して利用することができる。FileControlImpl クラスはファイル操作

処理を実行する FileUtility クラスをラップしている。 
FileControlImpl クラスは、属性にファイル操作を行う際に基準となるパス（基準

パス）を持つ。基準パスを使用することにより、ファイルアクセス時に発生する

ファイルパスの環境依存の問題を回避することができる。ファイル操作を行うメ

ソッドの引数には相対パス、または、絶対パスを設定する。ファイル操作時にエ

ラーが発生した場合、非検査例外をスローする。 
 基準パスはファイル操作機能を使う上での基準となる位置を指す。基準パス

を「/si1/」、相対パスを「chohyo/test.txt」とした場合、ファイルの絶対パスは

「/si1/chohyo/test.txt」となる。 
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 FileUtility 
ファイル操作機能を実装するクラス。FileUtility のメソッドをビジネスロジックか

ら直接利用することも可能である。FileUtility クラスで提供するメソッドは

FileControl インタフェースで提供するものと同じになる。FileUtility クラスではフ

ァイル操作を行うメソッドの引数は絶対パスのみ設定可能である。ファイル操作

時にエラーが発生した場合、非検査例外をスローする。 
 ファイル操作ユーティリティクラス 

項

番 
メソッド 概要 

1 jp.terasoluna.fw.file.util.FileUtility ファイル操作ユーティリティクラス 

 
 ファイル操作機能のクラス図 

 FileControl、FileControlImpl、FileUtilityクラスの関連は下記のクラス図のとお

りである。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 ファイル操作クラス（FileControl）を利用する例 
 Bean定義ファイルの設定例 

…… 
<bean id="fileControl" 
    class="jp.terasoluna.fw.file.util.FileControlImpl"> 
    <property name="basePath"> 
        <value>${basepath}</value> 
    </property> 
    <property name="checkFileExist"> 
        <value>false</value> 
    </property> 
</bean> 
…… 
<bean id="sampleBLogic" 
    class="jp.terasoluna.batch.sample.SampleBLogic"> 
…… 
    <property name= l"> "fileContro
        <ref bean="fileControl"/> 
    </property> 
…… 

FileControl インタフェースを実装するク
ラスをフレームワーク Bean 定義ファイル
に定義する。プロパティに基準パスを設
定すること。

操作後にできるファイルパスにファイルが存在す
る場合、処理を継続する(上書きする：true)か例外
を投げて停止する(false)かを決めるフラグ。

フレームワーク Bean 定義ファイルで
設定した Bean を参照する 

 
 ビジネスロジックの実装例（ファイルのコピー、移動、削除処理の実装例） 

…… 
private FileControl fileControl = null; 
public void setFileControl(FileControl fileControl){ 
    this.fileControl = fileControl; 
} 
…… 
// ファイルのコピー（相対パスを設定する例）  
//  /si1/chohyo/test.txtを/si1/chohyo/testFile.txtにコピー。 
// 基準パスは「/si1/」 
fileControl.copyFile("chohyo/test.txt", "chohyo/testFile.txt"); 
…… 
// ファイルの移動（相対パスを設定する例）  
//  /si1/chohyo/testFile.txtを/si1/output/testFile.txtに移動。 
// 基準パスは「 」/si1/  
fileControl.renameFile("chohyo/testFile.txt", "output/testFile.txt"); 
…… 
//ファイルの削除（相対パスを設定する例） 
//  /si1/chohyo/testFile.txtを削除。 
//基準パスは「 」/si1/  
fileControl.deleteFile("chohyo/testFile.txt"); 
…… 
// ファイルのコピー（絶対パスを設定する例）  
//  /si1/chohyo/test.txtを/si1/chohyo/testFile.txtにコピー。 
fileControl.copyFile("/si1/chohyo/test.txt", "/si1/chohyo/testFile.txt"); 
…… 

ファイル操作機能を利用する
クラスは、FileControl インタ
フェースとその setter が必須

各メソッドの引数はファ
イルの相対パス、もしく
は絶対パスを記述する
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 ビジネスロジックの実装例（ファイル結合の実装例） 
…… 
// ファイルの結合。  
// 以下に挙げるファイルをリストに格納し、ファイルを/si1/output/mergeFile.csvに統合。 
//  /si1/chohyo/output001.csv 
//  /si1/chohyo/output002.csv 
//  /si1/chohyo/output003.csv 
// 基準パスは「/si1/」 
fileList.add("chohyo/output001.csv"); 
fileList.add("chohyo/output002.csv"); 
fileList.add("chohyo/output003.csv"); 
…… 
fileControl.mergeFile(fileList, "output/mergeFile.csv"); 
…… 

メソッドの 2 番目の引数
はファイルの相対パス、
もしくは絶対パスを記述
する

 
 ファイル操作ユーティリティクラス（FileUtility）を直接利用する例 

 ビジネスロジックの実装例（ファイルのコピー、移動、削除処理の実装例） 
…… 

// ファイルのコピー。  
//  /si1/chohyo/test.txtを/si1/chohyo/testFile.txtにコピー。 

FileUtility.copyFile("/si1/chohyo/test.txt", "/si1/chohyo/testFile.txt"); 

…… 

// ファイルの移動。  
//  /si1/chohyo/testFile.txtを/si1/output/testFile.txtに移動。 
FileUtility.renameFile("/si1/chohyo/testFile.txt", 
    "/si1/output/testFile.txt"); 

…… 

//ファイルの削除。 /si1/chohyo/testFile.txtを削除。 
FileUtility.deleteFile("/si1/chohyo/testFile.txt"); 

…… 

各メソッドの引数は
ファイルの絶対パス
を記述する 

 

 拡張ポイント 

 なし。 
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 関連機能 

 なし。 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし。 
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 BD-01 ビジネスロジック実行機能 

 概要 

 機能概要 

 ビジネスロジックの実行方式を提供する。 
 １つのジョブに対して、１つのビジネスロジックが定義できる。 
 ビジネスロジッククラスは、TERASOLUNA-Batch の BLogic インタフェース

を実装して作成する。 
 

 ビジネスロジックの入力パラメータには、『BD-02 対象データ取得機能』で作成

した POJO が渡される。 
 BLogic インタフェースは入力パラメータをジェネリクス（総称）で定義して

いる。ビジネスロジックを作成する際には、入力パラメータとして受け取る

POJO クラスを型パラメータとして定義する。 
 

 ビジネスロジックは、実行結果として BLogicResult を返却する。 
 BLogicResult はリターンコードを持ち、ビジネスロジック処理の継続、中止

などをフレームワークに指示する。 
 

 ビジネスロジックを実行する際に、後続のビジネスロジックの実行に引き継ぐ情

報、あるいは前処理／後処理と共有する情報はジョブコンテキストに設定するこ

とができる。 
 ジョブコンテキストは、フレームワークで提供する基底クラスであり、拡張

することができる。基底クラスを拡張したジョブコンテキストを使う場合は

個別のジョブを定義する際に使用するジョブコンテキストクラスを設定する

必要がある。 
 ジョブコンテキストは、ビジネスロジックの入力パラメータとして渡される。 

 
 ジョブに対しては、ビジネスロジックのほかにジョブ前処理／ジョブ後処理、お

よび先頭チャンク前処理／最終チャンク後処理が任意で定義できる。 
 それぞれの前処理／後処理は、それぞれフレームワークで定めたインタフェ

ースを実装して作成する。 
 先頭チャンク前処理／最終チャンク後処理は、全チャンク単一トランザクシ

ョンモデルのジョブのみ設定できる。 
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 概念図 

 対象データ取得から、ビジネスロジック実行までの流れ 
Collector で取得されたデータは、チャンクサイズ毎にチャンクにまとめられる。 
チャンク内の各データ毎に、ビジネスロジックが起動される。 
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 解説 

 入力パラメータのクラス 
入力パラメータは、Collector によってデータベースやファイルから取得されたデ

ータである。 
ビジネスロジックの入力パラメータクラスは、Collector で取得するデータのクラ

スと一致させる必要がある。 
 

 入力パラメータのデータ構造 
ジョブを実行する際には、ビジネスロジックが論理トランザクション単位となる。

論理トランザクション単位とは、DBMS 等の物理トランザクション処理の最小単

位である。論理トランザクションを複数まとめたものが物理トランザクションと

なる。 
ビジネスロジックが論理トランザクションとなるように、必要に応じて Collector
でデータ構造を構成する必要がある。 
たとえば、下図のようなヘッダと明細からなるデータ構造において、これらを別

のトランザクションでは処理できない場合には、ヘッダと明細をまとめてビジネ

スロジックの入力となるようにする。ヘッダと明細を一つのトランザクションで

処理しなければならないのに、それぞれを別のビジネスロジック呼び出しの入力

パラメータとしてしまうと、一部の明細のトランザクションのみがコミットされ

るなどの不整合が生じる。 
 

 
 
データベースから読み込んだ結果を 1:N の構造（ヘッダ-明細の構造）のデータに

変換するためには、iBATIS の機能を利用できる。詳細は、iBATIS のドキュメン

トを参照のこと。 
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 ビジネスロジックの実行結果の返却 
ビジネスロジックの実行結果は、BLogicResult で返却する。BLogicResult には、

あらかじめ定義されている以下のリターンコードを設定する。 
 

項

番 
リターンコード バッチ

更新 
概要 

1 NORMAL_CONTINUE 処理を継続する。通常はこのリターンコードを返却する。 

最後の入力パラメータである場合にはトランザクションをコミッ

トし、ジョブを正常終了する。 

2 NORMAL_END 

登録可 

対象データの途中で処理を終了させたい場合に返却する。 

トランザクションをコミットし、ジョブを正常終了する。 

（分割ジョブである場合には、子ジョブのみ終了する） 

3 ERROR_CONTINUE エラーデータとしてログ出力を行い、処理を継続する。 

ビジネスロジックが含まれるトランザクションには影響を与えな

い。 

4 ERROR_END 

登録不可

エラーメッセージをログに出力し、ジョブを終了する。 

トランザクションはロールバックされる。 

（分割ジョブである場合には、子ジョブのみ終了する） 

 
ビジネスロジックの実行結果として返却された BLogicResult は、処理結果ハンド

ラによって処理される。デフォルトの処理結果ハンドラ実装ではエラーデータの

ログ出力を行う。また、デフォルトのバッチ更新プロセッサにより、バッチ更新

登録された SQL の処理を行う。 
BLogicResult の処理結果ハンドラによる処理については、『BE-05 処理結果ハンド

リング機能』を参照のこと。バッチ更新登録については、『BB-01 データベース

アクセス機能』を参照のこと。 
 

 ジョブ終了コードの返却 
ビジネスロジックで NORMAL_END、あるいは ERROR_END をリターンし、ジョ

ブを終了する場合には、ジョブ終了コードを任意で指定することができる。ジョ

ブ終了コードは、Java VM の終了コード（同期型ジョブ起動の場合）、あるいはジ

ョブ管理テーブルに登録されるジョブ終了コード（非同期型ジョブ起動の場合）

となる。 
ジョブ終了コードについては、『BE-05 処理結果ハンドリング機能』を参照のこ

と。同期型ジョブ起動、非同期型ジョブ起動については、それぞれ『BE-01 同期

型ジョブ起動機能』『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』を参照のこと。 
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 ジョブコンテキストの利用方法 
ジョブコンテキストは、ビジネスロジック、および前処理／後処理で共有される。 
ジョブコンテキストは、フレームワークから提供する基底クラスを拡張して作成

し、ジョブ Bean 定義ファイルで設定する。拡張が必要ではなく基底クラスをその

まま利用する場合はジョブコンテキストのジョブ Bean 定義は不要となる。 
たとえば、前処理で運用日付を取得しジョブコンテキストにセットしておき、ビ

ジネスロジックではジョブコンテキストから運用日付を取得する、というような

使い方ができる。その場合には、運用日付のセッタ／ゲッタを持つよう、ジョブ

コンテキストを拡張する。 
 

 ジョブコンテキストの基底クラス 
ジョブコンテキストは、フレームワークが提供する基底クラスを拡張して作成す

る。 
 

項

番 

基底クラス 概要 

1 jp.terasoluna.fw.batch.opena

pi.JobContext 

ジョブ ID などのジョブの基本的な情報を、フレームワ

ークからジョブコンテキストに設定するための基底クラス
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 JobContext 基底クラスによって設定されるデータ項目 
通常ジョブ、および分割ジョブの子ジョブのジョブコンテキストには、JobContext
基底クラスを通して、フレームワークから以下のデータ項目が設定される。 
 

項

番 

JobContext 基本クラスによっ

て設定されるデータ項目 

補足 

1 ジョブ ID システム内でジョブを一意に識別する ID。 

2 起動種別 

（同期型ジョブ起動、 

非同期型ジョブ起動） 

ジョブがどのように起動されたかを示す種別。 

3 ジョブ依頼番号 非同期型ジョブ起動時は、ジョブ管理テーブルに登録された際

のジョブ依頼番号。 

同期型ジョブ起動時は、プロセスＩＤ（指定されたときのみ） 

4 リスタート可能 ジョブがリスタート可能であるかどうかのフラグ。 

リスタートが可能である場合には、true。 

5 リスタート区分 ジョブがリスタートとして実行されたかどうかのフラグ。 

リスタートポイントから再開した実行である場合には、true。 

6 リスタートポイント ジョブを再開するポイント。ジョブがリスタートとして実行された場

合にのみ設定される。 

7 分割番号 分割ジョブの子ジョブである場合に、その子ジョブが処理する対

象データの分割番号（連番）。 

（分割ジョブの場合のみ） 

 
ジョブ依頼番号については、『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』を参照のこと。 
リスタート区分については、『BE-04 リスタート機能』参照のこと。 
 

 分割ジョブのジョブコンテキスト 
分割ジョブでは、親ジョブ、子ジョブは、それぞれ親ジョブ用ジョブコンテキス

ト、子ジョブのジョブコンテキストを持つ。子ジョブ用のジョブコンテキストは、

親ジョブ用ジョブコンテキストから作成される。子ジョブのジョブコンテキスト

の作成には、JobContext クラスの getChildJobContext()メソッドが使用される。 
子ジョブは多重実行されるため、それぞれ別インスタンスの子ジョブ用コンテキ

ストが作成される。 
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 ジョブ前処理／ジョブ後処理 
ジョブには、ジョブ前処理／ジョブ後処理が任意で設定できる。 
ジョブ前処理は、ジョブが起動された後、かつ Collector による対象データ取得が

開始される前に実行される。ジョブ後処理は、対象データの処理が終了した後、

かつジョブが終了する前に実行される。 
ジョブ前処理とジョブ後処理は、１つのジョブに対してそれぞれ複数指定できる。

複数のジョブ前処理／ジョブ後処理を指定した場合には、順次起動される。必要

がなければ、１つも指定しなくともよい。 
ジョブ前処理とジョブ後処理のトランザクションについては、『BA-01 トランザ

クション管理機能』を参照のこと。 
 

 

 
 ジョブ前処理／ジョブ後処理の実行結果の返却 

前処理／後処理においても、ビジネスロジックと同様に BLogicResult を返却する。 
ジョブ前処理／ジョブ後処理から返却された BLogicResult は、ビジネスロジック

と同様に処理結果ハンドラによって処理される。 
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 エラー時のジョブ前処理／ジョブ後処理、およびビジネスロジックの起動 
ジョブ前処理／ジョブ後処理、およびビジネスロジックにおいて、ERROR_END
が返却された場合には、フレームワークによって以下のように処理される。 
 

項

番 

ERROR_END を返却した

処理 

フレームワークによる処理 

1 ジョブ前処理が ERROR_E

ND を返却した場合 

・ジョブ前処理が複数設定されていた場合であっても、後続のジョブ前

処理は起動されない。 

・ビジネスロジックは起動されず、ジョブ後処理も起動されない。 

2 ビジネスロジックが ERROR

_END を返却した場合 

・未処理の処理対象データが残っていた場合であっても、後続のデー

タに対するビジネスロジックは起動されない。 

・ジョブ後処理は起動されない。 

3 ジョブ後処理が ERROR_E

ND を返却した場合 

・後続のジョブ後処理は起動されない。 

 
 分割ジョブでのジョブ前処理／ジョブ後処理 

ジョブ前処理とジョブ後処理は、親ジョブと子ジョブのどちらに対しても指定で

きる。 
親ジョブでは、ジョブを分割するための分割キー取得前にジョブ前処理が行われ、

全ての分割キーの処理が正常・異常に関わらず、終了後（全ての子ジョブが終了

後）にジョブ後処理が行われる。ただし、子ジョブの起動に失敗した場合は親ジ

ョブの後処理は実行されない。 
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 先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理 
ジョブが全チャンク単一トランザクションモデルである場合には、ジョブ前処理

／ジョブ後処理とは別に、先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理を定義する

ことができる。 
先頭チャンク前処理は、ジョブ前処理が終了後（ジョブ前処理が設定されていた

場合）、先頭のチャンクの処理が開始される前に起動される。最終チャンク後処理

は、最終チャンクの処理が終了後、ジョブ後処理が起動される前（ジョブ後処理

が設定されていた場合）に起動される。 
 

 
先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理とも、１つのジョブに対して複数指定

できる。複数の先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理を指定した場合には、

順次起動される。必要がなければ、一つも指定しなくともよい。 
先頭チャンク前処理と最終チャンク後処理のトランザクションについては、『BA-
01 トランザクション管理機能』を参照のこと。 
 

 先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理の実行結果の返却 
先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理においても、ビジネスロジックと同様

に BLogicResult を返却する。 
先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理から返却された BLogicResult は、ビジ

ネスロジックと同様に処理結果ハンドラによって処理される。 
 

Copyright © 2006 NTT DATA CORPORATION. 



機能名 BD-01 ビジネスロジック実行機能 ページ 10/17  

 

 エラー時の先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理、およびビジネスロジック

の起動 
先頭チャンク前処理、最終チャンク後処理において、ERROR_END が返却された

場合には、フレームワークによって以下のように処理される。 
 

項

番 

ERROR_END を返却した

処理 

フレームワークによる処理 

1 先頭チャンク前処理が ER

ROR_END を返却した場合 

・先頭チャンク前処理が複数設定されていた場合であっても、後続の先

頭チャンク前処理は起動されない。 

・ビジネスロジックは起動されない。 

・ジョブ後処理は起動されない。 

2 ビジネスロジックが ERROR

_END を返却した場合 

・後続のデータに対するビジネスロジックは起動されない。 

・最終チャンク後処理は起動されない。 

・ジョブ後処理は起動されない。 

3 最終チャンク後処理が ER

ROR_END を返却した場合 

・最終チャンク後処理が複数設定されていた場合であっても、後続の最

終チャンク後処理は起動されない。 

・ジョブ後処理は起動されない。 

 
 分割ジョブでのビジネスロジック実装上の注意（スレッドセーフ性） 

分割ジョブで用いるビジネスロジックは、複数のスレッドで BLogic クラスの一つ

のインスタンスが実行される。したがって、分割ジョブで用いるビジネスロジッ

クはスレッドセーフで実装する必要がある。 
 

 共通処理 
共通処理（ビジネスロジック、あるいは前処理/後処理から呼ばれる処理）は、

Bean 定義を行ってビジネスロジックに DI することで利用する。 
 

 ビジネスロジックの例外処理 
ビジネスロジック、あるいは前処理／後処理から、フレームワークに例外がスロ

ーされてきた場合の処理については、『BH-01 例外ハンドリング機能』を参照の

こと。 
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 ビジネスロジック、および前処理／後処理のクラス構造 
ビジネスロジック、および前処理／後処理のクラス構造は、それぞれフレームワ

ークで定めるインタフェースを実装して作成する。 

+execute(param:P, context:C):BLogicResult

<<interface>>
BLogic

P,
C

+execute(param:XXXParam, context:XXXContext):BLogicResult

XXX BLogic

<<bind>>
<P->XXXParam,C->XXXContext>

+execute(context:C):BLogicResult

<<interface>>
SupportLogic

C

+execute(context:XXXContext):BLogicResult

XXX PreLogic

<<bind>>
<C->XXXContext>

<<bind>>
<C->XXXContext>

ジョブ前処理、先頭チャンク前処
理、ジョブ後処理および最終チャ
ンク後処理が実装する必要のある
インタフェース

+execute(context:XXXContext):BLogicResult

XXX PostLogic
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 ジョブ Bean 定義ファイルでのビジネスロジックの設定 
開発者が作成したビジネスロジックをジョブ Bean に設定する。 

 ジョブ Bean 定義ファイル設定例 
 

   ... 

<bean id="blogic" 

class="jp.terasoluna....XXXBLogic"> 

<property name="queryDAO" ref="queryDAO" /> 

<property name="updateDAO" ref="updateDAO" /> 

</bean> 

        ... 

<bean id="jobContext" 

class="jp.terasoluna....XXXJobContext"/> 

     

    ... 

<bean id="jobPreLogicList" 

class="org.springframework.beans.factory.config.ListFactoryBean"> 

<property name="sourceList"> 

<list> 

<bean class="jp.terasoluna....XXXPreLogic"/> 

... 

         </list> 

        </poperty> 

    </bean> 

    ... 

<bean id="jobPostLogicList" 

class="org.springframework.beans.factory.config.ListFactoryBean"> 

<property name="sourceList"> 

<list> 

<bean class="jp.terasoluna....XXXPostLogic"/> 

... 

         </list> 

        </poperty> 

    </bean> 

ビジネスロジックを設定する 

ビジネスロジックで利用する

DAO を設定する 

ジョブコンテキストを設定する。拡

張しないのであれば、設定しなくて

よい。 

ジョブ前処理を設定する。 

必要がなければ、設定しなくて

よい。 

ジョブ後処理を設定する。 

必要がなければ、設定しなくて

よい。 
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 ビジネスロジックの実装 
TERASOLUNA-Batch が提供する BLogic インタフェースを実装し、ビジネスロジ

ックを作成する。 
 ビジネスロジックの実装例 

 
public class XXXBLogic implements BLogic<XXXInputData, XXXJobContext> { 

private QueryDAO queryDAO; 

private UpdateDAO updateDAO; 

 

public BLogicResult execute(XXXInputData inputData, 

 XXXJobContext jobContext) { 

... 

Date unyuHdk = jobContext.getUnyuHdk(); 

... 

if (isErrorData) { 

    ... 

            monitoringLog.error(...); 

 

         BLogicResult errorContinueResult  

= new BLogicResult(ReturnCode.ERROR_CONTINUE); 

    return errorContinueResult; 

} 

... 

if (isError) { 

... 

            monitoringLog.error(...); 

         BLogicResult errorEndResult  

= new BLogicResult(ReturnCode.ERROR_END,2); 

return errorEndResult; 

} 

... 

BLogicResult normalContinueResult  

= new BLogicResult(ReturnCode.NORMAL_CONTINUE); 

return normalContinueResult; 

  } 

} 

BLogic インタフェースを実装

し、型パラメータを指定する 

前処理などで設定したデータを、ジョ

ブコンテキストから取得できる。 

エラーデータとして判定し、後続のデータの処理を

続ける場合には、ログへ出力し 

ERROR_CONTINUE をリターンする。 

ジョブを終了する場合には、ジョブ終了コードを任

意で設定し、ERROR_END をリターンする。 

次 の 入 力 デ ー タ の 処 理 を 行 う 場 合 に は 、

NORMAL_CONTINUE をリターンする 
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 ジョブ前処理の実装 
フレームワークが提供するインタフェースを実装し、ジョブ前処理を作成する。 

 ジョブ前処理の実装例 
 
public class XXXJobPreLogic implements SupportLogic<XXXJobContext> { 

private QueryDAO queryDAO; 

 

public BLogicResult execute(XXXJobContext jobContext) { 

... 

Date unyuHdk 

= queryDAO.executeQueryForObject(“getUnyuHdk”, “subsystem1”, Date.class); 

jobContext.setUnyuHdk(unyuHdk); 

... 

BLogicResult normalContinueResult 

                = new BLogicResult(ReturnCode.NORMAL_CONTINUE); 

return normalContinueResult; 

｝ 

} 

SupportLogic インタフェースを実

装し、型パラメータを指定する 

ビジネスロジックで使用するデータを

ジョブコンテキストにセットする。 

ビジネスロジックと同様に、 

BLogicResult をリターンする。 

 
 
 

 ジョブ後処理の実装 
フレームワークが提供するインタフェースを実装し、ジョブ後処理を作成する。 

 ジョブ後処理の実装例 
 
public class XXXJobPostLogic implements SupportLogic<XXXJobContext> { 

public BLogicResult execute(XXXJobContext jobContext) { 

... 

sendTyohyoFile(); 

... 

BLogicResult normalContinueResult 

                = new BLogicResult(ReturnCode.NORMAL_CONTINUE); 

return normalContinueResult; 

｝ 

} 

SupportLogic インタフェースを実

装し、型パラメータを指定する 

ビジネスロジックと同様に、 

BLogicResult をリターンする。 
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 分割ジョブでのジョブコンテキストの設定 
開発者が作成したビジネスロジックをジョブ定義に設定する。ジョブコンテキス

トを拡張しない場合は設定する必要がない。 
 ジョブ Bean 定義ファイル設定例 

 
 ... 

<bean id="jobContext" 

class="jp.terasoluna....XXXPartitionerJobContext"/> 

    </bean> 

    ... 

<baen id="jobPreLogicList"> 

... 

    </bean> 

    ... 

<bean id="jobPostLogicList"> 

... 

    </bean> 

 

親ジョブのジョブコンテキストを設

定する。 

親ジョブのジョブ前処理、ジョ

ブ後処理を設定する。必要がな

ければ、設定しなくてよい。 

 
 親ジョブ用のジョブコンテキストの実装例 

 
public class XXXPartitionerJobContext extends JobContext{ 

... 

public JobContext getChildJobContext(Object partirionKey) { 

XXXJobContext childJobContext = new XXXJobContext(); 

chileJobContext.setXXXJobPartitionKey(partitionKey); 

chileJobContext.setUnyuHdk(unyuHdk); 

... 

return childJobContext; 

｝ 

} 

ジョブコンテキストを継

承する 

子ジョブ用のジョブコンテキストを作

成してリターンする。必要な項目は引

き継ぐように実装する。 
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 ジョブ Bean 定義ファイルでの先頭チャンク前処理・最終チャンク後処理の設定 
全チャンク単一トランザクションモデルには、先頭チャンク前処理・最終チャン

ク後処理をジョブ Bean に設定することができる。 
 ジョブ Bean 定義ファイル設定例 

 
<import resource="../../template/singleTransactionBean.xml"/> 

    ... 

<bean id ="blogic"> 

    ... 

    </bean> 

    ... 

<bean id="jobContext"> 

    ... 

    </bean> 

    ... 

<bean id="firstChunkPreLogicList" 

class="org.springframework.beans.factory.config.ListFactoryBean"> 

<property name="sourceList"> 

<list> 

<bean class="jp.terasoluna....XXXPreLogic"/> 

... 

          </list> 

       </property> 

    </bean> 

    ... 

<bean id="lastChunkPostLogicList" 

  class="org.springframework.beans.factory.config.ListFactoryBean"> 

<property name="sourceList"> 

<list> 

<bean class="jp.terasoluna....XXXPostLogic"/> 

... 

          </list> 

       </property> 

    </bean> 

全チャンク単一トランザクションモ

デルである場合のみ、先頭チャンク

前処理・最終チャンク後処理を設定

することができる 

先頭チャンク前処理を設定す

る。必要がなければ、設定しな

くてよい。 

最終チャンク後処理を設定す

る。必要がなければ、設定しな

くてよい。 

 

 拡張ポイント 

なし。
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 関連機能 

 『BA-01 トランザクション管理機能』 
 『BD-02 対象データ取得機能』 
 『BE-01 同期型ジョブ起動機能』 
 『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』 
 『BE-05 処理結果ハンドリング機能』 
 『BF-01 メッセージ管理機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 

 備考 

 なし。 
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 BD-02 対象データ取得機能 

 概要 

 機能概要 

 ジョブの処理対象データの取得機能を提供する。 
 処理対象データは、ビジネスロジックの入力パラメータとなる。 
 Collector インタフェースを提供し、対象データ取得の詳細を隠蔽する。 
 Commons Validator による入力データチェック機能を提供する。 
 分割ジョブでは、分割を行うジョブ（親ジョブ）において分割キーを取得す

る。 
 フレームワークでは、Collector インタフェースのデフォルト実装として以下のク

ラスを提供する。 
 データベースからの対象データ取得機能 
 ファイル（CSV 形式、固定長形式、可変長形式）からの対象データ取得機能 
 ジョブ Bean 定義ファイル（リスト形式、文字列配列形式）からの対象データ

取得機能 

 概念図 

 対象データ取得の静的構造 
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 解説 

 フレームワークで用意している Collector デフォルト実装の種類 
フレームワークは、対象データの種類に対応して以下のデフォルト実装を提供す

る。 
 

項

番 
Collector のデフォルト実装 対象デー

タの種類 
概要 

1 iBATIS データベース Collector 

jp.terasoluna.fw.batch.ibatissuppo

rt.IBatisDbCollectorImpl 

デ ー タ ベ ー

ス 

『BB-01 データベースアクセ

ス機能』で提供する iBATIS

で実装された DAO を使って、

データベースから対象データ

を取得する 

2 ファイル Collector 

jp.terasoluna.fw.batch.standard.St

andardFileCollector 

CSV フ ァ イ

ル 、 固 定 長

ファイル、可

変長ファイル

『BC-01 ファイルアクセス機

能』を用いて、CSV ファイル/

固定長ファイル/可変長ファイ

ルから対象データを取得する 

3 リストプロパティ Collector 

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Li

stPropertyCollector 

ジョブ Bean 定義ファイルで C

ollector に設定されたリスト

プロパティから、対象データを

取得する 

4 文字列配列プロパティ Collector 

jp.terasoluna.fw.batch.standard.St

ringArrayPropertyCollector 

ジョブ Bean

定義ファイル

で 設 定 さ れ

たプロパティ

ジョブ Bean 定義ファイルで C

ollector に設定された文字

列配列プロパティから、対象デ

ータを取得する 

 
 

 データの取得条件 
Collector 実装には、Collector インタフェースを通してジョブコンテキストが渡さ

れる。Collector 実装では、渡されたジョブコンテキストを対象データ取得条件

（SQL の WHERE 句にバインドする等）として利用する。 
iBATIS データベース Collector では、ジョブコンテキストが iBATIS SQL 定義ファ

イルでの parameterClass として利用される。 
ファイル Collector、リストプロパティ Collector、文字列配列プロパティ Collector
では、渡されたジョブコンテキストは無視される。 
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 分割ジョブでの対象データ取得 
分割ジョブでは、親ジョブ（分割を行うジョブ）と子ジョブ（分割されたそれぞ

れの部分を実行するジョブ）のそれぞれに対して対象データを取得するための

Collector を設定する。 
親ジョブと子ジョブの Collector では、それぞれ以下のデータを取得する。 
 

項

番 
ジョブ

の種類 
Collector で取得するデータ 例 

1 親ジョブ ジョブを分割するためのデータ 

（分割キー） 

都道府県毎にジョブを分割する場合には、都

道府県コードを取得する、等 

2 子ジョブ 分割されたジョブにおいて、特定の

分割キーに紐づく対象データ 

都道府県毎にジョブを分割する場合には、親

ジョブで取得された都道府県コードごとにデー

タを取得する、等 

 

:親ジョブCollector

SELECT DISTINCT

:子ジョブ１Collector

:子ジョブ２Collector

:子ジョブ１

ジョブコンテキスト

:子ジョブ２

ジョブコンテキスト

childJobContext

childJobContext

:子ジョブ3Collector
:子ジョブ3

ジョブコンテキスト

childJobContext

分割キー取得

分割キー取得

分割キー取得

分割キー=A

分割キー=B

分割キー=C

分割キー=A

分割キー=B

分割キー=C

SELECT ... WHERE 分割キー=A

SELECT ... WHERE 分割キー=B

SELECT ... WHERE 分割キー=C

親ジョブのCollectorでは、ジョブを分割するためのデータ（分割

キー）を取得する。

親ジョブのCollectorで取得された分割キーは、子ジョブのマネ

ージャによってジョブコンテキストに設定される。

子ジョブのCollectorでは、分割されたジョブの入力データを取得する。

子ジョブのCollectorでは、ジョブコンテキストから分割キーを取得して、自

分が分割されたジョブのどの部分を実行するのかを判断する。

:子ジョブ1 Manager 分割キー=A

:子ジョブ2 Manager
分割キー=B

:子ジョブ3 Manager
分割キー=C
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 対象データが 0 件であったときの扱い 
iBATIS データベース Collector、ファイル Collector において、対象データが 0 件で

あった場合、デフォルトの処理結果ハンドラではそのまま正常終了する。 
対象データが 0 件であった場合に、警告ログの出力などの処理を行う場合には、

処理結果ハンドラを実装して設定する。詳細は、『BE-05 処理結果ハンドリング

機能』を参照のこと。 
 

 入力ファイルが存在しない場合の扱い 
ファイル Collector において、指定された入力ファイルが存在しなかった場合、お

よび指定された入力ファイルの読込み権限がない場合には例外として処理される。

詳細は、『BH-01 例外ハンドリング機能』を参照のこと。 
 

 リスタート時の処理 
リスタート時には、Collector において入力データを読み飛ばすための処理が必要

である。リスタートであるかどうかは、ジョブコンテキストの「リスタート区

分」を参照して判定することができる。リスタートである場合には、ジョブコン

テキストからリスタートポイントを取得し、リスタートポイントまでデータを読

み飛ばすための SQL 記述等が必要である。詳細は使用方法を参照のこと。 
ファイル Collector では、『 BC-01 ファイルアクセス機能』が提供する

FileQueryDAO 実装で用意される読み飛ばし用のメソッドを使って読み飛ばしを行

うことができる。 
 

 CollectorDataHandler 
Collector で取得したデータは、CollectedDataHandler で処理される。チャンク化が

必要な場合には、Collector ではなく CollectedDataHandler によって行われる。 
通常ジョブ、または分割ジョブの子ジョブでは、Collector で取得された入力デー

タはチャンクにまとめられる。チャンク化は、チャンク作成を行う

CollectedDataHanlder である Chunker によって行われる。 
分割ジョブの親ジョブに設定された Collector では、分割キーを取得するためチャ

ンクは作成されない。親ジョブの Collector には、分割キーを処理するための

CollectedDataHanlder である PartitionKeyHandler を設定する。 
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 対象データの入力チェック機能 
対象データ取得機能では、取得したデータに対して入力チェックを行うことがで

きる。ジョブ Bean 定義ファイルにおいて Collector を指定する際に、入力チェッ

ク用 Collector として設定するとことで入力チェックを行うことができる。入力チ

ェック用 Collector では、CollectedDataHandler でチャンクを作成する前に Validator
による入力チェックを行う。 
Validator によるチェック結果は入力チェック処理結果ハンドラに渡される。入力

チェック処理結果ハンドラが True を返却した場合には該当データをチャンクへ追

加し、False を返却した場合には該当データをチャンクへ追加せずスキップする。 
入力チェック処理結果ハンドラが例外をスローした場合には、Collector による対

象データ取得処理が終了する。 
異常データがある場合 False を返却するか、例外を投げるかはジョブ Bean 定義フ

ァイルにて指定することができる。（デフォルト設定は False を返却し、処理を継

続する。） 
 

 Collector での処理結果 
Collector は対象データの取得が全て終了すると、処理結果として CollectorResult
を返却する。CollectorResult は、以下のリターンコードを持つ。 
 

項

番 
リターンコード 概要 

1 NORMAL_END Collector での対象データの取得が正常に終了したことを示す。 

2 ERROR_END Collector での対象データの取得において、エラーが発生し異常終

了したことを示す。 

 
CollectorResult は、全ての対象データの取得が行われてから返却される。 
CollectorResult は、『BE-05 処理結果ハンドリング機能』で記述されている処理結

果ハンドラによって処理される。詳細は、『BE-05 処理結果ハンドリング機能』

を参照のこと。 
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 対象データ取得でエラーが発生した場合 
通常ジョブ、あるいは分割ジョブの子ジョブにおいて、対象データの取得でエラ

ーが発生した場合には、CollectorResult として ERROR_END が返されるか、ある

いは Collector から例外がスローされる。 
CollectorResult は、処理結果ハンドラによって処理される。デフォルトの処理結果

ハンドラでは、ERROR_END のリターンコードが設定された CollectorResult が返

却された場合には、読込みが成功していたチャンクの処理の終了を待ってジョブ

（あるいは子ジョブ）が終了する。 
Collector から例外がスローされた場合には、例外は例外ハンドラによって処理さ

れる。デフォルトの例外ハンドラでは、上記と同様の処理が行われる。 
詳細は、『BE-05 処理結果ハンドリング機能』、および『BH-01 例外ハンドリング

機能』を参照のこと。 
 

 分割キー取得でエラーが発生した場合 
分割ジョブの親ジョブにおいて、分割キー取得でエラーが発生した場合にも、

CollectorResult として ERROR_END が返されるか、あるいは Collector から例外が

スローされる。 
これらは、処理対象データ取得でエラーが発生した場合と同様に、正常に読み込

まれた分割キーの処理（すなわちその分割キーに対する子ジョブの処理）の終了

を待って親ジョブが終了する。 
 

 PostgreSQL 利用時に大量データ取得する際の留意点 
PostgreSQL 利用時に大量データを取得する際には、メモリ不足とならないように

適切に設定を行う必要がある。PostgreSQL の JDBC ドライバでは、デフォルトの

動作では SELECT 実行して ResultSet を返却する際に SELECT 結果を全件フェッ

チして Java のメモリに載せてしまう。SELECT 結果の件数が大量である場合には、

メモリを大量に使用する。 
PostgreSQL の JDBC ドライバで、上記のような動作をさせないためには以下のよ

うな点に留意して設定を行う必要がある。 
 

項

番 
設定項目 設定を行うファイル 設定内容 

1 フェッチサイズ iBATIS マッピング定義ファイル <select>タグの属性”fetchS

ize”が指定されていること。 

2 オートコミットモード dataAccessContext-batch.xml オートコミットモードが false に

設定されていること。 

 
PostgreSQL の JDBC ドライバの仕様の詳細は、PostgreSQL JDBC ドライバのドキ

ュメントを参照のこと。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 iBATIS データベース Collector の設定 
iBATIS データベース Collector では、以下のプロパティを設定する。 

項

番 
プロパティ データ型 必

須

設定内容 

1 sql String ○ iBATIS の SQL 定義ファイルで定義

された SQL ID を設定する 

2 queryDAO QueryDAO 

(『BB-01 データベースアクセス

機能』で規定するインタフェース) 

○ 『BB-01 データベースアクセス機

能』の Spring+iBATIS 連携機能

を利用したデフォルト実装を設定する
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 ジョブ Bean 定義ファイルの実装例 
 <!--ジョブの定義--> 

   ．．． 

<bean id="collector"  

     parent="IBatisDbChunkCollector"> 

      <property name=”sql”> 

           <value>sq0001</value> 

      </property> 

</bean> 

    ．．． 

<bean id="jobContext" 

class=”jp.terasoluna.xxx.SampleJobContext”/> 

    ．．． 

ID が“collector”の Bean に、iBATIS デー

タベース Collector を指定する 

iBATIS データベース Collector のプロパテ

ィを設定する 

 
データベース Collector では、パラメータオブジェクトはジョブコンテキストとなる。 

iBATIS データベース Collector で

は、パラメータとしてジョブコンテ

キストが利用できる 

 SQL 定義ファイルの記述例 
<select id=”sq0001” 

          parameterClass=”jp.terasoluna.xxx.SampleJobContext” 

resultClass=”jp.terasoluna.xxx.bean.XXXInputData” fetchSize=”50”> 

SELECT INVOICE_NO, AMOUNT, NAME, ADDRESS, DATE FROM INVOICE WHERE DATE < #unyuHdk# 

</select> 

ジョブコンテキストのプロパティを、

パラメータとして利用できる。 
フェッチ行数の設定。PostgreSQL で大量のデータ

を取得する際は適切なサイズを指定すること。 

 
 
 
 
 

 ビジネスロジックの実装例 
public class XXXBLogic implements BLogic<XXXInputData, SampleJobContext> { 

private QueryDAO queryDAO; 

private UpdateDAO updateDAO; 

 

public BLogicResult execute(XXXInputData inputData, 

 SampleJobContext jobContext) { 

... 

  } 

} 

iBATIS データベース Collector の

resultClass で指定したクラスをビジネ

スロジックの入力として指定する 
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 ファイル Collector の設定 
ファイル Collector では、以下のプロパティを設定する。 

項

番 
プロパティ データ型 必

須 
設定内容 

1 fileQueryDAO FileQueryDAO 

(『BC-01 ファイルアクセス

機能』で規定するインタフェ

ース) 

○ 『BC-01 ファイルアクセス機能』で

提供する FileQueryDAO の実装

クラスを設定する。 

CSV ファイル/固定長ファイル/可

変長ファイルのそれぞれに対応し

たクラスを設定する。 

 
 ジョブ Bean 定義ファイルの実装例（CSV ファイルの場合） 

<!--ジョブの定義--> 

    ．．． 

<bean id="collector" parent=" fileChunkCollector"> 

<property name=" fileQueryDao"> 

 <ref bean="csvFileQueryDAO" /> 

</property> 

<property name=" inputFileName"> 

<value>${inputFilePath}/myinput.csv</value> 

</property> 

<property name=" resultClass"> 

 <value>jp.terasoluna.xxx.Sample</value> 

</property> 

<property name=" readNextLine"> 

 <value>jp.terasoluna.xxx.Sample</value> 

</property> 

</bean> 

  ．．． 

ファイル Collector のプロパティ

を設定する 

“collector”プロパティにファイル 

Collector を指定する 
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 リストプロパティ Collector の設定 
リストプロパティ Collector では、以下のプロパティを設定する。 

項

番 
プロパティ データ型 必

須

設定内容 

1 dataList List ○ 対象データをリスト形式で設定する。

 
 ジョブ Bean 定義ファイルの実装例 

<!--ジョブの定義--> 

    ．．． 

<bean id="collector"  

    parent=”listProperty PartitionKeyCollector”> 

          <property name=”dataList”> 

            <list> 

              <bean class=”jp.terasoluna.xxx.Prefecture”> 

                 <property name=”code”><value>01</value></property> 

                 <property name=”name”><value>北海道</value></property> 

              </bean> 

              <bean class=”jp.terasoluna.xxx.Prefecture”> 

                 <property name=”code”><value>02</value></property> 

                 <property name=”name”><value>青森</value></property> 

              </bean> 

       ．．． 

            </list> 

          </property> 

</bean> 

“collector”プロパティにリストプロパテ

ィ Collector を指定する 

dataList プロパティを設定する 

リストの要素には任意

のクラスが設定できる 

 
リストプロパティ Collector は、分割ジョブでの親ジョブにおいて分割キーを取得

する際に利用することができる。 
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 文字列配列プロパティ Collector の設定 
文字列配列プロパティ Collector では、以下のプロパティを設定する。 

項

番 
プロパティ データ型 必

須

設定内容 

1 dataArray String 配列 ○ 対象データをカンマ区切りで設定す

る。 

 
 ジョブ Bean 定義ファイルの実装例 

<!--ジョブの定義--> 

    ．．． 

  <bean id="collector" 

    parent=”stringArrayPropertyCollector”> 

          <property name=”dataArray”> 

            <value>01,02,03,04,05</value> 

          </property> 

  </bean> 

 

“collector”プロパティに文字列配列プロ

パティ Collector を指定する 

dataArray プロパティを設定する 

 
文字列配列プロパティ Collector は、分割ジョブでの親ジョブにおいて分割キーを

取得する際に利用することができる。 
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 入力チェック用 Collector の設定 
iBATIS データベース Collecotr、ファイル Collector、リストプロパティ Collector、およ

び文字列配列プロパティ Collector のそれぞれに対して、入力チェック機能を追加され

た Collector がフレームワークから提供されている。 
対象データ取得処理において、入力チェックを行う際にはジョブ Bean 定義ファイルで

入力チェック機能を追加された Collector を指定する。 
 Collector の実装例 

<!--ジョブの定義--> 

    ．．． 

<bean name="collector" parent="validationIBatisDbChunkCollector"> 

<property name="sql"> 

<value>UC-CS.SELECT003</value> 

</property> 

</bean> 

   ．．． 

入力チェック用 Collector を指定する 

 
入力チェック機能を追加された Collector を利用する際には、それぞれの基となってい

る Collector のプロパティに加えて、以下を設定する。 
 

 入力チェック用 XML 設定ファイルのパスの設定 
入力チェック用 XML 設定ファイルのパスを指定するため、ジョブ Bean 定義ファイル

に validationConfigLocations として List を登録する。validationConfigLocations として

Spring フレームワークの ListFactoryBean を登録し、以下のプロパティを設定する。 

項

番 
プロパティ データ型 必

須

設定内容 

1 sourceList List ○ 入力チェック用 xml 設定ファイルを

設定 

 
 validationConfigLocations の実装例 

<!--ジョブの定義--> 

    ．．． 

<bean id="validationConfigLocations" class="org.springframework.beans.factory.config.ListFactoryBean"> 

<property name="sourceList"> 

<list> 

<value>/common/validator-rules.xml</value> 

<value>/common/validator-rules-ex.xml</value> 

            <value>/sample/UC-CS-002/validation.xml</value> 

</list> 

</property> 

</bean> 

   ．．． 

入力チェック用 xml 設定ファイルを設定

 

Copyright © 2006 NTT DATA CORPORATION. 



機能名 BD-02 対象データ取得機能 ページ 13/15  

 

 入力チェック処理結果ハンドラの設定 
入力チェック処理結果ハンドラのデフォルト動作ではなく、ジョブ固有の動作を行わ

せ た い と き に は 、 ジ ョ ブ Bean 定 義 フ ァ イ ル に お い て 入 力 チ ェ ッ ク 用

validationResultHandler を上書きして定義する。 
validationResultHandler に は 、 フ レ ー ム ワ ー ク が 規 定 す る イ ン タ フ ェ ー ス

（jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecutorFactory）を実装したクラスを設定す

る。 
入力チェック用 validationResultHandler では、以下のプロパティを設定する。 

項

番 
プロパティ データ型 必

須

設定内容 

1 errorConti

nueFlg 

boolean  異常データがある場合も処理を継続

する場合『true』を設定 

1 messageAcc

essor 

MessageAccessor  メッセージ取得クラス 

（errorContinueFlg を true に

した場合は必須） 

 
 validationResultHandler の実装例 

<!--ジョブの定義--> 

    ．．． 

 <bean id="validationResultHandler" 

 class="jp.terasoluna.fw.batch.validation.StandardValidationResultHandler"> 

<property name="errorContinueFlg" value="true"/> 

<property name="messageAccessor" ref="messageAccessor"/> 

</bean> 

    ．．． 

使用するハンドラの設定 

フレームワークが提供するハンドラを使

用する場合は設定が必要 

errorContinueFlg を true に設定した場合

は異常があるデータをスキップし（チャ

ンクに含めず）、処理を継続する。 
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 リスタート時のデータ読み飛し実装例 
フレームワークが提供するデータアクセス機能を使う場合は、リスタートポイント以

前のデータを読み飛ばすように記述した SQL 文を設定する。 
 

<!-- sqlMapの定義 postgreSqlの場合--> 

    ．．． 

<select id="SELECT001" resultClass="be01BankTransactionData"  

parameterClass="jp.terasoluna.batch.sample.be01.SampleJobContext" fetchSize="100"> 

SELECT BID,TID,AID,DELTA FROM BANKTRANSACTIONDATA ORDER BY AID OFFSET #restartPoint#

</select> 

    ．．． 
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 拡張ポイント 

 Collector 実装の追加 
プロジェクトの要求により、Collector インタフェースの実装クラスを追加するこ

とができる。 
 

 関連機能 

 『BB-01 データベースアクセス機能』 
 『BC-01 ファイルアクセス機能』 
 『BE-05 処理結果ハンドリング機能』 
 『BH-01 例外ハンドリング機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 

 備考 

 なし。 
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 BD-03 コントロールブレイク機能 

 概要 

 機能概要 

 コントロールブレイク機能では、対象データがコントロールブレイクした際に、

コントロールブレイクハンドラを起動する機能を提供する。 
 コントロールブレイク処理とは、ある項目をキーとして、キーが変わるまで

集計したり見出しを追加したりする処理である。キーブレイク処理とも呼ば

れる。 
 

 TERASOLUNA-Batch では、以下の３種類のコントロールブレイクを規定している。 
 

項

番 
コントロールブ

レイクの種類 
チャンクとの関係 トランザクション

範囲との関係 
定義可能なコン

トロールブレイ

クの数 

1 チャンクコントロール

ブレイク 

チャンクの切れ目にお

いてコントロールブレイ

クが発生する。 

チャンク別トランザクショ

ンモデル（ブレイク）雛

形を使用すればトラン

ザクション境界毎にブレ

イク処理が発生する。 

ジョブに対して、一つ

のみ定義可能 

2 トランスチャンクコント

ロールブレイク 

チャンクの切れ目を跨

ってコントロールブレイ

クが発生する。 

チャンク別トランザクショ

ンモデル（ブレイク）雛

形を使用すればトラン

ザクション境界を跨った

ブレイク処理が発生す

る。 

ジョブに対して、複数

定義可能。ただし、

チャンクコントロール

ブレイクの設定が無

い場合は定義できな

い。 

3 コントロールブレイク チャンク内の処理にお

いてチャンクとは関係な

く処理する入力データ

単位でコントロールブレ

イクを発生させることが

できる。 

チャンク内の処理であ

るためトランザクション

境界と関係なくコントロ

ールブレイク処理が起

動される。 

ジョブに対して、複数

定義可能。 
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 概念図 

 コントロールブレイク処理の概要 
ビジネスロジックが実行されると、次のデータに対してビジネスロジックが実行

される前にフレームワークによってコントロールブレイク発生の判定が行われる。

コントロールブレイク発生の判定は、アプリケーション開発者が設定したブレイ

クキーに従って行われる。 
コントロールブレイクが発生していた場合には、当該ブレイクキーに対応するコ

ントロールブレイク処理が起動される。 
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 チャンクコントロールブレイク、トランスチャンクコントロールブレイクとコン

トロールブレイクの例 
 

  
 

 
 処理の流れ 

11 1行目の対象データに対するビジネスロジック処理が実行される

12 2行目の対象データに対するビジネスロジック処理が実行される

2 ブレイクキー③に対応するコントロールブレイク処理が実行される

3行目の対象データに対するビジネスロジック処理が実行される

2 ブレイクキー③に対応するコントロールブレイク処理が実行される

13

4行目の対象データに対するビジネスロジック処理が実行される

2 ブレイクキー③に対応するコントロールブレイク処理が実行される

1
4

3 ブレイクキー②に対応するコントロールブレイク処理が実行される

4
チャンクト別ランザクションモデル(ブレイク)を使う場合はトランザクション境界がチャンク単位にな
るため、コミットが行なわれる

5行目の対象データに対するビジネスロジック処理が実行される

2 ブレイクキー③に対応するコントロールブレイク処理が実行される

15

6行目の対象データに対するビジネスロジック処理が実行される

2 ブレイクキー③に対応するコントロールブレイク処理が実行される

16

7行目の対象データに対するビジネスロジック処理が実行される

2 ブレイクキー③に対応するコントロールブレイク処理が実行される

17

ブレイクキー②に対応するコントロールブレイク処理が実行される

4 ブレイクキー①に対応するコントロールブレイク処理が実行される

3

5
チャンク別トランザクションモデル(ブレイク)を使う場合はトランザクション境界がチャンク単位にな
るため、コミットが行なわれる
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 解説 

 コントロールブレイクの種類とトランザクション 
フレームワークでは、以下の３種類のコントロールブレイクを規定する。 
それぞれのコントロールブレイクハンドラは、ジョブ Bean 定義ファイルの対応す

るプロパティで設定を行う。 

項番 コントロールブレイ

クの種類 
概要 

1 チャンクコントロールブレ

イク 

チャンクの切れ目でブレイク処理が発生する。チャンク別トランザクション

モデル (ブレイク)雛形を使用するとチャンクの切れ目はトランザクション

境界と一致するためトランザクション単位でブレイク処理が発生されること

になる。 

ジョブに対して一つのみ定義することができる。 

2 トランスチャンクコントロー

ルブレイク 

チャンクを跨ったチャンクの切れ目でブレイク処理が発生する。チャンク

別トランザクションモデル (ブレイク)雛形を使用するとトランザクション範

囲を超えたブレイク処理になる。 

ジョブに対しては複数定義することはできるが、チャンクコントロールブレ

イク定義が無い場合はトランスチャンクコントロールブレイクを定義するこ

とはできない。また、チャンクコントロールブレイクの設定内容を包含した

定義にする必要がある。 

3 コントロールブレイク チャンク内の BLogic で処理する入力データ毎にブレイクキーを確認

し、ブレイク処理を実行する。チャンク内の BLogic で処理する入力デ

ータ単位のブレイク処理であるためコントロールブレイクが発生してもトラ

ンザクション境界には影響しない。 

チャンクコントロールブレイク定義有無にかかわらずジョブに対しては複

数定義することができる。ただし、チャンクコントロールブレイク定義があ

る場合はチャンクコントロールブレイクの設定内容を包含した定義にする

必要がある。 

チャンクコントロールブレイクでは、チャンクを作成する際にチャンクサイズは

参照されず、コントロールブレイクの範囲がチャンクとなるようにチャンク内の

データのサイズが調整される。ただし、チャンクコントロールブレイクの設定が

無い場合は指定されたチャンクサイズを参照しチャンクを作成する。 
トランスチャンクコントロールブレイクでは、チャンクコントロールブレイク用

のチャンクを作成する際にチャンクを跨ったブレイク処理があるかを評価し、ブ

レイク処理情報をチャンクに追加する。追加された情報はチャンクの切れ目で評

価結果に従ったブレイク処理を起動する。 
コントロールブレイクでは、トランザクション範囲はコントロールブレイク範囲

とは無関係に設定される。すなわち、コントロールブレイク範囲の中であっても、

チャンクサイズの設定に従ってフレームワークによってトランザクション範囲が

設定される。 
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 コントロールブレイクハンドラのインタフェース 
コントロールブレイクハンドラはフレームワークで規定する以下のインタフェー

スを実装して作成する。 
 

項

番 
インタフェース名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.batch.openapi.Con

trolBreakHandler 

コントロールブレイクハンドラが実装するイン

タフェース 

 
フレームワークは、ジョブ Bean 定義ファイルのコントロールブレイクの設定によ

り、コントロールブレイク発生の判定を行い、ControlBreakHandler インタフェー

スを通してコントロールブレイクハンドラを起動する。 
 

 コントロールブレイクハンドラの入力 
コントロールブレイクでは、以下の入力パラメータが ControlBreakHandler インタ

フェースを通して渡される。 

項

番 
入力パラメータ 概要 

1 ブレイクキー値マッ

プ 

コントロールブレイクが発生した際のブレイクキーの値。 

 

ブレイクキーが複数の項目である場合には、それらの値が List で渡

される。たとえば、「取引先番号」と「請求書番号」でブレイクキーとして

設定されていた場合には、コントロールブレイク時の「取引先番号」の

値と「請求書番号」の値がマップ形式で渡される。 

2 ジョブコンテキスト ジョブのジョブコンテキスト。 

 

コントロールブレイク処理でサマリなどを取る場合には、ジョブコンテキ

ストからサマリを取れるようにビジネスロジックの中で順次加算するなど

の処理を行う必要がある。一方、コントロールブレイクハンドラでは次

回コントロールブレイク時にもサマリが正しく取得できるように、ジョブコ

ンテキストのサマリ結果をクリアするなどの処理が必要となる。 
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 コントロールブレイクハンドラの起動条件 
コントロールブレイクハンドラは、以下の何れかの条件が成立するときに起動さ

れる。 
 

項

番 
コントロールブレイクハンドラの起動条件 

1 コントロールブレイクハンドラに対応するコントロールブレイクが発生し

た。 

2 対象データの最後に到達した。 

 
コントロールブレイク範囲のビジネスロジック（あるいは処理結果ハンドラ、例

外ハンドラ）で、NORMAL_END 又は ERROR_END が返却された場合には、コン

トロールブレイクハンドラは起動されない。また、コントロールブレイクが複数

定義されていて、下位のコントロールブレイクハンドラが NORMAL_END 又は

ERROR_END を返却した場合でも当該コントロールブレイクハンドラは起動され

ない。 
対象データの最後に到達した場合、及び最終チャンクに到達した場合には、全て

のコントロールブレイクが発生したものとして扱われる。 
 

 一つのブレイクキーに対するコントロールブレイクハンドラの設定数 
一つのブレイクキーに対して一つのコントロールブレイクハンドラのみ設定する

ことができる。ただし、チャンクコントロールブレイクに対するコントロールブ

レイクハンドラ、トランスチャンクコントロールブレイクに対するコントロール

ブレイクハンドラ、コントロールブレイクに対するコントロールブレイクハンド

ラは、同一のブレイクキーに対して設定することができる。 
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 コントロールブレイクハンドラの起動タイミング 
コントロールブレイクに対するコントロールブレイクハンドラは、コントロール

ブレイク発生時にコントロールブレイク範囲のビジネスロジックが起動された後

で直ちに起動される。したがって、そのジョブがチャンク別トランザクションモ

デル(ブレイク)の場合に、たまたまチャンクの切れ目でコントロールブレイクハ

ンドラが起動された場合であっても、そのチャンク分の JDBC バッチ更新が起動

される前にコントロールブレイクハンドラが起動される。 
 

チャンクコントロールブレイクに対するコントロールブレイクハンドラは、チャ

ンク分の JDBC バッチ更新が実行された後、かつトランザクションがコミットさ

れる前に起動される。 

 
また、チャンクコントロールブレイク、トランスチャンクコントロールブレイク

とコントロールブレイクが同一ジョブの同一ブレイクキーで設定されていた場合

には、コントロールブレイクに対するコントロールブレイクハンドラが起動され
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てから、チャンク分の JDBC バッチ更新処理が行われ、その後チャンクコントロ

ールブレイクに対するコントロールブレイクハンドラ起動後、トランスチャンク

コントロールブレイクに対するコントロールブレイクハンドラが起動される。 
JDBC バッチ更新処理については、『BB-01 データベースアクセス機能』を参照の

こと。 
 

 複数のコントロールブレイクが存在する場合の起動順序 
複数のコントロールブレイクが発生する場合には、下位のコントロールブレイク

ハンドラから順次起動される。 
たとえば、「支社コード」および「支社コード、担当者」でそれぞれにコントロー

ルブレイクが定義されている場合では、「支社コード」の値が変わったときには、

「支社コード、担当者」のコントロールブレイク、「支社コード」のコントロール

ブレイクの順に起動される。 
 

 分割キーのコントロールブレイク 
分割キーに対しては、コントロールブレイクを定義することはできない。つまり、

分割ジョブの親ジョブにはコントロールブレイクを定義することはきない。 
通常ジョブ、および分割キーの子ジョブに対してはそれぞれコントロールブレイ

クを定義することができる。 
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 コントロールブレイクハンドラの返却値 
コントロールブレイクハンドラでは、ビジネスロジックと同じく BLogicResult を

返却する。また、BLogicResult にはリターンコードを設定して返却する。 
 

項

番 
リターンコード 概要 

1 NORMAL_CONTINUE 処理を継続する。 

 

返却された NORMAL_CONTINUEは、JobResultが保持するブ

レイクキー毎の NORMAL_CONTINUE件数に加算される。 

2 NORMAL_END （実行中のトランザクションがあれば）トランザクションをコミットし、

ジョブを終了する。 

 

コントロールブレイクハンドラが NORMAL_END を返却した場合に

は、上位のコントロールブレイクハンドラが存在したととしても起動

されない。 

3 ERROR_CONTINUE 処理を継続する。 

 

返却された ERROR_CONTINUE は、JobResult が保持するブ

レイクキー毎の ERROR_CONTINUE件数に加算される。 

4 ERROR_END （実行中のトランザクションがあれば）トランザクションをロールバッ

クし、ジョブを終了する。 

 

そのコントロールブレイクに対して複数のコントロールブレイクハン

ドラが起動される条件であっても、下位のコントロールブレイクハン

ドラが ERROR_END を返却した場合、上位のコントロールブレイク

ハンドラは起動されない。 

コントロールブレイクハンドラが ERROR_END を返した場合に、同

一のブレイクキーでトランザクショナルコントロールブレイクハンドラ

が設定されていても、そのトランザクショナルコントロールブレイク

ハンドラは起動されない。 
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 コントロールブレイクハンドラからの JDBC バッチ更新の登録 
コントロールブレイクハンドラでは、返却する BLogicResult に JDBC バッチ更新

処理依頼を登録することができる。コントロールブレイクハンドラから登録した

JDBC バッチ更新処理依頼は、以下のタイミングで実行される。 
 

項

番 
コントロールブ

レイクの種類 
コントロールブレイクハンドラで登録した JDBC バッチ

更新処理依頼の実行タイミング 

1 チャンクコント

ロールブレイク 
コントロールブレイクハンドラが実行された後、トラン

ザクションがコミットされる前に実行される。 

2 トランスチャン

クコントロール

ブレイク 

コントロールブレイクハンドラが実行された後、トラン

ザクションがコミットされる前に実行される。 

3 コントロールブ

レイク 
コントロールブレイクハンドラが含まれるチャンクの処

理が終わったタイミングで実行される。 

 
<<application>>

:XXXBLogic

<<framework>>
:BLogicResult

《framework》
:ControlBreakWorker

<<framework>>
:ControlBreakProcessor

LOOP[ ]

ref ビジネスロジック処理

<<framework>>
BatchUpdateProcessor

<<framework>>
:ControlBreak

BLogicExecutor

<<application>>
controlBreakHandler
:ControlBreakHandler

processControlBreak()

doControlBreak()

<<framework>>
:DAO

<<database>>
:DBMS

<<application>>
chunkControlBreakHandler

:ControlBreakHandler

doChunkControlBreak()
processControlBreak()

COMMIT

ref JDBCバッチ更新処理

processBatchUpdate()

ref JDBCバッチ更新処理

processBatchUpdate()

トランザクションをコミット
（チャンク別トランザクショ

ンモデルの場合）

ビジネスロジックでの

JDBCバッチ更新処理

依頼

コントロールブレイクハンドラで

のJDBCバッチ更新処理依頼

ビジネスロジックおよびコントロールブレイクハンド

ラで登録したJDBCバッチ更新処理依頼の実行タ

イミング

チャンクコントロールブレイク

ハンドラでのJDBCバッチ更

新処理依頼

doTransChunkControlBreak()

<<application>>
transControlBreakHandler

:ControlBreakHandler

processControlBreak()

チャンクコントロールブレイクハンドラおよびトラン
スチャンクコントロールブレイクハンドラで登録した

JDBCバッチ更新処理依頼の実行タイミング

 
 
 

 コントロールブレイクハンドラでの例外処理 
コントロールブレイクハンドラから、フレームワークに例外がスローされてきた

場合の処理については、『BH-01 例外ハンドリング機能』を参照のこと。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 ジョブ Bean 定義ファイルの設定 
ジョブ Bean 定義ファイルでは、コントロールブレイク、およびコントロールブレ

イクハンドラを設定することができる。 
 ジョブ Bean 定義ファイルの設定例 

... 

<import resource="classpath:/template/ChunkTransactionForControlBreakBean.xml"/> 

... 

<bean id="collector" parent="controlBreakIBatisDbChunkCollector"> 

... 

<util:list id="controlBreakDefItemList"> 

<bean lass="jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBreakDefItem"> 

<property name="breakKey"> 

<list> 

<value>branchCd</value> 

<value>tantosyaId</value> 

<value>custName</value> 

</list> 

</property> 

<property name="contorlBreakHandler"> 

      <bean class="jp.terasoluna……XXXControlBreakHandler"/> 

    </property> 

</bean> 

</util:list> 

<bean id="chunkControlBreakDefItem"  

class="jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBreakDefItem"> 

<property name="breakKey"> 

 <list> 

               <value>branchCd</value> 

               <value>tantosyaId</value> 

 </list> 

</property> 

<property name="contorlBreakHandler"> 

 <bean class="jp.terasoluna……XXXControlBreakHandler"/> 

</property> 

</bean> 

  

コントロールブレイク用 Collector 設定。 

コントロールブレイク用の 

雛形をインポートする。

コントロールブレイクの設定。 

ブレイクキーには、ビジネスロジックの入力

パラメータの属性名を指定する。 

ブレイクキーに対応するコントロールブレイ

クハンドラを設定する。 

チャンクコントロールブレイクの設定。 

指定したキーにより、チャンク

が作成される。 

ブレイクキーに対応するコントロールブレイ

クハンドラを設定する。 
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<util:list id="transChunkControlBreakDefItemList"> 

<bean  

class="jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBreakDefItem"> 

     <property name="breakKey"> 

        <list> 

           <value>branchCd</value> 

        </list> 

      </property> 

      <property name="contorlBreakHandler"> 

        <bean class="jp.terasoluna……XXXControlBreakHandler"> 

<property name=”queryDAO” ref=”queryDAO”> 

       </bean> 

</property> 

</bean> 

</util:list> 

... 

必要に応じてコントロールブレイクハンドラ

のプロパティを DI で設定する。 

ブレイクキーに対応するコントロールブレイ

クハンドラを設定する。 

トランスチャンクコントロールブレイクの設定。 

チャンクコントロールブレイクの設定が無い場合は設定できない。 

Copyright © 2006 NTT DATA CORPORATION. 



機能名 BD-03 コントロールブレイク機能 ページ 13/15  

 

 コントロールブレイクハンドラの実装例 
pubic class TantosyaSummaryHandler implements ControlBreakHandler<MyJobContext> { 

    private QueryDAO queryDAO; 

    ... 

 

 

    public BlogicResult handleControlBreak(Map<String, Object>breakKeyValueMap, 

MyJobContext jobContext, 

) { 

 

 

 

 

        ... 

String tantosyaId = (String) breakKyes.get(0); 

        BigDecimal tantosyaBetsuKingaku = jobContext.getTantosyaBetsuKingaku(); 

 

         ... 

 

        jobContext.clearTantosyaBetsuKingaku(); 

 

        return new BLogicResult(ReturnCode.NORMAL_CONTINUE); 

    } 

} 

コントロールブレイクハンドラは、 

ControlBreakHandler を実装する。 

コントロールブレイクハンドラで

は、ジョブコンテキストなどからコ

ントロールブレイクに必要なデータ

を取得する。 

ジョブコンテキストでは大きなデータを保持

しないように、不要なデータは削除する。 

コントロールブレイクハンドラで

は、BLogicResult をリターンする。 
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 拡張ポイント 

 処理モデルの雛形作成。 
フレームワークで提供するブレイク処理用雛形はチャンク別トランザクションモ

デルをベールにした雛形であり、必要に応じてチャンク別ノートランザクション

や分割ジョブ用のブレイク処理用雛形等を作成することができる。 
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 関連機能 

 『BA-01 トランザクション管理機能』 
 『BB-01 データベースアクセス機能』 
 『BH-01 例外ハンドリング機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュトリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし。 
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 BE-01 同期型ジョブ起動機能 

 概要 

 機能概要 

 Java VM を起動し対象のジョブを実行する機能を提供する。 
 起動するジョブの設定はジョブ Bean 定義ファイル上で行う。 
 バッチフレームワークにジョブ ID、ジョブ Bean 定義ファイルの相対パスを引数

として指定することで対象のジョブが実行される。 
 

 概念図 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ラ

ジ
ョ

ブ

ジョブ起動

ジョブ終了

コード返却

ジョブ実行

フレームワーク

BeanFactory生成

フレームワークBean定義ファイル
(AppplicationContext.xml)
・ビジネスロジック

・Collector
・トランザクションモデル

・ジョブ前処理

・ジョブ後処理

ジョブBean定義に

従い実行

ジョブ

BeanFactory生成

ジョブBean定義ファイル

(ジョブID.xml)
・スレッド制御

・共有パラメータ

・各種トランザクションモデル

・各種Collector定義

Bean

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

Bean

Java VMが起動さ

れる

ジョブID、ジョブ

Bean定義ファイル
の相対パスを引数
で指定しジョブを

起動

終了結果の受け取り

Java VMが終了さ

れる
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 解説 

 同期型ジョブの起動と終了 
 Java VM の起動時、引数としてジョブ ID、ジョブ Bean 定義ファイルの相対

パスを指定することで対象のジョブが実行される。 
 起動されたフレームワークは初期化処理を行う。 

 フレームワーク Bean 定義ファイルを用いてフレームワーク BeanFactory
の生成を行う。 

 ジョブ Bean 定義、データアクセス Bean 定義、スレッドプール Bean 定

義ファイルを用いてジョブ BeanFactory の生成を行う。 
 初期化処理に失敗した場合はエラーとして終了する。 
 フレームワーク Bean 定義ファイル、ジョブ Bean 定義ファイル、データ

アクセス Bean 定義ファイル、スレッドプール Bean 定義ファイルの詳細

は『設定ファイル説明書』を参照のこと。 
 ジョブ Bean 定義ファイルの設定内容に従いジョブを実行する。 

 インポートしたジョブ Bean によりキー分割処理等を選択することができ

る。詳細は『BA-01 トランザクション管理機能』を参照のこと。 
 ジョブが完了したらジョブ終了コードを返却し、Java VM を終了する。 

 ジョブ終了コード返却に関する詳細な内容は『BD-01 ビジネスロジック

実行機能』、『BE-05 処理結果ハンドリング機能』を参照のこと。 
 

 フレームワーク BeanFactory とジョブ BeanFactory 
 フレームワーク BeanFactory はバッチフレームワーク全体で使われるベース

Manager、Collector、処理結果ハンドラ等のリソース情報が格納されている

Spring の BeanFactory である。 
 ジョブ BeanFactory はジョブ毎に実行するジョブ前処理、ジョブ後処理、

Collector、ビジネスロジック等の設定情報が格納されている Spring の

BeanFactory である。 
 ジョブ BeanFactory はフレームワーク BeanFactory を親 Bean として指定しジ

ョブ定義を行うことでジョブ BeanFactory からフレームワーク BeanFactory の

情報を参照することができる。 
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 データアクセス Bean 定義ファイルとスレッドプール Bean 定義ファイル 
 データアクセス Bean 定義ファイル 

データソース、iBATIS 用 SqlMapClient、DAO、トランザクションプロキシ等

データアクセス用 Bean が定義されたファイルである。 
同期型ジョブ起動時には、ジョブ BeanFactory に Bean が登録される。ジョブ

BeanFactory で iBATIS 設定ファイルが設定されている場合には、その設定に

したがって iBATIS が初期化される。データアクセスについての詳細は、『BB-

01 データベースアクセス機能』を参照のこと。 
 スレッドプール Bean 定義ファイル 

ジョブ起動時に使用するスレッドプールを定義する Bean 定義ファイルである。

同期型ジョブ起動時には、ジョブ BeanFactory に Bean が登録される。ジョブ

Bean 定義ファイルの多重度の設定に従いスレッドプールを生成する。スレッ

ド設定の詳細は『アーキテクチャ説明書』を参照のこと。 
 

 ジョブ起動時の引数 
 第１引数：起動するジョブ ID（必須） 

 実行対象のジョブ ID を指定する。 
 実行対象のジョブ Bean 名に該当する。 

 第２引数：ジョブ Bean 定義ファイルの相対パス（必須） 
 実行対象ジョブの情報が設定されているジョブ Bean 定義ファイルの相対

パスを指定する。 
 ジョブ Bean 定義ファイルが「batchapps」フォルダに格納されている

場合には、そのフォルダからの相対パスを指定する。 
 ジョブ Bean 定義ファイルは、クラスローダで読み込まれる。ジョブ

Bean 定義ファイルが格納されたフォルダ、あるいは jar ファイルに

クラスパスを通しておくこと。 
 指定されたジョブ Bean 定義ファイルが存在しない場合はエラー終了する。 

 第３引数以降：パラメータ値（任意） 
 指定された値はジョブコンテキストに格納される。 
 引数の前に「-p」を指定することで起動ジョブのジョブプロセス ID を指

定することができる。ジョブプロセス ID の詳細は『BE-03 ジョブ実行管

理機能』を参照のこと。 
 

 パラメータデータ初期化処理 
 ジョブ起動時に指定した引数をジョブコンテキストに格納する処理である。 
 ジョブコンテキストに格納したデータは以下の処理から参照することができ

る。 

・ ジョブ前処理 
・ ジョブ後処理 

・ ビジネスロジック 

・ Collector 
・ 先頭チャンク前処理 

・ 最終チャンク後処理 
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詳細は『BA-01 トランザクション管理機能』、『BD-01 ビジネスロジック実行機

能』、『BD-02 対象データ取得機能』を参照のこと。 

 

 ジョブ終了コードの返却 
 ビジネスロジックの実装時、業務開発者が指定したジョブ終了コードをプロ

セスの終了コードとして返却することができる。 
詳細は『BD-01 ビジネスロジック実行機能』を参照のこと。 

 指定されたジョブ終了コードは処理結果ハンドラに渡され返却される。処理

結果ハンドラを独自に実装することでジョブ終了コード用処理を追加するこ

とができる。 
詳細は『BE-05 処理結果ハンドリング機能』を参照のこと。 

 ビジネスロジックからの指定が無い場合はフレームワークが規定するジョブ

終了コードを返却する。詳細は『BE-05 処理結果ハンドリング機能』を参照

のこと。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 ファイル配置構成（例） 

 

 
 フレームワークの起動例 

 クラスパスの設定 
 「batchapps」フォルダをクラスパスに追加する。 

 起動例 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ジョブ Bean 定義ファイルの設定例（ジョブ ID.xml） 
 

 
 
 
 
 
 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<!DOCTYPE beans PUBLIC "-//SPRING//DTD BEAN//EN" 

 "http://www.springframework.org/dtd/spring-beans.dtd"> 

<beans> 

<!-- ジョブ実行処理用設定 --> 

<import resource="../../chunkTransactionBean.xml"/> 

 ..... 

  ..... 

</bean> 

</beans> 

チャンク別トランザクションモデルを使用した場合の例 

詳細は『BA-01 トランザクション管理機能』を参照 

>java jp.terasoluna....JobStarter JOB0001 UD001/JOB0001.xml PARM01 PARM02 PARM03 PARM04 –P PS00001 

ジョブプロセス ID 

ジョブコンテキストに

PARM01－04 の値が格納

される 

ジョブ Bean 設定フ

ァイルの相対パス。 

ジョブ ID『JOB0001』が

実行される。 
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 ジョブコンテキストの使用方法 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 シェルスクリプトを使ったジョブ終了コード取得例 
 

public class SampleJobParameter extends JobContext { 

private String company = null; 

private Date startDay = null; 

private Date endDay = null; 

private List<String> fileData = null; 

public void setParameter(String[] arg) { 

company = arg[0]; 

startDay = DateFormat.getTimeInstance().parse(arg[1]); 

endDay = DateFormat.getTimeInstance().parse(arg[2]); 

        Properties p = new Properties(); 

 

       FileInputStream fis = new FileInputStream(fileName);  

        p.load(fis); 

        ・・・・・ 

    } 

public String getCompany(){ 

    return company; 

} 

public Date getStartDay(){ 

    return startDay; 

} 

public Date getEndDay(){ 

    return endDay; 

} 

public List<String> getFileData(){ 

    return fileData; 

} 

} 

 引数からのパラメー

タ情報格納 

$ java jp.terasoluna....JobStarter JOB0001  ...... 

$ echo $?           ←  終了コードを表示する 

$ 0 

シェルスクリプトからの

ジョブ終了コード取得例 

ジョブ終了コード表示 

（正常終了時の例） 

> java jp.terasoluna....JobStarter JOB0001 UD001/JOB0001.xml  会社名 開始日 終了日   

  testParm.properties  

”-p”、およびジョブプロセス ID はジョブコンテ

キストの setParameter()には渡されない。 

ジョブプロセス ID を指定した場合であっても、 

ファイルからのパラ

メータ情報格納  

パラメータ用引数(ファイル)

パラメータ用引数 
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 拡張ポイント 

なし。 

 関連機能 

 『BA-01 トランザクション管理機能』 
 『BD-01 ビジネスロジック実行機能』 
 『BD-02 対象データ取得機能』 
 『BE-03 ジョブ実行管理機能』 
 『BE-05 処理結果ハンドリング機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 

 備考 

 なし。 
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 BE-02 非同期型ジョブ起動機能 

 概要 

 機能概要 

 フレームワークがジョブ管理テーブルを監視し、登録された対象のジョブを実行

する機能である。 
 実行対象のジョブをジョブ管理テーブルに登録することで対象のジョブが実行さ

れる。 
 ジョブ管理テーブルの監視周期、ジョブ多重実行数はデーモン用 Bean 定義ファイ

ル(AsyncBatchDaemonBean.xml)から指定することがができる。 

 概念図 
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 解説 

 非同期バッチデーモンの起動と終了 
(1) フレームワークは、デーモン起動用 Bean 定義ファイルに従い非同期バッチデ

ーモンを起動する。 
(2) 非同期バッチデーモンは、フレームワーク Bean 定義ファイルを用いてフレー

ムワーク BeanFactory の生成を行う。 
 フレームワーク BeanFactory の生成処理に失敗した場合はエラーとして

非同期バッチデーモンを終了する。 
 非同期バッチデーモンからジョブ多重実行を行う場合、スレッドプール

が管理するスレッド数はジョブ多重実行数を考慮しフレームワーク Bean
定義ファイルに設定する必要がある。 

(3) 非同期バッチデーモンは、ジョブ管理テーブルを監視し、登録されたジョブ

があればジョブ依頼情報を取得する。詳細は「ジョブ管理テーブルの監視、

ジョブ依頼情報の取得、ジョブ起動」を参照のこと。 
(4) ジョブ依頼情報が取得された場合はジョブの起動状況をジョブ管理テーブル

に登録する。詳細は「ジョブ管理テーブルの監視、ジョブ依頼情報の取得、

ジョブ起動」を参照のこと。 
(5) ジョブ起動状況の登録が正常に終了した場合は対象ジョブを実行する。 

① ジョブ Bean 定義ファイルを用いてジョブ BeanFactory の生成を行う。 
② ジョブ BeanFactory の生成処理に失敗した場合はエラーとしてジョブを

終了する。 
③ ジョブ Bean 定義ファイルの設定内容に従いジョブを実行する。 

(6) ジョブの実行が終了するとジョブ終了コードをジョブ管理テーブルに登録す

る。 
(7) 取得したジョブ依頼情報がバッチ停止用レコードの場合は非同期バッチデー

モンを終了する。 
※ フレームワーク BeanFactory、ジョブ BeanFactory の詳細は『BE-01 同期型

ジョブ起動機能』を参照のこと。 
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 ジョブ管理テーブルの監視、ジョブ依頼情報の取得、ジョブ起動 
 指定された監視周期毎にジョブ管理テーブルをチェックし、ジョブ依頼情報

を取得する処理である。 
 非同期バッチデーモンが行うジョブ管理テーブル監視、ジョブ依頼情報取得

の処理フローは以下である。 
① 登録されたジョブ依頼情報があればジョブ依頼情報を取得し、キューに

追加する。 
• 一回の監視チェックで取得するジョブ依頼情報数は一つである。 

② 対象のジョブ依頼情報がない場合は監視周期分待機した後、ジョブ管理

テーブルのチェックを行う。 
③ 非同期バッチデーモンが終了するまで上記の処理を継続する。 

 非同期バッチデーモンのジョブ起動処理フローは以下である。 
① 指定されたジョブ多重実行数分、ジョブ実行用スレッドが起動されキュ

ーからジョブを取得する。 
• 以下②～⑤の処理はジョブ実行用スレッド毎に実行される。 

② 取得したジョブ依頼情報に該当するレコードの「起動状況」を「起動

中」に更新する。 
③ ジョブ起動状況の登録に失敗した場合はジョブを起動しない。 

• 二重起動防止用の排他制御。 
④ キューから終了コードが取得された場合はジョブ実行用スレッドを終了

する。 
⑤ ジョブ実行用スレッドが終了するまで上記の処理を継続する。 

 ジョブ依頼情報の取得条件。 
 「起動状況」が「起動前」であるもの。 
 上記の条件かつ「ジョブ依頼番号」が一番小さいもの。 

 非同期バッチデーモンの終了。 
 取得したジョブ依頼情報がデーモン終了用ジョブ依頼であればキューに

終了コードを追加し、ジョブ管理テーブル監視用スレッドを終了する。 
 デーモン終了用ジョブ依頼 

• ジョブ ID：「STOP」の文字例。（固定） 
• ジョブ Bean 定義ファイル名：「StopDaemonBean.xml」（変更可） 
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 ジョブ管理テーブル内容 

項

番 
属性名 カラム名 必

須

概要 

1 ジョブ依頼番号 REQUEST_NO ○ ジョブ依頼連番。(DB の PK) 

2 ジョブＩＤ JOB_ID ○ 実行対象のジョブ ID。（bean 名） 

『ＳＴＯＰ』を登録すると起動中のジョブ完了後、非

同期バッチデーモンが終了される。 

3 ジョブ Bean 定

義ファイル名 

JOB_FILE ○ 実行対象のジョブ Bean が登録されているジョブ

Bean 定義ファイルの相対パス。 

デーモン終了用のジョブ ID 登録時は任意で設

定すること。 

4 パラメータ PARAMETER  ジョブコンテキストに格納する値。 

詳細は『BE-01 同期型ジョブ起動機能』を参照の

こと 

5 起動状況 STATE ○ ０：起動前、1：起動中、2：再起動中、3：正常終

了、4：異常終了、7：中断/強制終了 

バッチ登録時は 0 を初期値として登録する必要

がある。 

6 ジョブ終了コード END_CODE  ジョブ処理終了後返却される終了コード。 

7 更新時刻 UPDATE_TIME  更新時刻 

8 登録時刻 REGISTER_TIME  登録時刻 

※ ジョブ管理テーブルのテーブル名及びカラム名は各プロジェクトで自由に変

更できる。 
※ ジョブ Bean 定義ファイル名は別テーブル上で管理することも可能である。 
 

 非同期バッチデーモンの異常終了時対応 
予想外のエラーが発生し非同期バッチデーモンが終了するとジョブ管理テーブル

の整合性の保証ができなくなる。（「起動状況」が「起動中」または「再起動中」

のまま終了。） 
該当のジョブ依頼情報の「起動状況」を「起動前」に更新することでジョブを再

開することができる。 
 

 DB 障害時の運用 
ジョブ管理テーブルが存在する DB サーバがなんらかの障害で落ちた場合には、

非同期バッチデーモンの再起動を行う必要がある。 
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 ジョブ BeanFactory のキャッシュ 
非同期バッチデーモンにジョブ BeanFactory をキャッシュさせることによって、

ジョブ実行の度にジョブ BeanFacotry を作成しないようにし、ジョブ起動の性能

向上を行うことができる。 
ジョブ BeanFactory をキャッシュする場合には、ジョブ Bean 定義ファイルに登録

されている Bean のインスタンスが、そのまま次のジョブ起動時にも利用される。

したがって、ジョブ Bean 定義ファイルに登録されている Bean のインスタンスが

状態を持たないようにする必要がある。 
ジョブ BeanFactory のキャッシュを利用するかどうかは、ジョブ毎に指定するこ

とができる。ジョブ BeanFactory のキャッシュを利用する場合には、ジョブ Bean
定義ファイルに設定を行う。設定を行わなければ、キャッシュされない。 
 

 フレームワーク BeanFactory とジョブ BeanFactory の生成 
同期型ジョブ起動と異なり、データアクセス Bean とスレッドプール Bean はフレ

ームワーク BeanFactory として生成されフレームワーク全体でリソースを共有す

る。従って、生成するスレッド数はスレッドプール Bean 定義に設定する必要があ

りデーモン起動中は変更することができない。同じくデータアクセス Bean もフレ

ームワーク BeanFactory として生成されるため一つのデーモンで設定できる

SqlMapConfig ファイルは一つのみである。SqlMapConfig の詳細は『BA-02 データ

ベースアクセス機能』を参照のこと。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 非同期バッチデーモンの起動例 
 Java VM 起動 

 
 
 
 
 

 スケジュールバッチの使用例 
スケジューラからスケジュールに従ってジョブ依頼情報をジョブ管理テーブルに

登録することでスケジュールバッチに対応することが出来る。 
 

 ジョブ依頼情報登録用シェル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

>java jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init.AsyncBatchDaemon 

「AsyncBatchDaemonBean.xml」の定義内

容に従い起動 

ORA_USER=... 

O A_PASS=... 

end 

    } 

        sleep 100 

    }else{ 

R

CONNECT_STRING="$ORA_USER/$ORA_PASS@$ORACLE_SID" 

sqlplus $CONNECT_STRING @$1 $2 

echo "INSERT INTO  ...." | ....  

 

while (1) 

    echo "SELECT ...." | ....  

    ジョブ終了チェック 

     ..... 

    if(ジョブ終了？){ 

        break 

 

 
ジョブ終了確認 

ジョブ依頼情報の登録 
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 スケジュールバッチの動作 

 
 

 周期バッチの使用例 
起動待ち解除時刻を利用し実行周期毎のジョブ依頼情報をジョブ管理テーブルへ

大量に登録する方法や、スケジューラを利用し周期毎にジョブ依頼情報をジョブ

管理テーブルへ登録する方法など、様々な方法から対応することができる。 
 

 随時バッチの使用例 
スケジューラやオンラインアプリケーションから必要に応じてジョブ依頼情報を

ジョブ管理テーブルに登録することでジョブを起動することができる。 
 

 ジョブ BeanFactory のキャッシュ設定 
ジョブ BeanFactory をキャッシュする場合には、ジョブ Bean 定義ファイルに設定

する。 
 ジョブ BeanFactory をキャッシュする際のジョブ Bean 定義ファイルの設定 

 
 
 
 
 
 
 
※ キャッシュする際に、同じジョブ Bean 定義ファイルを利用するジョブを複数

起動した場合、ジョブごとに異なる必要がある Bean 定義(jobContext など)は、

scope 属性を prototype にする必要がある。 
Bean 定義の scope 属性を singleton にすると全てのジョブで同じ Bean インス

タンスを利用するためである。 

<!-- ジョブ BeanFactory のキャッシュ設定 --> 

<bean id="useCache"  

class="org.springframework.beans.factory.config.FieldRetrievingFactoryBean"> 

   <property name="staticField" value="java.lang.Boolean.TRUE"/> 

</bean> 
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 拡張ポイント 

 ジョブ管理テーブルの項目追加 
 優先順位指定、起動待ち解除時刻等を追加し、ジョブの優先順位や起動時刻

を管理することが出来る。 
 拡張項目の起動条件の追加はジョブ依頼情報取得用 SQL 文を変更することで

対応可能。 
 拡張項目 

項

番 
属性名 カラム名 必

須

概要 

1 優先順位 PRIORITY ○ 優先順位。（小さい方が優先度が高い） 

2 起動待ち解除時

刻 

WAIT_FOR_TIME  ジョブを起動する時刻。起動待ち解除時刻を経過した

ジョブ依頼情報のみ起動対象になる。 

登録されたデータがない場合は経過したことにする。 

 
 ジョブ依頼情報の変更 

... 

<select id="SELECT002" resultClass="……"> 

SELECT  

REQUEST_NO    AS jobRequestNo ,  

JOB_ID        AS jobId ,  

JOB_FILE      AS jobDiscriptorPath ,  

PARAMETER     AS jobParameters,  

STATE         AS jobState,  

END_CODE      AS jobExitCode,  

UPDATE_TIME   AS updateTime,  

REGISTER_TIME AS registerTime 

FROM JOB_CONTROL  

WHERE REQUEST_NO = (  

 SELECT  

     MIN(REQUEST_NO)  

 FROM  

     JOB_CONTROL  

 WHERE  

     STATE = '0' 

 )   

 </select> 

… 

拡張前の SQL 文 
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... 

<select id="SELECT002" resultClass="……"> 

SELECT  

REQUEST_NO    AS jobRequestNo ,  

JOB_ID        AS jobId ,  

JOB_FILE      AS jobDiscriptorPath ,  

PARAMETER     AS jobParameters,  

STATE         AS jobState,  

END_CODE      AS jobExitCode,  

UPDATE_TIME   AS updateTime,  

REGISTER_TIME AS registerTime 

FROM JOB_CONTROL  

WHERE REQUEST_NO = (  

     SELECT  

         MIN(REQUEST_NO)  

     FROM  

         JOB_CONTROL  

     WHERE  

PRIORITY = (  

SELECT MIN(PRIORITY) 

FROM TEST001 

WHERE  

STATE = 0 AND   

WAIT_FOR_TIME <= current_timestamp) 

                 ) 

</select> 

… 

拡張後の SQL 文 
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 優先順位指定の使用例 
 ジョブ依頼情報の登録例 

ジョブ依頼番号 ジョブＩＤ ジョブ Bean 定義 

ファイル名 

優先

順位

起動

状況

起動待ち解

除時刻 

更新時刻 登録時刻 

0000000001 JOB0001 UC001/JOB0001.xml 1 0 2006/07/19

12:00:00 

2006/07/19 

12:00:00 

2006/07/19

12:00:00 

0000000002 JOB0002 UC001/JOB0002.xml 5 0 2006/07/19

12:00:00 

2006/07/19 

12:00:00 

2006/07/19

12:00:00 

0000000003 JOB0003 UC001/JOB0003.xml 5 0 2006/07/19

12:00:00 

2006/07/19 

12:00:00 

2006/07/19

12:00:00 

0000000004 JOB0004 UC001/JOB0004.xml 5 0 2006/07/19

12:11:00 

2006/07/19 

12:11:00 

2006/07/19

12:11:00 

0000000005 JOB0005 UC001/JOB0005.xml 1 0 2006/07/19

12:00:00 

2006/07/19 

12:11:30 

2006/07/19

12:11:30 

0000000006 JOB0006 UC001/JOB0006.xml 5 0 2006/07/19

12:00:13 

2006/07/19 

12:00:13 

2006/07/19

12:00:13 

※ 初期登録の不要属性は省略。 
 

 上記ジョブ依頼情報例に基づく実行例 
 ジョブ起動開始時刻の条件 ： 2006/07/19 12:10:00 
 ジョブの実行時間の条件 

ジョブ ID 処理時間 ジョブ ID 処理時間 

JOB0001 10 分 JOB0002 2 分 

JOB0003 4 分 JOB0004 4 分 

JOB0005 2 分 10 秒 JOB0006 2 分 

 
 

 上記の条件に従ったジョブの起動順 
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 起動待ち解除時刻の使用例 
指定時刻以降に実行する必要があるジョブの実行管理ができる。 
例えば毎日の売り上げ状況を集計するジョブがあり、このジョブは毎朝５時以降

に起動する必要がある場合「起動待ち解除時刻」の設定を行うことで複数のジョ

ブを先に登録しておくことができる。「起動待ち解除時刻」は起動開始時刻ではな

いことに注意すること。 
 実行例の条件 

監視周期：１０分 
起動スレッド数：１ 
ジョブの処理時間：２０分 
ジョブ管理テーブルの登録例 

ジョブ依頼番号 0000000001 

ジョブＩＤ JOB0001 

ジョブ Bean 定義 

ファイル名 

/UC0001/ JOB0001.xml 

優先順位 1 

起動状況 0 

起動待ち解除時刻 2006/07/20 12:00:00 

更新時刻 2006/07/19 12:00:00 

登録時刻 2006/07/19 12:00:00 

 動作 
「JOB0001」は「2006/07/20 12:00:00」から「2006/07/20 12:10:00」の間に起動

される。 
※ 指定時刻の定時に起動する必要があるジョブは同期バッチ起動方法を使

う必要がある。詳細は『BE-01 同期型ジョブ起動機能』を参照のこと。 

 
 

 デーモン終了用ジョブ依頼処理 
バッチデーモン終了用のジョブ依頼も通常のジョブと同じく起動し終了する。例

えばジョブ ID が「STOP」である通常のジョブをジョブ管理テーブルに登録する

ことで登録したジョブを最後にデーモンを終了させることが出来る。またその他

デーモン終了時の処理を追加することができる。 
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 関連機能 

 『BE-01 同期型ジョブ起動機能』 
 『BA-02 データベースアクセス機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし。 
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 BE-03 ジョブ実行管理機能 

 概要 

 機能概要 

 JMX を使用したジョブ監視機能を提供する。 
 JMX とは Java Management Extensions テクノロジのことであり、Java Platform 

Standard Edition (Java SE) バージョン 5.0 の機能である。詳細は JDK 5.0 ドキ

ュメントの『Java Management Extensions(JMX)概要』を参照のこと。 
 

 監視ツールは jconsole 等の JMX 用ツールを使用する。 
 jconsole は Java SE 5.0 に付属する JMX 準拠の監視ツールである。リモートホ

ストの Java VM の状況監視が可能である。詳細は JDK 5.0 ドキュメントの

『JDK ツールとユーティリティのドキュメント』を参照のこと。 
 

 ジョブ終了制御機能を提供する。 
 ジョブが実行中の場合のみ終了が可能。 
 終了には強制終了と中断終了がある。強制終了はコミットされていないトラ

ンザクションをロールバックした後にジョブを終了する。中断終了は次のコ

ミットポイントまで処理をし、コミット後に終了する。 
 監視ツールから起動中のジョブを終了することができる。 
 特定のディレクトリに終了ファイルを作成し、フレームワークがそのファイ

ルを検出することでジョブを終了することができる。 
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 概念図 

 ジョブ監視機能の初期化処理について 
JMX では、管理対象のリソースを MBean として JMX サーバに登録する。本フレ

ームワークでは MonitorableJobStatus を JMX サーバに登録する。 
MonitorableJobStatus は JobStatus を継承したクラスである。JMX による監視を行

う場合には、ジョブ Bean 定義ファイルの useMonitorable を True に設定するとこ

とで MonitorableJobStatus を利用するようにする。MonitorableJobStatus を利用する

ことで、該当のジョブを監視することができる。ジョブ Bean 定義ファイルに

useMonitorable の設定が無い場合はデフォルト Bean 定義ファイルの設定内容によ

り監視有無が決まる。 
JMX サーバへの Mbean 登録処理は、MBean 登録クラスによって行われる。

MBean 登録クラス（下図 MBeanRegister）は MonitorableJobStatus に DI されている。

MBean 登録クラスが MBeanServer を取得し、MBean を MBeanServer に登録する

ことで監視が行われる。 
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 強制終了・中断終了について 
 監視ツールを用いたジョブ強制終了および中断終了の流れ 

 
 

(1) 監視ツールにて実行中のジョブを表示する。 
(2) 監視ツールから選択された実行中のジョブに対して、強制終了フラグおよび

中断終了フラグを書き換える。 
(3) JobWorker が強制終了フラグおよび中断終了フラグを参照する。 
(4) 強制終了の場合はロールバック処理を行う。中断終了の場合は次のコミット

ポイントまで処理を行った後、終了する。 
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 終了ファイルを用いたジョブ強制終了および中断終了の流れ 

 
 

(1) スケジューラまたはオペレータ操作から終了ファイルを作成する。フレーム

ワークで規定する終了ファイル検出ディレクトリに強制終了または中断終了

ファイルが作成される。 

項番 項目名 フォーマットの形式 具体例 

1 同期型強制 

終了ファイル 

[ジョブ ID]_[ジョブプロセス ID].end 

[ジョブ ID].end （ジョブプロセス ID 設定無） 

JOB0001_0001.end

JOB0001.end 

2 同期型中断 

終了ファイル 

[ジョブ ID]_[ジョブプロセス ID].irp 

[ジョブ ID].irp （ジョブプロセス ID 設定無） 

JOB0001_0001.irp 

JOB0001.irp 

3 非同期型強制 

終了ファイル 

[ジョブ ID]_[ジョブ依頼番号].end JOB0001_001.end 

4 非同期型中断 

終了ファイル 

[ジョブ ID]_[ジョブ依頼番号].irp JOB0001_001.irp 

※ジョブプロセス ID 付きジョブの制御は[ジョブ ID]または[ジョブ ID]_[ジョブ

プロセス ID]の型式のみ有効である。 
 
ジョブプロセス ID とは、同期型ジョブ起動での起動において同じジョブ ID
のジョブを起動する際に区別するための識別子である。オプションとして起

動時に設定する。同期型ジョブ起動および非同期型ジョブ起動については
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『BE-01 同期型ジョブ起動機能』、『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』を参照。 
 

(2) 指定した間隔毎に終了ファイル検出ディレクトリをチェックする。 
(3) (2)で終了ファイルが検出されると、終了ファイルの種類を判断し、JobStatus

の強制終了フラグおよび中断終了フラグを書き換える。 
(4) JobWorker が強制終了フラグおよび中断終了フラグを参照する。 
(5) 強制終了の場合はロールバック処理を行う。中断終了の場合は次のコミット

ポイントまで処理をし、コミットする。なお、作成された終了ファイルはフ

レームワークでは削除しない。 

 解説 

 ジョブ管理設定 
起動するジョブ毎にジョブ管理の有無を設定することができる。ジョブ管理を

「無」にした場合、該当のジョブは監視ツールによる監視およびジョブ終了制御

が不可となる。ただし、終了ファイルを用いたジョブ終了制御は可能である。 
 

 監視ツールでの表示方法 
監視ツールでは、監視内容を階層化して監視ツールに表示する。 
同期型ジョブ起動で起動されたジョブの場合には、表示の際の表示名はジョブ ID
とジョブプロセス ID（ジョブプロセス ID の指定が無い場合はジョブ ID のみ）で

ある。非同期型ジョブ起動で起動されたジョブの場合には、表示名はジョブ ID と

ジョブ依頼番号である。 
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 監視属性について 
監視属性は JobStatus に定義し、JMX 仕様に準拠した MBean インタフェースを実

装している。インタフェースには監視属性に対する getter メソッドが定義される。 
 監視属性 

項番 項目名 概要 

1 ジョブ ID ジョブ毎に設定する ID 

2 起動状況 実行したジョブの状況を表す 

起動中、再開起動中、正常終了、異常終了、強制終了、中断終了 

3 ジョブ終了コード ジョブ終了後に返却される終了コード 

4 ジョブ開始日時 ジョブを開始した日時 

5 処理時間 ジョブ開始日時から算出した実行時間 

6 分割キー ジョブ分割の場合は分割キーを表示 

通常ジョブの場合はなし 

7 コミット数 コミットした回数 

8 処理件数 リターンコードで NOMAL_CONTINUE が設定された BLogicResult

の総数 

9 エラー件数 リターンコードで ERROR_CONTINUE が設定された BLogicResult

の総数 

 起動状況については『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』参照のこと。 
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 監視ジョブ数 
JobStatus がインスタンス化され、MBeanServer に登録された時点で監視が可能と

なる。1 つの Java VM 内で監視できるジョブ数の上限を設定することができ、上

限値を超えると処理が終了したジョブから監視が解除される。 
 

 強制終了および中断終了時の JobWorker の動作 
強制終了の場合は、JobStatus に強制終了フラグがセットされると JobStatus が

JobWorker に対して強制終了の指示を出し、ジョブを終了する。 
中断終了の場合は、1 トランザクション毎にコミットした後に中断終了フラグを

確認する。中断終了の指示があればジョブを終了する。 

 
 

 強制終了および中断終了でのジョブの終了について 
同期型ジョブ起動ではジョブの終了時に Java VM も終了する。一方、非同期型ジ

ョブ起動では対象のジョブのみ終了する。 
 

 分割ジョブの終了について 
監視ツールを使用する場合は、分割キー毎にジョブ終了制御が可能となる。終了

ファイルを用いたジョブ終了制御の場合は、分割キー毎に終了することはできな

い。 
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 強制終了ができない場合について 
強制終了は、フレームワークがスレッドに対する割り込みを検知することで実現

されている。したがって、以下のような場合には強制終了によってジョブを終了

させることができない。 
・ アプリケーションのメソッドが実行を続けている場合 
（無限ループを実行しているなど） 

・ アプリケーションでデッドロックが発生し、実行が止まっている場合 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 JMX エージェントの起動 
リモートシステムからの監視とジョブ終了制御を可能にするには、Java VM 起動

時に、システムプロパティを設定する必要がある。詳細は『JDK ツールとユーテ

ィリティのドキュメント』参照のこと。 

項番 プロパティ 内容 

1 com.sun.management.jmxremote.port JMX/RMI 接続を有効にしたいポート

番号を指定する 

2 com.sun.management.jmxremote.ssl SSL の有効/無効を設定する 

3 com.sun.management.jmxremote.authenticate パスワード認証の有効/無効を設定す

る 

 
設定例 
>java -Dcom.sun.management.jmxremote.port=9999 
-Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false 
-Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false 

Java VM 毎に 

変更する 

 

 デフォルト Bean 定義ファイルの設定方法 
 ジョブ監視の有無に関する設定例 

<bean id="useMonitorable" 

class="org.springframework.beans.factory.config. 

FieldRetrievingFactoryBean"> 

    <property name="staticField" value="java.lang.Boolean.FALSE"/> 

</bean> 

ジョブ監視の有無 

 ジョブ管理上限値の設定例 
 <bean id="manageableJobSize" class="java.lang.Integer"> 

  <constructor-arg> 

   <value>20</value> 

  </constructor-arg> 

監視ツールで管理可能

なジョブの上限値 

 </bean> 

 
 ジョブ終了制御に関する設定例 

<bean id="endFileChecker"  

class="jp.terasoluna.fw.batch.init.EndFileChecker"> 

   <property name="endFileDir"> 

<value>batchapps/BE-03/EndFile</value> 

終了ファイル検出ディレクトリ 
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</property> 

</bean> 

<bean id="scheduledTask"  

class="org.springframework.scheduling.timer.ScheduledTimerTask"> 

   <property name="period" value="8000"/> 

   <property name="timerTask" ref="endFileChecker"/> 

</bean> 
チェック間隔（ミリ秒で指定） 

 
 終了ファイルを用いた強制終了および中断終了の注意点 

終了ファイル検出ディレクトリのチェック間隔は、処理するデータの件数と

性能を考慮して適切な値を設定すること。チェック間隔が短い場合、パフォ

ーマンスが低下する。 
 

 強制終了および中断終了を行うための指針 
フレームワークでは終了ファイルを作成する機能はなく、終了ファイルを置くタ

イミングはフレームワーク側では関与しない。以下に終了ファイルを置くタイミ

ングと手段の指針を示す。 
 タイミング 

ジョブが予定時間内に終了しない場合や、メンテナンスなどの理由により実

行中のバッチプログラムを終了させたい場合等。 
 手段 

オペレータや停止用ジョブの実行により終了ファイルを配置する。 

 拡張ポイント 

 なし。 
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 関連機能 

 『BE-01 同期型ジョブ起動機能』 
 『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし。 
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 BE-04 リスタート機能 

 概要 

 機能概要 

 中断されたジョブの再開時、リスタート管理テーブルに記録されたリスタートポ

イント以降のデータから処理をリスタートする機能を提供する。 
分割ジョブの場合は分割したキー毎に処理をリスタートすることが出来る。 

 フレームワークは以下の処理を提供する。 
 リスタートポイント、ジョブコンテキストの登録・更新処理。 
 リスタート時のジョブコンテキストの復元処理。 
 リスタート時のリスタートポイント以降の対象データ取得処理。 
 リスタート情報のクリア処理。 

 

 概念図 
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 解説 

 リスタート処理の起動条件 
 以下の Bean 定義ファイル雛形をジョブ Bean 定義ファイルに import すること

でリスタート機能を使用することができる。 
 「ChunkTransactionForRestartBean.xml」：リスタート機能有効チャンク別

トランザクションモデル用の雛形 
 「PartitionChunkTransactionForRestartBean.xml」：リスタート機能有効、分

割ジョブ、チャンク別トランザクションモデル用の雛形 
（詳細は『BA-01 トランザクション管理機能』を参照すること。） 

 フレームワークはリスタート管理テーブルのリスタート情報を参照し起動方

法を判断する。 

項番 リスタート情報 処理状況 起動内容 

1 登録なし － 通常のジョブ起動 

2 登録あり 処理中 リスタート起動 

3 登録あり 処理完了 起動されない 

 リスタート情報はジョブ単位で登録されるが、対象のジョブが分割ジョブで

ある場合はジョブ全体と分割キー毎のリスタート情報がそれぞれ登録される。 
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 リスタートポイント、ジョブコンテキストの登録・更新処理 
 リスタート機能を有効に設定することでフレームワークはリスタート管理テ

ーブルにリスタートポイント、ジョブコンテキストを登録・更新する。 
 リスタートポイント、ジョブコンテキストが初期登録されるのはビジネスロ

ジック実行時の最初のトランザクションである。ジョブ前処理を実行してい

る段階では、リスタートポイント、ジョブコンテキストは登録されない。 
 リスタートポイント、ジョブコンテキストの更新処理はトランザクション毎

に行う。トランザクションの詳細は『BA-01 トランザクション管理機能』を

参照すること。 
 リスタートポイント、ジョブコンテキストの更新処理はビジネスロジックの

トランザクションと同一トランザクションであるためエラーが発生してもデ

ータ不整合は発生しない。 
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 リスタート時のジョブコンテキストの復元 
 フレームワークは初期化処理時にリスタート管理テーブルからジョブコンテ

キストを取得し、ジョブコンテキスト状態を処理中断時の状態に復元する。 
 リスタート時にはジョブ前処理は実行されない。ただし、前回実行時にジョ

ブ前処理でジョブコンテキストにセットされたデータはジョブコンテキスト

が復元されるため、リスタート時にも利用することができる。 
 分割ジョブでは、ジョブコンテキストの復元処理はリスタート管理テーブル

のリスタート情報に基づき親ジョブ、子ジョブそれぞれについて行われる。 
 親ジョブのジョブコンテキストは、親ジョブの初期化処理時に復元され

る。 
 子ジョブのジョブコンテキストは、子ジョブの初期化処理時に復元され

る。 
 親ジョブのジョブコンテキスト復元処理に失敗した場合は、ジョブをエ

ラー終了する。 
 子ジョブのジョブコンテキスト復元処理に失敗した場合は、対象の子ジ

ョブのみエラー終了する。 
 

 リスタート情報のクリア処理 
 リスタート機能が有効であり、ジョブ処理が正常に完了した場合はリスター

ト情報のクリア処理を行う。 
 リスタート管理テーブルの該当データを削除する。 

 分割ジョブでは、リスタート情報のクリア処理は親ジョブ、子ジョブそれぞ

れ行われる。 
 リスタート情報のクリア処理のトランザクション 

項番 ジョブの種類 ジョブ後処理定義がある場合 ジョブ後処理定義がない場合

1 通常のジョブ 定義されたジョブ後処理と同一

トランザクション 

ジョブ後処理として行われる 

2 分割ジョブ 

（親ジョブ） 

定義されたジョブ後処理と同一

トランザクション 

ジョブ後処理として行われる 

3 分割ジョブ 

（子ジョブ） 

分割された子ジョブ毎の子ジョ

ブ後処理と同一トランザクション

分割されたキー毎のジョブ後処

理として行われる 

ジョブ後処理の詳細は『BD-01 ビジネスロジック実行機能』を参照のこと。 
 親ジョブ用のリスタート情報クリア処理に失敗した場合はジョブをエラ

ー終了する。 
 子ジョブ用のリスタート情報クリア処理に失敗した場合は対象の子ジョ

ブをエラー終了する。この場合、親ジョブは他の子ジョブ全体が終了し

てからエラー終了する。 
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 リスタート管理テーブル 

項番 項目名称 カラム名 概要 

1 ジョブリクエスト番号 REQUEST_NO 非同期型ジョブ起動時はジョブ依頼番号、同

期型ジョブ起動時はジョブプロセス ID である。

2 ジョブ ID JOB_ID リスタート対象のジョブ ID。 

3 分割キー値 PARTITION_K

EY 

リスタート対象のジョブ分割キー値。 

分割ジョブの親ジョブ、および分割ジョブでは

ないジョブの場合はジョブ ID が登録される。 

4 リスタートポイント RESTART_POI

NT 

処理を完了（コミット）したレコード数。 

5 ジョブコンテキスト JOB_CONTEXT ジョブコンテキストをシリアライズ化したデータ。

6 処理状況 STATE 1：処理中、2：処理完了 

「処理中」のみリスタート対象になる。 

※ テーブルの主キーは「ジョブリクエスト番号」、「ジョブ ID」、「分割キー値」

である。 
※ リスタート管理テーブルのテーブル名及びカラム名は各プロジェクトで自由

に変更できる。 
※ リスタート管理テーブルはビジネスロジックと同じトランザクション上で扱

えるテーブルである必要がある。 
 

 分割ジョブのリスタート 
 分割キー毎にリスタートを管理することが出来る。 
 分割ジョブが中断されリスタートする場合は子ジョブ全体がリスタート対象

になる。子ジョブ毎のリスタートを選択する必要がある場合はリスタート管

理テーブルの「処理状況」の変更やリスタート情報を削除することで通常の

ジョブ起動、リスタート起動、起動なしを選択することができる。 
 

 リスタート時の対象データ取得 
ジョブ対象データを取得する際、リスタートポイントを確認し、完了されたレコ

ード以降のデータのみ取得する機能を提供する。詳細は『BD-02 対象データ取得

機能』を参照のこと。 
起動毎に対象データの取得結果が変わるようなジョブはリスタートポイントから

完了されたレコードを判別することができないためリスタート機能を利用するこ

とが出来ない。 
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 リスタート機能使用時の注意事項 
 同期型ジョブ起動時にリスタート機能を利用する場合は引数でジョブプロセ

ス ID を指定することを推奨する。ジョブプロセス ID の指定がない場合は、

ジョブ ID のみを識別子としてリスタート情報が参照される。そのため、一度

あるジョブ ID のリスタート情報が登録されると、同一ジョブ ID のジョブは

起動されなくなる。同期型ジョブ起動時の引数に関する詳細は『BE-01 同期

型ジョブ起動機能』を参照のこと。 
 ジョブの起動がリスタートになる場合は起動時に指定したパラメータは無効

になり、リスタート時にパラメータを指定することはできない。但し、

TERASOLUNA-Batch ではジョブコンテキスト復元処理を提供し前回実行時指

定されたパラメータ値は復元される。 
 リスタート情報が登録されるのはビジネスロジック実行時の最初のトランザ

クションであり、最初のトランザクションが失敗するとリスタート情報は登

録されない。従って前処理が存在するジョブが前処理段階でエラー終了した

場合のリスタートは、リスタート情報が登録されていないため、ジョブ前処

理が再度実行される。 
 フレームワークでは、ファイル出力等のトランザクショナルでないリソース

に対しては、トランザクション処理は行わないためファイル出力を行うジョ

ブのリスタートは正しく動作しない。ファイル等の非トランザクションリソ

ースの扱いの詳細は『BA-01 トランザクション管理機能』を参照のこと。 
 フレームワークが提供するリスタート機能は ERROR_CONTINUE で処理さ

れたデータのリスタートは対象外とする。従って ERROR_CONTINUE で処

理されたデータのリスタートはビジネスロジック実装又は運用で対応する必

要がある。ERROR_CONTINUE の詳細は『BD-01 ビジネスロジック実行機

能』を参照のこと。 
 リスタート情報として登録されるものは、「対象データの何件目のデータまで

処理が成功したか」を示す件数だけである。したがって、実行された時点で

対象データの件数や並び順が変更されるジョブでは、フレームワークで提供

するリスタート機能を用いてリスタートすることはできない。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 ジョブ Bean 定義ファイルの設定例 
    ... 

<!-- ジョブ固有の設定情報：チャンク別トランザクション -->   

<import resource="../../ChunkTransactionForRestartBean.xml"/> 

   ... 

リスタート機能を使用する場合は、 

「ChunkTransactionForRestartBean.xml」 

「 PartitionChunkTransactionForRestartBean.xml 」

のどちらかを設定する。 

 
 ジョブプロセス ID の使用例 

 同期型ジョブ起動時にジョブプロセス ID を指定することで、起動タイミング

が異なる同一ジョブ ID のジョブを識別することができる。ジョブプロセス

ID を識別子として指定することで、起動タイミングが異なる同一ジョブ ID
のジョブ毎にリスタートすることができる。 

 ジョブプロセス ID には、ジョブの起動日付等のジョブの起動を一意に識別で

きるものを設定する。 
 

 拡張ポイント 

 なし 
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 関連機能 

 『BA-01 トランザクション管理機能』 
 『BD-01 ビジネスロジック実行機能』 
 『BD-02 対象データ取得機能』 
 『BE-01 同期型ジョブ起動機能』 

 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 

 備考 

 なし。 
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 BE-05 処理結果ハンドリング機能 

 概要 

 機能概要 

 ジョブを構成する処理（ビジネスロジックやジョブ前処理など）の処理結果を、

ジョブ全体の処理結果に反映する機能である。 
 たとえば、個々の処理の処理結果がエラーであった場合に、そのエラー結果

をジョブ全体の処理結果に反映することでジョブを終了する。 
 処理結果ハンドラインタフェース並びに実装クラスを提供する。 

 

 概念図 

 処理結果ハンドラの位置付け 
対象とする処理（ビジネスロジック等）の処理結果は、その処理結果に対応する

処理結果ハンドラ（ビジネスロジック処理結果ハンドラ等）によって処理される。 
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  解説 

 提供インタフェースと実装クラス 
フレームワークでは以下のインタフェースと実装クラスを提供する。 

インタフェース 項

番 
処理結果 

実装クラス 

jp.terasoluna.fw.batch.core.BLogicResultHandler 1 ビジネスロジック処

理結果 
jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBLogicResultHandler 

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.TransactionalBLogicResultHa

ndler 

jp.terasoluna.fw.batch.core.CollectorResultHandler 2 対象データ取得処

理結果 
jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardCollectorResultHandler 

jp.terasoluna.fw.batch.core.BatchUpdateResultHandler 3 JDBC バッチ更新処

理結果 
jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpdateResultHandler 

jp.terasoluna.fw.batch.core.SupportLogicResultHandler 4 サポートロジック（ジョ

ブ前処理、先頭チャ

ンク前処理、ジョブ

後処理、最終チャン

ク後処理）処理結果 

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportLogicResultHandler 

 
 ビジネスロジック処理結果ハンドラの処理 

 BLogicResult のリターンコードが”NORMAL_END”または“ERROR_END”で

ある場合、ジョブステータスのジョブ状態を終了状態に変更し、BLogicResult
に設定されたジョブ終了コードをジョブステータスに反映する。リターンコ

ードについては、『BD-01 ビジネスロジック実行機能』参照のこと。 
 BLogicResult には、フレームワークへ JDBC バッチ更新を依頼する場合に、

更新対象の SQL ID およびパラメータオブジェクトが登録される。

StandardBLogicResultHandler では、BLogicResult に登録されたバッチ更新情報

を取得し、JDBC バッチ更新リストに追加する。詳細は『BB-01 データベー

スアクセス機能』参照のこと。 
 BLogicResult のリターンコードが“ERROR_END”である場合、エラーデー

タのログ出力を行う。 
 TransactionalBLogicResultHandler は、ビジネスロジック処理結果に対応したト

ランザクション処理を行う実装クラスである。 
 

 対象データ取得処理結果ハンドラの処理 
Collector の処理結果である CollectorResult を処理する。CollectorResult のリターン

コードが“ERROR_END”である場合、エラーデータのログ出力を行う。 
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 JDBC バッチ更新処理結果ハンドラの処理 
バッチ更新成功時にのみ呼ばれる。バッチ更新が成功したバッチ更新情報をジョ

ブステータスに反映する。 
 

 サポートロジック処理結果ハンドラの処理 
サポートロジックが返却する BLogicResult のリターンコードが”NORMAL_END”
または“ERROR_END”である場合、ジョブステータスのジョブ状態を終了状態

に変更し、BLogicResult に設定されたジョブ終了コードをジョブステータスに反

映する。 
また、“ERROR_END”である場合にはログ出力を行う。 
 

 ジョブ終了コードについて 
 ジョブ終了コードはビジネスロジックから任意で指定することができる。ビ

ジネスロジックでジョブ終了コードを指定する方法の詳細は、『BD-01 ビジ

ネスロジック実行機能』を参照のこと。 
 

 ビジネスロジックでジョブ終了コードを指定しなかった場合（BlogicResult に
ジョブ終了コードが設定されていない場合）には、ジョブのステータスに応

じて以下のデフォルトのジョブ終了コードを返却される。 
 

項番 ジョブのステータス ジョブ終了コード 

1 正常終了（ENDING_NORMALLY） 0 

2 異常終了（ENDING_ABNORMALLY） 1 

3 中断/強制終了（SUSPENDING） 2 

 
異常終了（ENDING_ABNORMALLY）は、ビジネスロジックやサポートロジ

ックが ERROR_END を返却した場合、あるいは例外が発生した場合のジョブ

のステータスである。ERROR_END が返却された場合にジョブのステータス

を異常終了に変更する処理は、StandardBLogicResultHandler で行われる。例外

が発生した場合にジョブのステータスを異常終了に更新する処理は、例外ハ

ンドラで行われる。例外ハンドラについての詳細は、『BH-01 例外ハンドリン

グ機能』を参照のこと。 
Collector で 取 得 し た 対 象 デ ー タ が 0 件 で あ っ た 場 合 に は 、

StandardCollectorResultHandler では正常終了として扱う。 
上記のデフォルト終了コードは「DefaultValueBean.xml」上の定義を編集する

ことで、プロジェクトの要件に合わせて変更することができる。 
 

 同期型ジョブ起動の場合はジョブスケジューラにジョブ終了コードを返却し、

非同期型ジョブ起動の場合はジョブ終了コードをジョブ管理テーブルに登録

する。同期型ジョブ起動および非同期型ジョブ起動については『BE-01 同期

型ジョブ起動機能』、『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』を参照のこと。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 フレームワーク Bean 定義ファイルの設定 
 

<!-- BlogicResult のハンドラ --> 

<bean id="BLogicResultHandler" 

class="jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBLogicResultHandler"/> 

必要なインタフェースを実装したク

ラスを指定する。 

<!-- CollectorResultのハンドラ --> 

<bean id="CollectorResultHandler" 

class="jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardCollectorResultHandler"/> 

<!-- BatchUpdateResultのハンドラ --> 

<bean id="batchUpdateResultHandler" 

class="jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpdateResultHandler"/> 

<!-- SupportLogicResult のハンドラ --> 

<bean id="supportLogicResultHandler" 

class="jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportLogicResultHandler"/> 

 
 ジョブ終了コードの設定（DefaultValueBean.xml） 

 
<!-- 終了コードの定義 --> 

<util:map id="exitCodeMap"> 

    <entry key=”ENDING_NORMALLY” value=”0”/> 

    <entry key=”ENDING_ABNORMALLY” value=”1”/> 

    <entry key=”SUSPENDING” value=”2”/> 

</util:map> 

ジョブのステータスをマップのキ

ーとして、そのジョブステータス

でジョブが終了した場合のデフォ

ルトのジョブ終了コード（数値）

を設定する。 

キーとなるステータスには、以下

の３つを指定する。 

・ENDING_NORMALLY 

・ENDING_ABNORMALLY 

・SUSPENDING 

 

 拡張ポイント 

 ジョブ終了コードの拡張 
フレームワークが提供する処理結果ハンドラの実装クラスでは、デフォルトのジ

ョブ終了コードを返却する。ジョブ終了コードを追加・変更する場合や、ジョブ

終了コードに対する処理を追加・変更する場合は、StandardBLogicResultHandler お
よび StandardSupportLogicResultHandler の拡張を行う。 
 

 ログ出力 
処理結果ハンドラの各実装クラスを拡張、あるいは置き換えを行って、プロジェ

クトの要件に合わせたログを出力するように拡張することがきる。 
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 関連機能 

 『BB-01 データベースアクセス機能』 
 『BD-01 ビジネスロジック実行機能』 
 『BE-01 同期型ジョブ起動機能』 
 『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし。 
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 BF-01 メッセージ管理機能 

 概要 

 機能概要 

 ログ出力等で利用する文字列を管理するための、メッセージ管理機能を提供する。

メッセージリソースとして、ファイルメッセージリソースと、ＤＢメッセージリ

ソースが利用できる。 
 ファイルメッセージリソースは、Spring が標準で提供する MessageSource 機

能を利用している。TERASOLUNA-Batch ではデフォルトの設定として、業務

共通メッセージリソース定義ファイルをファイルメッセージリソースとして

定義している。本ファイルには業務アプリケーションで利用するメッセージ

を定義する。 
 ＤＢメッセージリソースは、データベース内のメッセージ定義テーブルでメ

ッセージを定義することが可能である。ＤＢメッセージリソースを利用する

ためのクラスを TERASOLUNA-Batch で提供する。 
 ファイルメッセージリソースとＤＢメッセージリソースを共用することが可

能である。 
 

 システムエラーメッセージ、ファイル入力チェックエラーメッセージ等、

TERASOLUNA- Batch が規定するデフォルトメッセージを提供する。 
 システムメッセージリソース定義ファイルを提供し、デフォルトのメッセー

ジを定義している。本ファイルは TERASOLUNA-Batch の『BE-05 処理結果

ハンドリング機能』『BH-01 例外ハンドリング機能』において、フレームワ

ークの実装クラスを拡張し、プロジェクトの要件に合わせたログを出力する

際に使用することができる。 
 

 ビジネスロジック等からメッセージを取得するために利用する、メッセージ取得

用のデフォルト実装を提供する。 
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 概念図 

 メッセージリソース初期化処理及びメッセージ取得の流れ 
メッセージリソース初期化処理では、フレームワーク Bean 定義の設定に従い、フ

ァイル及びデータベースに定義されたメッセージリソースを取り込み、アプリケ

ーションコンテキスト(フレームワーク BeanFactory)に保持する。 

アプリケーションコンテキスト生成

<<framework>>
:JobExecutor

<<framework>>
:DataSourceMessage

Source

<<framework>>
:DBMessageResource

DAO

<<Spring framework>>
:ResourceBundle
MessageSource

XXXBLogic MessageAccessor

<<Spring framework>>
:ApplicationContext

初期化処理

メッセージ定義
テーブル

メッセージリソース取得
メッセージリソース取得

メッセージリソースのキャッシュ

初期化処理

メッセージ定義
ファイル

メッセージリソース取得

メッセージリソースのキャッシュ

メッセージ取得
メッセージ取得

 
ビジネスロジックからのメッセージ取得は、メッセージ取得用クラスを介して、

アプリケーションコンテキストに保持されたメッセージにアクセスする。 
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 解説 

 ファイルメッセージリソース 
 業務共通メッセージリソース定義ファイル（application-messages.properties） 

ビジネスロジック等から取得する業務メッセージを定義する。 
error.UC02.00001=カレンダーに存在しない年月日です。 

error.UC02.00002=期間が不正です。開始年月日={0} 終了年月日={1} 

    ・ 

    ・ 

複数のファイルに分割してメッセージを定義することも可能である。 
 

 システムメッセージリソース定義ファイル（system-message.properties） 
システムエラーメッセージ、ファイル入力チェックエラーメッセージ等、フ 
レームワークがログ出力のために取得するメッセージが定義されている。 

errors.8004C010=DB 接続エラーが発生しました：エラー詳細={0} 

errors.8004C011=CSV ファイル読込みエラーが発生しました：エラー詳細={0} 

   ・ 

errors.alphaNumericString=半角英数字チェックエラーが発生しました：項目名={0}. 

   ・ 

 
 DB メッセージリソース 

 メッセージ定義テーブル 
メッセージ文字列はデータベース内に以下のテーブルを作成して格納する。 
◆テーブル名：MESSAGES 

カラム名 説明 格納データ例 

CODE メッセージコードを格納する error.UC01.00001 

MESSAGE メッセージ本文を格納する カレンダーに存在しない年月日です。 

・ CODE を PrimaryKey とする。 
 
なお、上記は一例であり、テーブル名及びカラム名は各プロジェクトで自由 
に変更できる。 
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 Spring Bean 定義ファイルの構造 

フレームワーク Bean 定義ファイルには、ファイルメッセージリソース用の Bean 
定義とＤＢメッセージリソース用の Bean 定義が雛形として設定されている。利用 
するメッセージリソースに合わせた設定を行なうこと。 
また、サンプル実装のメッセージ取得用クラスの Bean 定義が設定されている。ジ 
ョブの定義を行う際、ビジネスロジックのプロパティにセットすること。 

Bean

<<Bean >>
messageSource

configLocation

dataSource

Bean

<<Bean >>
BLogic

messageAccessor

メッセージ取得用
クラスをプロパティ

として定義

driverClassName
url
userName
password
poolPreparedStatement

<<Bean >>
dataSourcebasenames

<<Bean >>
messageSource

basenames

ファイルメッセージ

リソースの定義
DBメッセージリソ

ースの定義

<<Bean >>
messageAccessor

parentMessageSource DBMessageResourceDAO

DBメッセージリソースを利用する場合に

は、第2メッセージリソースとしてファイル

メッセージリソースを定義する

どちらかを一方

を有効にする
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 メッセージ管理のクラス構造（メッセージリソースの管理） 
ファイルメッセージリソース利用時は ResourceBundleMessageSource クラスが、Ｄ

Ｂメッセージリソース利用時は DataSourceMessageSource クラスが、メッセージリ

ソースのメッセージを取り出し、アプリケーションコンテキストに保持する。 

Spring

TERASOLUNA-Batch TERASOLUNA-Spring

+setBasenames(String[] basenames) :void

+setDbMessageResourceDAO
(DBMessageResourceDAO dbMessageResourceDAO):void

+afterPropertiesSet()  :void +setParentMessageSource(MessageSource parent) :void

+setParentMessageSource(MessageSource parent)()  :void

+getMessage(String code, Object[] args, Locale locale) :String

ファイルメッセージリソース利用

時のMessageSource実装クラ

ス

TERASOLUNA-Batch
（TERASOLUNA-Spring）が
提供する、ＤＢメッセージリソー

ス利用時のMessageSource
実装クラス

+findDBMessages() :List<DBMessages>
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 メッセージ管理のクラス構造（メッセージの取得処理） 
アプリケーションコンテキストに保持されているメッセージを取得する際には、 
org.springframework.context.support.ApplicationObjectSupport に 定 義 さ れ て い る

MessageSourceAccesor 内の getMessage メソッドを使用する。（詳細については

spring フレームワークの API を参照のこと。） 
なお、TERASOLUNA-Batch では、メッセージ取得用クラスとして MesageAccesor
および MesageAccesorImpl を提供している。 

Application

Spring

+getMessage(String code, Object[] args) : String

<<interface>>
MessageAccessor

MessageAccessorImpl

#getMessageSourceAccessor() :MessageSourceAccessor

ApplicationObjectSupport

+setApplicationContext(ApplicationContext applicationContext) :void

<<interface>>
ApplicationContextAware

+getMessage(String code, Object[] args) :String

MessageSourceAccessor

メッセージ取得用クラス

ApplicationObjectSupportを継承し、

getMessageSourceAccesor内の

getMessageメソッドでメッセージを取

得する

XXXBLogic

ビジネスロジックは、「メッセージ取得

用クラス」をＤＩで取得して利用する
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 ＤＢメッセージソースを利用するための提供クラス 
 Ｄ Ｂメ ッセ ージ リソー スを 利用 する ための クラ スを 提供 する。

（TERASOLUNA-Spring で提供されているクラスを利用）     
項番 クラス名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.message.DataSourceM

essegeSource 

メッセージ定義テーブルを参照し、メッセー 

ジの生成、発行を行なうクラス 

 
 DB メッセージリソース取得用の DAO インタフェース及び、デフォルト実装

を提供する。（TERASOLUNA-Spring で提供されているクラスを利用）   
項番 インタフェース名／クラス名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.message. 

DBMessageResourceDAO 

メッセージ定義テーブルにアクセスするため

の DAO インタフェース 

2 jp.terasoluna.fw.message. 

DBMessageResourceDAOImpl 

メッセージ定義テーブルにアクセスするため

の DAO の実装クラス 

 
 DBMessageResourceDAOImpl が発行する SQL は以下のとおり。 

SELECT CODE,MESSAGE FROM MESSAGES 
 

 ビジネスロジックからメッセージの取得を行なうための提供クラス 
 メッセージ取得用クラスとして、下記のインタフェースと実装クラスを提供

する。 
項番 インタフェース名／クラス名 概要 

1 jp.terasoluna.fw.batch.messages.Messag

eAccessor 

メッセージ取得用インタフェース 

2 jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.me

ssages.MessageAccessorImpl 

メッセージ取得用実装クラス 

 
 取得したいメッセージのメッセージ ID およびプレースホルダに埋め込む文字

列を引数に指定して呼び出すと、該当メッセージを返却する。 
 メッセージリソース中にプレースホルダ（「｛0｝は必須項目です）の｛0｝）を

定義しておくことで、引数に指定した文字列を動的に埋め込んだメッセージ

を取り出すことができる。 
 
 

  メッセージリソース初期化時およびメッセージ取得時のエラーについて 
   メッセージリソースの初期化時にエラーが発生した場合には、同期型ジョブ起   
   動ではジョブを終了する。非同期型ジョブ起動では非同期バッチデーモンを終 
   了する。 
   同期型ジョブ起動、非同期型ジョブ起動の詳細については『BE-01 同期型ジョ 
   ブ起動機能』『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』を参照のこと。 
   ビジネスロジック等からメッセージを取得する際に、当該メッセージ ID の定義 
   が無い等の理由でメッセージの取得に失敗した場合には、メッセージ取得用ク 
   ラスのデフォルト実装では、メッセージ ID を返却する。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 フレームワーク Bean 定義ファイルの設定例 
  “messageSource”という識別子の Bean を設定することで、メッセージ管理機能を 
  利用することができる。 
  

 ファイルメッセージリソースを利用する場合 
<bean id="messageSource"  

Class="org.springframework.context.support.ResourceBundleMessageSource">

      <property name="basenames"  

value="application-messages,system-messages"/> 

</bean> 

ResourceBundleMessageSource を指定する。

利用するファイルメッセージリソースを指定する。

 
 ＤＢメッセージリソースを利用する場合 
<bean id="messageSource"   

class="jp.terasoluna.fw.message.DataSourceMessageSource"> 

      <property name="parentMessageSource"  

ref bean="parentMessageSource"/> 

      <property name="dbMessageResourceDAO"  

ref bean="dbMessageResourceDAO"/> 

</bean> 

 

<bean id="parentMessageSource" 

class="org.springframework.context.support.ResourceBundleMessageSource"> 

      <property name="basenames"  

value="application-messages,system-messages"/> 

</bean> 

 

<bean id="dbMessageResourceDAO"   

class="jp.terasoluna.fw.message.dbMessageResourceDAOImpl"> 

    <property name="dataSource" ref bean="dataSource"/> 

<property name="tableName" value="MESSAGES"/> 

<property name="codeColumn" value="CODE"/> 

<property name="messageColumn" value="MESSAGE"/> 

</bean> 

 

<bean id="dataSource"    ･････>  

</bean> 

DAO の実装を指定する。

DB メッセージ取得用の DAO を指定する。

ParentMessageSource を指定する。

DataSourceMessageSource を指定する。

dataSource を指定する。

 “parentMessageSource”の指定により、第 2 メッセージリソースを追加し

ている。”messageSource”内にメッセージが存在しなかった場合、第 2
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メッセージリソースで指定したメッセージリソース内を検索する。 
 "dbMessageResourceDAO"の bean 定義の property 設定により、メッセー

ジ定義テーブルのテーブル名及びカラム名を指定する。 
 “dataSource”の Bean 定義については、『BB-01 データベースアクセス機

能』を参照のこと。 
 

 ビジネスロジックからのメッセージ取得方法 
  ビジネスロジックからのメッセージ取得については、メッセージ取得用の業務共通 
  クラスを利用することを推奨する。TERASOLUNA-Batch ではメッセージ取得用ク 
  ラスを提供している。 

 メッセージ取得用クラスインタフェース 
    jp.terasoluna.fw.batch.messages.MessageAccessor 
public interface MessageAccessor { 

    String getMessage(String code, Object[] args); 

} 

 
 メッセージ取得用クラス実装クラス 

    jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.messages.MessageAccessorImpl 
public class MessageAccessorImpl extends ApplicationObjectSupport 

implements MessageAccessor { 

 

     /** 

     * メッセージキーで指定したメッセージを取得する。 

     * 指定されたメッセージIDに対応するメッセージが存在しない場合には 

     * メッセージIDを返却する。 

     */ 

     public String getMessage(String code, Object[] args) { 

    

        // デフォルトメッセージ(デフォルトメッセージとしてメッセージIDを設定) 

        String defaultMessage = code; 

   

       // メッセージを返却する 

       return getMessageSourceAccessor().getMessage(code,  

                                                             args, 

                                                             defaultMessage); 

    } 

} 

org.springframework.context.support.ApplicationObjectSupport に定義されている 
MessageSourceAccesor 内の getMessage メソッドを使用する。 
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 ビジネスロジック（サンプル）     
public class XXXBLogic implements BLogic<XXXInputData, XXXJobContext> { 

     

// メッセージ取得クラス用setter 

MessageAccessor messageAccessor = null; 

  public void setMessageAccessor(MessageAccessor msgAcc) { 

        this.messageAccessor = msgAcc; 

    }   

 

   // ビジネスロジック 

  Public BLogicResult execute(XXXInputData inputData 

XXXJobContext jobContext) { 

        String outPutMessage = null; 

        ・・・省略・・・ 

 

outPutMessage = messageAccessor.getMessage(“msg.00101”, sectionCode); 

        ・・・省略・・・ 

} 

}  

メッセージ取得用クラスを DI す

るためのセッターを記述する。 

メッセージ取得用クラスのメッセ

ージ取得メソッドを利用する。 

 
 Bean 定義ファイルの設定例 
<bean id="messageAccessor"   

Class="jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.messages.MessageAccessorImpl"/> 

 
<bean id="bLogic"   

Class="jp.terasoluna.fw.batch.service.XXXBlogic"/> 

    <property name = “messageAccessor” ref=” messageAccessor” /> 

</bean> 
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 拡張ポイント 

 ＤＢメッセージリソース用のメッセージ定義テーブルのスキーマの変更 
TERASOLUNA-Spring で規定しているメッセージ定義テーブル及び DB メッセー

ジ取得用 DAO はデフォルト実装であり、プロジェクトにあわせて変更すること

が可能である。 
変更したテーブルスキーマにあわせて、DB メッセージ取得 DAO および SQL の

変更、フレームワーク Bean 定義ファイルの変更を行なう。 
 

 メッセージの国際化対応 
ファイルメッセージリソースについては、Spring が標準で提供する MessageSource
機能が国際化に対応している。詳細については Spring フレームワークの API を参

照のこと。 
ＤＢメッセージリソースについては、TERASOLUNA-Spring が提供するＤＢメッ

セージ機能が国際化に対応している。詳細については『RG-01 ＤＢメッセージ機

能』を参照のこと。 
 

 関連機能 

 『BB-01 データベースアクセス機能』 
 『BE-01 同期型ジョブ起動機能』 
 『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』 
 『BE-05 処理結果ハンドリング機能』 
 『BH-01 例外ハンドリング機能』 
 『RG-01 ＤＢメッセージ機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし 
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 BH-01 例外ハンドリング機能 

 概要 

 機能概要 

 例外ハンドリング機能では、アプリケーション（ビジネスロジック、ジョブ前処

理など）で発生した例外を例外ハンドラで処理する機能を提供する。 
 フレームワークは例外ハンドラのインタフェースを規定し、デフォルト実装

を提供する。フレームワークのデフォルト実装を拡張する、あるいは置き換

えることで例外処理を変更することができる。 
 

 アプリケーションで発生した例外は、フレームワークが提供する例外クラスでラ

ップされて処理される。 
 フレームワークが提供する例外クラスは、例外発生元処理の種類毎に異なる

クラスが提供されており、例外発生元処理の種類に対応した例外クラスでラ

ップされる。 
 

 フレームワークは例外ハンドラマップに従って例外ハンドラを起動する。 
 例外ハンドラマップは、フレームワークで提供する例外クラスをキーとして、

その例外が発生した際に起動する例外ハンドラを定義する。 
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 概念図 

 例外処理の流れの概要（ビジネスロジック例外の場合） 
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 解説 

 例外ハンドラのインタフェース 
例外ハンドラは、フレームワークで規定するインタフェースを実装して作成する。 

 

項

番 
インタフェース 概要 

1 jp.terasoluna.fw.batch.core.Job

ExceptionHandler 

フレームワークで規定する例外ハンドラのインタ

フェース 

 
 例外ハンドラのデフォルト実装 

例外ハンドラは、フレームワークがデフォルト実装を提供する。ログのフォーマ

ット変更等のプロジェクト固有の要件に対応する場合には、ソフトウェアアーキ

テクトがデフォルト実装の拡張、あるいは置き換えを行うこと。 
フレームワークのデフォルト実装では、ログを出力し、ジョブステータスをエラ

ー終了に更新してジョブを終了する。例外発生元処理のトランザクションはロー

ルバックされる。 
 

 例外ハンドラマップ 
例外ハンドラマップには、フレームワーク例外クラスをキーとして、例外ハンド

ラを登録する。 
例外ハンドラマップには、登録順も重要であることに留意すること。例外ハンド

ラの登録順序は、try-catch を記述する順序で記述しなくてならない。たとえば、

ジョブ例外 JobException は、ビジネスロジック例外 BLogicException の親クラスで

あるため、例外ハンドラマップにおいてビジネスロジック例外よりもジョブ例外

を先に登録すると、ビジネスロジック例外が発生した場合であっても常にジョブ

例外に対する例外ハンドラが起動される。 
 

 デフォルトの例外ハンドラマップ 
デフォルトの例外ハンドラマップは、JobException に対するハンドラが登録され

ている。例外が発生した場合には、デフォルト例外ハンドラ定義で定義されてい

る例外ハンドラが起動される。 
 

 デフォルト例外ハンドラ定義 
発生した例外に対する例外ハンドラが例外ハンドラマップに登録されていない場

合には、デフォルト例外ハンドラ定義に従って例外ハンドラが起動される。 
デフォルト例外ハンドラ定義は、例外ハンドラマップとは別に定義する。デフォ

ルト例外ハンドラ定義は、個別のジョブで例外ハンドラマップを上書き定義する

場合に、例外ハンドラの定義漏れを防ぐための定義である。 
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 例外処理の流れ 
例外が発生した場合には、発生した例外は例外発生元処理に対応したフレームワ

ーク例外クラスによってラップされ、解析に必要な情報がセットされたあと、例

外ハンドラマップに従って例外ハンドラが起動される。 
 

 
（１） アプリケーションで例外が発生し、フレームワークまで伝播する。 
（２） フレームワークでは、どの処理から例外がスローされたのかを判定し、対

応するフレームワーク例外を作成する。 
（３） フレームワークは、作成したフレームワーク例外に、元例外、および解析

情報を設定する。 
（４） フレームワークは、フレームワーク例外に対応した例外ハンドラを取得す

る。 
（５） フレームワークは、作成したフレームワーク例外をパラメータとして、例

外ハンドラを起動する。 
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 例外ハンドラの入力 
例外ハンドラには、入力として例外発生元処理に対応した例外情報が渡される。 
例外情報は、例外発生元の処理の種類に対応したクラス階層になっている。例外

情報のクラス階層の親クラスは、「ジョブ例外」であり、例外ハンドラのインタフ

ェースでは「ジョブ例外」が入力パラメータとして宣言されている。 
 

java.lang.Exception

JobException

BLogicException

-collectorResult : CollectorResult

CollectorException

-jobResult : JobResult

SupportLogicException
JobExceptionHandler

+initCause(Throwable cause)  : Throwable 

java.lang.Throwable

ジョブ例外

例外発生元処理に対
応した例外クラス

例外ハンドラのイ
ンタフェース

ビジネスロジックに
対応するビジネスロ
ジック例外クラス

+handleException(JobContext jobContext, JobException jobException, JobStatus jobStatus) : void

BatchUpdateException

-batchUpdateMapList : List

InitializeException

java.lang.RuntimeException

-blogicInputData : Object
-blogicResult : BLogicResult

FileException

 
例外クラス階層中のそれぞれの例外クラスは、対応する例外発生元処理に応じて

解析用情報を保持する。たとえば、ビジネスロジックに対応する例外クラスであ

る「ビジネスロジック例外」クラスでは、ビジネスロジックの入力パラメータを

保持する。 
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項

番 
例外発生元処理の種類 例外クラス 

（論理名／物理名） 
例外クラスが保持

する情報 

1 ・ビジネスロジック 

・ビジネスロジック処理結果ハ

ンドラ 

ビジネスロジック例外／ 

jp.terasoluna.fw.batch.core.BL

ogicException 

・原因例外 

・ビジネスロジック入力

オブジェクト 

・BLogicResult 

2 ・ジョブ前処理 

・ジョブ前処理処理結果ハン

ドラ 

・先頭チャンク前処理 

・先頭チャンク前処理処理結

果ハンドラ 

・ジョブ後処理 

・ジョブ後処理処理結果ハン

ドラ 

・最終チャンク後処理 

・最終チャンク後処理処理結

果ハンドラ 

サポート処理例外／ 

jp.terasoluna.fw.batch.core.Su

pportLogicException 

・原因例外 

3 ・Collector 

・Collector 処理結果ハン

ドラ 

Collector例外／ 

jp.terasoluna.fw.batch.core.Co

llectorException 

・原因例外 

・CollectorResult

4 ・バッチ更新 

・バッチ更新処理結果ハンド

ラ 

バッチ更新例外／ 

jp.terasoluna.fw.batch.core.Ba

tchUpdateExeption 

・原因例外 

・バッチ更新情報リスト 

5 ・初期化処理 初期化処理例外／ 

jp.terasoluna.fw.batch.core.In

itializeException 

・原因例外 
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 例外ハンドラでの処理例 
例外ハンドラでは、入力として渡された例外情報を使って、発生した例外、およ

び例外発生元処理の入力のダンプなどをログに出力することができる。 
また、例外が発生した場合でもその例外を異常系として処理せずに、正常系とし

て処理を進めることができる。たとえば、Collector で FileNotFoundException が発

生した（入力ファイルが存在しなかった）際に正常終了したい場合には、フレー

ムワーク例外クラス CollectorException に対する例外ハンドラとして、発生した例

外が FileNotFoundException であるときには無視するような例外ハンドラを設定す

る。 
 

 例外ハンドラによるジョブステータスへの反映 
例外ハンドラでは、発生した例外に応じてジョブステータスを変更することで、

ジョブの継続/終了などを決定することができる。 
たとえば、ビジネスロジックが例外をスローした場合であっても、その例外によ

って起動された例外ハンドラがジョブステータスを変更しなければ、

NORMAL_CONTINUE を返却した場合にはもともとのビジネスロジックが

NORMAL_CONTINUE を返却した場合と同じように処理が継続される。 
同様に、例外発生元処理が処理結果ハンドラ（ビジネスロジック処理結果ハンド

ラ等）である場合にも、例外ハンドラがジョブステータスを更新することで、処

理結果ハンドラの処理結果を置き換えることができる。 
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 例外ハンドラのトランザクション 
例外ハンドラでトランザクション処理を行うことは推奨されない。 
例外ハンドラでトランザクション処理を行う場合には、例外発生元処理のトラン

クザクションで処理される。例外ハンドラで例外発生元処理とは別のトランザク

ション処理を行う場合には、別トランザクションで定義した共通処理を呼び出し

て処理を行うこと。 
ただし、例外発生元処理がトランザクションに参加していない場合、なおかつト

ランザクションモデルが非トランザクションモデルでない場合には、例外ハンド

ラは独立したトランザクションで処理される。トランザクションモデルが非トラ

ンザクションモデルである場合には、例外ハンドラでトランザクション処理を行

うことができない。 
トランザクションモデルについては、『BA-01 トランザクション管理機能』を参

照のこと。 
 

 例外ハンドラと処理結果ハンドラとの関係 
例外発生元処理には、ビジネスロジックなどの主たる処理と、主たる処理に対応

する処理結果ハンドラの２種類がある。 
これらの２種類の例外発生元処理は、同一のフレームワーク例外クラスで処理さ

れる。たとえば、ビジネスロジックで例外が発生した場合であっても、ビジネス

ロジック処理結果ハンドラで例外が発生した場合であっても、どちらの場合でも

元の例外はビジネスロジック例外にラップされて、例外ハンドラが起動される。 
ただし、ビジネスロジックで例外が発生した場合には、BLogicResult が作成され

ていないためビジネスロジック例外に BLogicResult が設定されていない。それに

対してビジネスロジック処理結果ハンドラで例外が発生した場合には、先行する

ビジネスロジックで BLogicResult が作成されており、ビジネスロジック処理結果

ハンドラの入力となっている情報であるため、BLogicResult がビジネスロジック

例外に設定される。処理結果ハンドラについては、『BE-05 処理結果ハンドリン

グ機能』を参照のこと。 
 

項

番 
例外発生元処理の

種類 
フレームワーク

例外クラス 
例外クラスが主たる処理の処理結果を持つ

か 

1 ビジネスロジックなどの

主たる処理 

主たる処理で例外が発生している場合には、主たる処

理の処理結果が存在しないため、nullが設定される。

2 主たる処理の処理結果

ハンドラ 

主たる処理と、その

処理の処理結果ハ

ンドラで同一の例外

クラス 
例外クラスに主たる処理の処理結果が設定されている。
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 例外ハンドラで発生した例外の処理 
例外ハンドラから例外がスローされた場合には、フレームワークによって

ERROR_END が返却された場合と同じように処理される。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 例外ハンドラの設定 
フレームワーク Bean 定義ファイルにおいて、ベースジョブ Bean にデフォルト例

外ハンドラ定義、および空の例外ハンドラマップが設定されている。 
ジョブ Bean 定義ファイルでは、必要に応じてジョブ固有の例外ハンドラマップを

設定する。 
 フレームワーク Bean 定義ファイルの設定例 

 

<bean id="defaultJobExceptionHandler" 

class="jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardJobExceptionHandler"/> 

    ．．． 

<util:map id="exceptionHandlerMap""> 

    <entry> 

        <key><bean class="jp.terasoluna.fw.batch.core.JobException"/></key> 

     <bean class="jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardJobExceptionHandler"/> 

     </entry> 

</util:map> 

 

デフォルトの例外ハンドラ定義。 

デフォルトの例外ハンドラマップ 

 
 ジョブ Bean 定義ファイルの設定例 

（フレームワーク Bean 定義ファイルでの例外ハンドラ設定を上書きする場合） 
    ... 

<util:map id="exceptionHandlerMap"> 

      <entry> 

          <key><bean class="jp.terasoluna.fw.batch.core.BLogicException"></key>   

<bean class="jp.terasoluna.....XXXBLogicExceptionHandler"/> 

      </entry> 

      <entry> 

<key><bean class="jp.terasoluna.fw.batch.core.CollectorException"></key> 

          <bean class="jp.terasoluna.....XXXCollectorExceptionHandler"/> 

      </entry> 

  </util:map> 

例外ハンドラはフレームワークで規定するインタフ

ェースを実装して作成する。 

例外ハンドラを登録したいフレームワーク例外をキ

ーとして、例外ハンドラを登録する。 
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 例外ハンドラの実装例 
class XXXBLogicExceptionHandler extends JobExceptionHandler { 

    ... 

 

    public void handleException(JobContext jobContext, 

JobException jobException, 

JobStatus jobStatus) { 

        ... 

        Throwable t = jobException.getCause(); 

        if (t instanseof FileNotFoundException) { 

            log.debug(jobContext.getJobID(), ...); 

            return ReturnCode.NORMAL_END; 

        } 

 

        return super.handleException(jobContext, jobException, jobStatus); 

    } 

} 

例外ハンドラは、フレームワークで規定

するインタフェースを実装して作成す

る。この例では、JobExceptionHandler を

実装しているフレームワークのデフォル

ト実装クラスを拡張している。 

ジョブコンテキストやジョブ例外から、解析用の情

報を取得し、ログ出力などを行うことができる。 

ジョブ個別の例外ハンドリングでない部分は、フレームワークで用意するデフォルト

実装の例外ハンドラ、あるいはプロジェクトで用意する例外ハンドラに任せるような

実装が望ましい。 
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 拡張ポイント 

 デフォルトの例外ハンドラ実装の拡張 
フレームワークで提供している例外ハンドラ実装はデフォルト実装であり、プロ

ジェクトにあわせてログ出力などを拡張することができる。 
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 関連機能 

 『BA-01 トランザクション管理機能』 
 『BE-05 処理結果ハンドリング機能』 

 使用例 

 機能網羅サンプル(functionsample-batch) 
 チュートリアル(tutorial-batch) 

 備考 

 なし。 
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 BI-01 Commonj対応機能 

 概要 

 Commonj概要 

 ワークマネージャを使用したスレッド管理機能を提供する。 
 スレッド管理機能により、ジョブの並列実行機能を提供する。 

詳細は「JSR:237 Work Manager for Application Server」を参照のこと。 
 

 タイマーマネージャを使用したスケジューリング機能を提供する。 
 java.util.Timer クラスの仕様に代わるアプローチを提供する。 

詳細は「JSR:236 Timer for Application Server」を参照のこと。 
 

 機能概要 

 クライアントから渡されてきたジョブ依頼情報を元に、AP サーバ上で対象ジョブ

が実行される。 
 ワークマネージャがデータをチャンクキューへ詰め込み、スレッドプールからス

レッドを割り当て、対象ジョブを実行する。 
 非同期処理を用いて、ジョブ依頼情報を DB に登録する事でジョブが実行される。 

※ JobStarter を同期型として実装することも可能 
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 概念図 

 ジョブ実行 

 
 AP サーバ上でのアーキテクチャ概観 
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 解説 

 AP サーバ上でのジョブ実行の概要 
 AP サーバを介して行われる処理フローは以下の通りである。 

(1) ジョブ依頼情報を渡して JobStarter を実行する。 
(2) JobStarter はワークマネージャに対し、Work を実装した JobExecutor の処理依

頼を行う。 
(3) ワークマネージャは Work にスレッドを割り当て、Work の処理を実行する。 

それによりクライアントから依頼されたジョブが実行される。 
JobStarter は処理依頼結果を受付 AP へ返却する。 

(4) WorkListener はワークマネージャが行う作業完了・受付拒否を監視しており、

実行結果に対する処理を DB へ書き込む。 
※ 受付拒否に関しては各ベンダーの製品に依存。 

 
 ワークマネージャのキューイング（WebLogic の例） 

 クライアントから送られてきたジョブ依頼情報を直接キューに詰め込まず、

ワークマネージャを介して、ジョブ依頼情報を制御する。 
（スレッドの割り当てもワークマネージャが行う） 
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 AP サーバ上での処理フロー 
 AP サーバのワークマネージャを使用して、スケジュール毎にスレッドが割り

当てられる。 
 以下に、ジョブ依頼情報を受付けた際の AP サーバ上での動きを記述する。 

 

 
(1) ジョブ依頼情報受付がジョブ依頼情報を渡して、JobStarter を実行する。 
(2) JobStarterImpl が WorkManager の schedule()メソッドで JobExecutor のスケジュ

ールを行う。 
同時にスレッドを割り当てる。 

(3) WorkManager が run()メソッドを起動し、JobExecutor が呼び出される。 
(4) JobExecutor の work()メソッドを起動する事によって、ジョブが起動する。 
(5) チャンクキューが作成される。 
(6) (7) JobWorker をジョブ実行用スレッドに割り当てる。 
(8) ワークマネージャが JobWorker を起動する。 
(9) Collector によって入力データをチャンク単位でまとめる。 
(10) まとめたチャンクをチャンクキューへ詰め込む。 
(11) JobWorker がチャンクキューからチャンクを取得する。 
(12) 処理対象のビジネスロジックを実行する。 
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 処理フローにおける使用するキューのイメージ 
 以下にキューに詰め込むまでのフローを記述する。 

 
①Collector によって取得したデータをチャンクにまとめ、②チャンクキュー

に詰め込み、③チャンクキューを処理するキュープロセッサを Work でラッ

プし、④ワークマネージャキューへ詰め込む。 
 

 WorkListener（JobExecutorListener）の定義 
 WorkListener は作業完了・受付拒否を監視しており、WorkListener を拡張した

ジョブ実行結果ハンドラを用いて、実行結果に対する処理を DB へ書き込む

ことができる。 
 作業が完了した場合は終了コードを返却し、受付が拒否された場合は、終了

コードとして「-1」を返却する。 
 Commonj 対応機能を使用する際には『WorkManagerTaskContext-batch.xml』の

設定が有効になるため『DefaultValueBean.xml』の設定は無効になる。 
 

 ジョブ実行結果ハンドラ 
 WorkListener が監視していたジョブの実行結果を用いて、以下の実装を定義

する事ができる。 

項

番 
ハンドリング機能 実装クラス 

1 実行結果をジョブ結果テーブルへ登録す

る。 

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.transaction.JobResultI

nfoHandlerImpl 
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 ジョブ結果テーブル内容 
 ジョブの処理結果を格納する。 
 結果を確認するためだけのテーブルであり、ジョブ依頼番号がない場合でも

対応できる。 

項

番 
属性名 カラム名 必

須

概要 

1 ジョブ依頼番号 REQUEST_NO  ジョブ依頼連番。 

2 ジョブＩＤ JOB_ID  実行対象のジョブ ID。（bean 名） 

3 起動状況 JOB_STATE  ０：起動前、1：起動中、2：再起動中、3：正常終

了、4：異常終了、7：中断/強制終了 

バッチ登録時は 0 を初期値として登録する必要

がある。 

4 ジョブ終了コード END_CODE  ジョブ処理終了後、返却される終了コード。 

5 登録時刻 REGISTER_TIME  登録時刻 

※ ジョブ結果テーブルのテーブル名及びカラム名は各プロジェクトで自由に変

更できる。 
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 使用方法 

 コーディングポイント 

 JobStarter の実装を定義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<beans  

…> 

    <!-- プレースホルダ --> 

    <import resource="classpath:common/PlaceHolderConfig.xml"/> 

 

    <!-- ===================== ジョブStarter ===================== --> 

    <bean id="jobStarter" 

        class="jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.JobStarterImpl"> 

        <property name="workManager" ref="manager"/> 

        <property name="workListener" ref="listener"/> 

    </bean> 

 

    <!-- ===================== ワークマネージャの設定 ===================== --> 

    <bean id="manager" 

        class="org.springframework.scheduling.commonj.WorkManagerTaskExecutor"> 

        <property name="workManagerName" value="${workManagerName}

jobStarter の実装を設定 

"/> 

        <property name="resourceRef" value="true"/> 

    </bean> 

 

    <!-- ===================== ワークリスナー設定 ===================== --> 

    <bean id="listener" 

        class="jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listener.JobExecutorListener"> 

        <property name="jobResultInfoHandler" ref="jobResultInfoHandler" /> 

    </bean> 

 

    <!-- ===================== ジョブ結果用ハンドラ（JOB_RESULTテーブル） ================ --> 

    <bean id="jobResultInfoHandler" 

        class="jp.terasoluna.fw.batch.commonj.transaction.JobResultInfoHandlerImpl"> 

        <property name="updateDAO" ref="updateDAO" /> 

        <property name="transactionManager" ref="transactionManager" /> 

    </bean> 

… 

workListener の実装を設定 

ジョブ実行結果ハンドラを指定 

プロパティファイルで名前の設定 

ジョブ実行結果ハンドラを設定 
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 パラメータの設定  
 JobStarter の実装に際し、ジョブを実行する場合は以下の３種類のパラメータ

を設定する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 チャンクキューの設定（workQueueFactory.properties） 
 キューの設定をプロパティファイルで切り替える事が可能。 

（通常のバッチ用キューに対しては、コメントアウト等で対応） 

 //ジョブの起動 

 int jobEndCode = jobStarter.execute("Job01", "sample/JOB01.xml", args); 

… 

} 

workQueueFactory.class=jp.terasoluna.fw.batch.commonj.usequeue.WorkManagerTaskWorkQu

eueFactory 

ジョブ Bean 定義ファイル ジョブ ID 起動引数 

public class StartBatchBLogicImpl implements BLogic<Map<String, Object>> { 

… 

 String[] args = {"Sample","2007","0"}; 
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 ジョブ Bean 定義ファイルの設定例（WorkManagerTaskContext-batch.xml） 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans" 

     ... > 

    <!-- ===================== WorkExecutor定義 ===================== --> 

    <bean id="workerExecutorService"       

 class="jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerExecutorService"> 

        <property name="defaultJobExceptionHandler" ref="defaultJobExceptionHandler" /> 

        <property name="exceptionHandlerMap" ref="exceptionHandlerMap" /> 

        <property name="workManager" ref="taskExecutor"/> 

        <property name="workMapListener" ref="workListener"/> 

    </bean> 

    <bean id="taskExecutor" 

 class="org.springframework.scheduling.commonj.WorkManagerTaskExecutor"> 

        <property name="workManagerName" value="${workManagerName}"/> 

        <property name="resourceRef" value="true"/> 

        <property name="jndiTemplate" ref="jndiTemplateForWorkManager"/> 

    </bean> 

    <bean id="workListener" 

 class="jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listener.WorkQueueListener"/> 

    <!-- ===================== 監視(File)定義 ===================== --> 

    <bean id="scheduledTask" 

 class="org.springframework.scheduling.commonj.ScheduledTimerListener"> 

        <!-- 8秒ごとにセット --> 

        <property name="delay" value="0"/> 

        <property name="period" value="8000"/> 

        <property name="fixedRate" value="false"/> 

        <property name="runnable" ref="endFileChecker"/> 

    </bean> 

    <bean id="timerFactory"  

 class="org.springframework.scheduling.commonj.TimerManagerFactoryBean"> 

        <property name="timerManagerName" value="${timerManagerName}"/> 

        <property name="resourceRef" value="true"/> 

        <property name="shared" value="true"/> 

        <property name="scheduledTimerListeners"> 

            <list> 

                <ref bean="scheduledTask" /> 

            </list> 

        </property> 

        <property name="jndiTemplate" ref="jndiTemplateForTimerManager"/> 

    </bean> 

</beans> 

JNDI に対するサーバ依存の設定が可能 
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 web.xml の設定例 
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 

 

<web-app xmlns="http://java.sun.com/xml/ns/j2ee" 

    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

    xsi:schemaLocation="http://java.sun.com/xml/ns/j2ee  

    http://java.sun.com/xml/ns/j2ee/web-app_2_4.xsd" 

    version="2.4"> 

… 

 <resource-ref> 

  <res-ref-name>wm/BatchWorkManager</res-ref-name> 

  <res-type>commonj.work.WorkManager</res-type> 

  <res-auth>Container</res-auth> 

  <res-sharing-scope>Shareable</res-sharing-scope> 

 </resource-ref> 

 

 <resource-ref> 

  <res-ref-name>timer/FileCheckTimer</res-ref-name> 

  <res-type>commonj.timers.TimerManager</res-type> 

  <res-auth>Container</res-auth> 

  <res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope> 

 </resource-ref> 

 

</web-app> TimerManager の設定 

WorkManager の設定 
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 拡張ポイント 

 なし 
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 関連機能 

 『BE-01 同期型ジョブ起動機能』 
 『BE-02 非同期型ジョブ起動機能』 
 『BE-03 ジョブ実行管理機能』 

 使用例 

 簡易サンプルプロジェクト(AP サーバ対応) (sample-batch_onWebAPServer) 

 備考 

 なし。 
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